
匸

匸
一

会
　

計
　

部
　
部
長
谷
日
長
次
郎

京
都
陶
磁
石
奨
励
会
展
覧
会
の
批
評
（

大
正
９

、
1
2、
ｎ

読
売
新
聞
）

大
正
九
年
十
一
月

十
五
、
六
日
　
　
　

京
　

都
　

市
　

公
　

会
　

堂

不

正
九
年
十
二
月
七
－

十
　

二

目
　
　

大
　

阪
　

高
　

昌
　

泉

が
　
　
　か
　
十
七
－

二
十

一
囗
　
　

東
　

京
　

高
　

隔
　

泉

鏥
光
山
宗
兵
衛
、
松
風
嘉
定
氏
等
を
首
脳
と
す

る
京

都
陶
磁
石

奨
励
会

成
立
後
第
一
の
試
み
と
し
て
の
会
席

食
器

組
物
作
品

競
技
会

は
、

作
家

五
十
余
名

が
研

究
の
結

果
と
し

て

飯
茶
碗
、
小
吸
物
碗
、
向
附
、

刺
身
皿
、

醤

油
皿
、

五
寸
川
の
六
品

を
取
合
せ
た
七
十
五
組
の
何
れ

も
秋

を
課

題
に
し

た
も
の
だ
が
、

六
兵
術
、

陶
山
、
東

山
、
萬
珠
堂
、
計
水

等
の
作
は

流
石

に
渋

く
て
重
み

も
あ
り
面

白
く
、
泰
山
、
松
韻
堂
、
楽

々
堂
な
ど
も
夫

々
自
家

の
恆
を
発
抑
し

、

中
に
は
数
名
の
合
作
も
あ

る
。

値

段
は
十
人
前

が
五
十
円
か

ら
五
百
円

近
く
ま
で
。

○
同
　

批
　

評
（

大
正
９

、
1
2、
９

大
阪
毎
日
新
聞
）

食
器
六

種
を
秋
と
云

う
課
題
に
統
一
配
合
さ
れ

る
所

に
豊
か

な
芸
術
味

が
流
れ
て
見
た
目
に
頗
る
快
よ
い
。

人
体
皆
秋
と

い
う
感
じ
は
色
濃
く
現
れ
て
い
る
け
れ
ど
も

そ
れ
は
菊
と
か
、

紅
葉
、
月
、
圉

な
と

が
ら
受
け

る
秋

の
感
じ
で
、
慾
を
い
え
ば
一
目
見
て
受
け

る
パ
ッ
ト
し

た
感
じ

よ
り

も
清
楚
に
し

て
寂
し

み
の
膃
っ
た
も
の
を
よ

り
多
く
見
た
か
っ
た
…
……
。
乂
秋
の
感
じ

を
出

寸
に
愆
な
る
の
余
り
向
附

が
大
き
な
栗

の
形

で
あ
っ
た
り
す

る
の
は
些
か
囚
は

れ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
…
…
。

４
　

泰
　

平
　

窯
（
泰
平
属
）

人

心
年
代

の
中
川

よ
り
市

立
陶
磁
服

試
験
場

の
菊
地
言
馬
太
郎
、
福
出
府
『

杉
崎
竹
次
郎

等
の
図
案
竹
川

関
係
の
人
々
が
集
り
、

一
往
の

陶
磁
研
究
会

を
作
り
、

こ
れ

を
泰

七
百

と
袮
し

て
月

一
、
二
回

の
会
合

を
行
い
、
作
品
は
主
に
こ
れ
を
加
藤
溪
山
の
青
磁
窯
で
焼
い

て
芦
屋

に
住
ん
で
い
た
辻
常
吉
が
耿
扱
っ
て
お
っ

た
。

乂
、
辻

は
豊
川

運
送
店
主

と
合
同
し

て
「

タ
イ

ル
」

の
製
造
販
売
を
志
し
、
池
川
泰
山
の
技
術

と
現

携
し

て
泰
平

タ
イ

ル
と
し
て
売
り
貽
め

た
が
、

泰
山
と
の
あ
い
だ
が

う
ま
く

行
か

ず
、

タ
イ
ル
を
断
念
し

三
河

の
瓦
屡
と
組
み
、
乂
越
前
に
瓦
窯
を
築

い
て
、

タ
イ
ル
の
製
造
販
先
に
専
念
し
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。

奮
平

居
或

は
卒
平
窯
の
箔
書
き
、
直
一
の
書
銘
の
あ

る
青
磁
の
作
品

は
今
も
辻
家

に
多
く
残
っ
て
い
る
。

第

四

篇
　

現

代
　
　

篇



第

一

章
　

終
　

戦
　

ま
　

で

第
　
一
　
節
　
　
本

邦

陶

磁

器

業

界

の

推
移

大
正
時
代

の
我
国

陶
磁
器
業
界

は
第
一
次
大
戦
を
饑
と
し
て
、
大
変

な
好
況
に

め
ぐ

ま
れ
、

生
産
規
蟆
も
急
激
に
拡
人
さ
れ
て

い
っ

た
。

し
か
し
昭
和
に
く
り
、
大
正
末
期
か
ら
き

ざ
し
を
見
せ
て

い
た
大
戦
景
気

の
反

動
に
よ
る
国

内
不
況

と
、
世
界
恐
慌
に
見

舞
わ
れ
、

陶
磁
言
国
内
生
産
額
は
昭
和
四
年
の

七
、
五
〇
〇
万

円

が
、
同
六
年
に
は
五
、
四
〇
〇
万
円

と
約
三
割
減
と
な
り

、

同
時
に
輸
出
面
で
も
、
米
国

の
不
況

と
、

銀
塊
相
場

の
低
落
に
よ
る
中
国
購
買
力
の
微
退

の

た
め
、
陶
磁
器
袖
出
額

は
三
、
七
〇
〇
万
円
か
ら

二

九
〇
〇
万
円

と
激
減
し

た
。

し
か
し
こ

の
不
況
は

昭
和
六
年
末

の
金
輪

出
解
禁
を
饑
と
し
て
再

び
上
昇

の
饑
題

に
も

ど
り
、
九
年
に
は
生
産
額
九
、
二
〇
〇
万
円
、
愉

出
額
四
、

三
〇
〇
万
円
、

十
二

年
に
は
生
産
額

一
一
、
五
○
○
万
円
、
桧
山
額

五
、
五
○
○
万
円

と
回
復
し

て
い
っ

た
。

にふ
上

の
不
況
川

開
に
は
、
緑
業
短
縮
、
休
業
、

安
値

競
争
等
が
相
っ

ぎ
、
中
に
は
茶
碗

一
ヶ
、

一
銭
と
い
う
、
乱
売
ま
で
出
現
し
て
、

全
く
苦

難
の
ど
ん
底
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
二
年
、
日
交
事
変
、

昭
和
十
六

年
、

太
平

洋
戦
争
と
、
我
国
辻
田

以
来
の
重
大
事

態
に
∧
０
、
逖
界
七

生
産
、

収
売
川

面
に
於
て
明

治
維
新
以
来

の
徹
底
し

九
新

体
制
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

即

ち
、

囗
文

事
変
巾
は
、
軍
需
品
へ
の
転
換
と
、
代
川
品
と
し

て
の
飛
要
も
あ
り
、

乂
満

洲
方

面
へ
の
開
示
（

生
産
、
販
元
万
川
面
）
も
あ
っ

て
、

ま
だ
深

刻
な
変
化
は
見

ら
れ
な
か
っ

た
が
、

大
平

洋
戦
争
に
突
入
す

る
と
同
時
に
袖
山
は
殆
ん

ど
中

絶
す

る
こ
と
と
な
り

、
桧
山
依
存
度
の
高
か
っ
九
業
界
は
、

い
ま
だ
、

か
つ
て
経
験
せ
ざ
る
き

び
し
い
試
錬
壱
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

も
っ

と
も
業
界

の
巾

で
も
、

軍

高
に
っ

な
が
る
電

磁
器
、

工

業
川
品
、

理
化
学
用
陶
磁

俗
等
は
、

生
産
の
愆
減
退
け

Ｉ
応
ま

ぬ
が
れ

た
が
、

一
般
民
需
品
特
に
囗
川
食

器
、
茶
作

道
川
品
、
工
芸
品

は
、
凡

ゆ
る
方
面

よ
いソ
の
統
制
、
制
限
を
蒙
り
、
徹
底
的
打
撃
を
受
け

た
。

昭
和
十
七
年

一
月
面

工
次

官
通

牒
「

陶
磁
石
工
見

誤
㈲
要
綱
」
に
拮
き
、

一
合
同
基
準
を
年
産
二
〇
万
円
以
上

の
単
位

に
壑
偸
さ
れ
る
こ
と
に
な
０

、

企
業
言

偸
前

に
は

全
国

約
八
千

五
百

の
陶
磁
前
工
業

者
（

日
陶
辿
調
査
）

が
昭
和
十
九
年
三
月

の
絡
備
後
に
は
、
二
千
三

白
と
な
０
、
家
内
工
業
、

小
工
業
は
殆
ん
ど
業
界
よ
り
姿
を
消
し

て

い
っ
た
。
（

昭
和
産
奈
史
―
東
洋

経
済
新
報
阡
）

匸

匸
二



二

一
五

匸
一
四

十

九
年

三
月

に
は
囗
陶
辿
は
奈
川

出
叩
比
不

統
制
組
合
（

全
陶
統
）

に
帽
成
替
え

を
行
い
、
川
家

統
制
の
強
化
に
順
応
し

て
い
っ
た
。

業
界

の
統

剣
機

関
の
帽
成
は
っ

ぎ
の

よ
う
で
あ
る
。

’
―

久
に地
区
別
陶
言
広
統
細
帽
☆

言 了卜（ 他陶 統 ）

－
・１
日
木

生
活
川
帥
言
匹
圧
給
統
副
公
社

（
日
川
食
石

を
訖
と
す

る
心
活
川
陶
磁
器
の
疣
給

統
剛
機
関
）

－圉

１
－

桜川
　
　

―
－

囗

本

工

業

陶

砠

器

配

給

統

制

公

社

片
に

（
工
泉
川

陶
磁
言
の
配
給
統
制
賎
閃
）

こ
の
よ
う
な
状
態
に
お
い
て
、
各
地
で
は
一
応
増
産
丹
山

に
基
く
生

産
増
強
に
努
力

が
払

わ
れ

た
が
、

空
襲
の
激
化
、

燃
料

の
不
足

等
に
よ
０

焼
成
に
も
支

障
壱
生
じ
、

二
十
年
に
は
陶
茶

地
の
戦
災
壱
受
け
る
も
の
相
っ

ぎ
、
砠
韭

の
事

態
の
巾
に
終
戦

を
迎
え

た
。

終
戦
時
は
前
砲
機
関
も
全
く
混
乱
に

往
古

こ
ま
れ
、

解
体
、

新
形

態
移
行
の

何
れ
と
も
き
ま
ら
ぬ
ま
ま
に
全
く
の
圧

脱
状
態
に
お
か
れ
た
。

二
十

一
年

一
月
、
漸

く
、
尺
土

的
業

界
団

体
と
し
て
、
日
本
陶
磁
器
工
業
協
議
会

が
結
成
さ
れ
、
同
三
月

今
陶
続
け
解
散
し

て
、
陶
磁
石
工

業
の
統
制
は
終
結
し
た
。

乂
、
佐
出
貿
易

は
囗
本
陶

磁
器
交
易

株
式
会
礼

よ
り

貿
易

公
団

が
受
け
っ
い
だ

が
、

こ
の
公
団
は
に
業
祐
助
政

策
の
目
的
で
設
立
し

た
も
の
で
、
買
上

げ
全
部
政
府

が
行

っ
て
い

た
。

二
十
二
年
五
月
に
は
政
府
冗
易
代
行
指
定
機
関
と
し
て
鉈
丁
品
貿
易
公
団

が
設

立
さ
れ
、
日
本

貿
易
公
団

は
閉

鎖
機

関
に
指
定
さ
れ
た
。

つ
い
で
同
年
八
月

、
制
限
付
の
民
開
門
易

が
白
川
さ
れ
た
の
で
、
貿
易
公
団
の

使
命
は

一
応
終
っ

だ
も
の
と
い
え
る
。

昭
和
二
十

三
年
、

経
済
団

体
の
動
き
も
活
発
と
な
０

、
陶
業
協
会
を
拡
人
し
て
輸
出
に
力
を
い
れ
る
こ
と
と
し
、
同
年
八
月
、

円
本

陶
業
迂

閣
に
組
織
朴

え
さ
れ
た
。

乂
、
二
十
四
年
七
月
三
十
日
、
業
界
要

望
の
首
廃
・
しに
辻
動
が
認
め
ら
れ
て
、

国
内
川

金
陶
磁
器
製
品

の
価

格
統
制
廃

止
が
実
施
さ
れ
、
九
年
の
長
期
に
亘
っ
だ
陶
磁
谷

公

定
価
格
は
終
了
し

た
。

な
お
、
当
時
ま
で
に
設
立

さ
れ

た
②

の
公
示
年
月

は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

工
　

和
　

食
　

⑤
　
頸
（

硬
質
）
　
　
　
　

昭

和

十

五

年
　

一
　
月

２
　

夕

イ

ル

３４

術
　

生
　

陶
　

器

食
　
　

器
　
　

類
（

陶
磁

⑤
）

５

碍

子

///ノ/ ／/ ／

十

五

年

卜

二
月

十

六

年
　
三
　
月

十

六

年
十

一

月

十

八

年

昭
和
二
十

五
年
頃

に
は
、
内
外
五
要
激

減
の
た
め
滞
貨
累
積
、

出
に肌
経
営
を
続
け
、

。一
時
不
況

と
な

っ
た
が
、

後
半

期
に
は
海
付
言
要
漸
増
し
、
不
況
を
脱
し

た
。

二
十

八
－

九
年
は
、
内
需
外

言
と
ち
活
況

壱
呈
し
、

特
に
二
十
九
牛
は
陶
磁
器
生
産
額
二

五
二
億
円
、

輸
出
額

一
五
七
億
円
に
上
伸
し
た
。

三
十
二
年

後
半

期
に
は
、
国
際
収
六

忠
化
、
金
融
引
締
、
袖
山
不
振

等
、
悪
条
件
累
積
し
不
況

と
だ
っ
た
が
、

三
十
三
年
、
国
際
収
支
は
好
転
し
、
冉

び
活
況

壱
と
０

も

ど
し
た
。
同

年
度
、
窯
業
協
会

誌
に
よ
る
生

産
状
況

及
び
輪
山
状
況
は
次
表
の
通
り
で
あ

る
。

頤

頻

飲
　
　

食
　
　

器

玩
　

具
、
置
　

物

タ
　
　

イ
　
　

ル

術
　

乍
　

陶
　
器

電
　
　

賍
　
　

器

工
　

業
　
川
　

品

川

化

学

川

品

七
　
　

の
　
　

他

介
　
　
　
　
　

計

生
　

蛮
　

順

一

七

、
〇

五

六
（
百

万

円

）

四

、
七

七

四

五

、
五

九

九

二

、
五

三

四

六

、
四

二

八

六
四

八

二

五

五

九

〇

一

三

八

、
▽
几
五

百
早
刀
円

生

産

比

率

四

四

、
七

万

匸

二

五

一
四

、
七

六

、
六

匸
（

、
八

一

、
七

〇
二
（

二

、
四

一
〇

〇
％

愉
　

川
　

額

三

八

、
三

三

四
（
千

ド

ル
）

一

八

、
一

八

二

七

、
〇

三

七

九

四

〇

六

、
六

七

五

そ
の
他

八
七
三

桧

山

比

率

五
三

、
二

万

二

五

、
二

九

、
八

一

、
三

九

、
三

-

- . － . -

七
二

、〇
四
一
千

ド
ル
　
　

ー
○
○
％



匸
一
六

第
　

二
　

節
　
　

京

都

陶

磁

器

業

界

の

概

要

第
　

一
　
項
　
　

支
　

那
　

事
　

変
　

頃
　

ま
　

で

欧
州
大
戦
以
来
、
小
康
を
続
け

て
き
た
京
都

の
業
界

は
、

昭
和
に
入
０

忽
ち
世
界
恐
慌
と
国

内
不
況
の
波
に
も
ま
れ
、

本
格
的
立
直
り
お
で

き
な
い
う
ち
に
再

び
戦
時

統

制
の
苦
難
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
京

焼
業
界

に
と
っ
て
も
試
錬
の
世
代
と
い
う

べ
き
で

あ
ろ
う
。

人
正
中
期
後
か
ら
昭
和
初
期
に

亘
っ

て
の
人
不
況

は
、

吝
地
ぼ
に
も
深
刻
な
波
紋
を
及

ぼ
し
た

が
、

量
産
の
日
古

地
区

の
記
録
で
は
磁
匹
で
、
盖
付
飯
茶
碗
二
十

五
銭
、

徳
利
十
六
銭
、
盃
七
銭
を
記
録
し
、
非
常
な
安
値
で
、
妻
、

丱
、
工

員
と
も
午
後
十
時
、
十
一
時
と
い
っ
た
深
夜
労
働

が
続
き
、

乂
十
年
以
上
の
経
験
を
持
つ

ロ
ク
ロ
エ

や

川
忖
工
で
さ
え
も
日
給
一
～
二
円

と
い
う
低
所
得
で
あ
っ
た
。

こ
の
問
昭
和
四
年
と
、
不
況
の

ど
ん
底
と

な
っ

た
同
六
年

を
比
餃
す

る
と
、
全
国
生
産
額

で
三
割
の
低
下
、
輸
出
は

五
割

減
と
な
っ
た
。

府
下
陶
磁
器
生
産
額
は
四
年

の

四
五
〇
万
円

は
、
六
年
に
は
三
四
〇
万

円
と

な
り
、
二

割
五
分
の
低
下

と
な
っ
て
い
る
が
、

中
で
も
高
級
品
の
減
退

が
い
ち

じ
る
し

い
。

然
し
六
年
を
底
と
し
て
同
年
末

の

金
楠
出
解
禁
以
来

財
界
も
好
転
し
、
再

び
上
昇
を
見
、
同
十
二
年

に
は
九
回
五
万
円

近
く
に
上

っ
た
が
、

た
ま

た
ま
日
支
事
変

が
勃

発
し

て
遂
次
不
況
の
年
代
に
入
る
の
で

あ

る
。

昭
和
十
三
年

の
府
下

陶
磁
前
生
産
額

は
七
八
七
万

円
で

全
国
比
で
八
・

九
％

を
し

め
し

て
お
り

、
主
要
生
産
種
類
毎

の
比
率
を
見

る
と
次
の
如

く
で
あ
っ
た
。

碍
　
　
　
　
　

千
　
　
　
　
　
　

三

耳
（

万
円
　
　
　
　
　
　

二

二

六
％

工
　

哭
　

用
　

品
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　

九
、

一
名

玩
　
　
　
　
　

具
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　一
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　

四
、
一
％

家
具

及

装

篩

品
　
　
　
　
　
　
　

七
二
万

円
　
　
　
　
　
　
　

六
、
〇
％

食
　
　
　
　
　

⑤
　
　
　
　
　
　
　

匸
一
九
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　

三
、

三
％

そ
　
　

の
　
　

他
　
　
　
　
　
　
　

九
六
万
円
　
　
　
　
　
　
　

六
、
七
％

こ
の
生
産
額
の
半
ば
は
、

松
瓜
工

場
の
碍
子
、

高
山
耕
山
工
場

の
化
学
用
妬

器
の
生
産
で
あ
り
、

一
般
京
焼
と
し
て
は
三

五
〇
万
円
で

あ
る
。
（
以
上

陶
磁
器
哭

と
そ
の

従
事
者
に
閇
す
る
調
査
、
昭
和
十
元
年
京
都
巾
調
）

註
、
昭
和
八
年
頃

よ
り
は
、
佰
・
誚
方
面
の
付
設
旅
館
、
料

理
店
の
急
増

に
よ
り
割

況
食
器

の
需
要
が
急
激
に
増
加

し
、
爾
来
、
日
支
事
変
宜
で

は
、
京
焼
割
烹
食
器
特
に
砠
器
哭
者

は
活
況

を

呈
し
て

い
る
。

こ
れ

が
、

い

わ

け
、

戦

前

の

よ

き

時
代

を

静

態

的

に

と

ら

え

た

も

の

と

い
う

こ

と

が
で

き

よ

う

。

第
　

二
　

項
　

戦

時

統

制

下

の

業

界

昭
和

十

二

年

、

目
支

事

変

前

の

業

界

は
、

昭
和

初

期

以

来

の
不

況

を

克
服

し

て

、

圈

く

京

都

の

業

界

に

も

明

る

い

ひ

ざ

し

が
見

え

て

き

た

が
、

事

変

の

進

展

に

よ
０

一
転

し

て
戦

時

統

制

色

に
塗

り

か

え

ら

れ

る

こ

と

と

な

匸

气

そ

れ

ま

で

高

級

品

を

も

っ

て

生

き

て

き

た
業

界

に
と

っ

て

は
、

根

本

的

な

大

き

な

打

撃

と

な
っ

た

。

も
っ

と

も

、

事

変

の
当

初

は
京

焼

も

活
況

壱

呈

し

て

い

た

が
、

こ
れ

は
、

イ
　

今

属

製

品

欠

乏

に
伴

う

陶

磁
石

製

品

の

企

属
代

川

品

と

し

て

の

進

出

。

口ノ 丶
一

一

軍
部
関
嬋

朧
要
の
増
加
。

吝
地
平

需
工
業
の
殷
賑

に
伴

う
聯
買
力
の
増
加
。

円

ブ
ロ
ッ
ク
内
に

お
け

る
生

産
中

止
地
域

の
拡
人

及
び
需
用
地
川
拓
に
伴
う
需
用
増
加
。

を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。

事
変
の
拡
大
と
共
に
、
戦
特
統
制

が
強
化

さ
れ
、
昭

和
十
四
年

九
月

物
価
停
止
令
、

翌
十
五
年
七
月
の
浙
し
品
禁

止
令

に
よ
り
、

咼
級
品
の
生
産
壱
上
体
と
す

る
業
界

の

打
撃
は
大
き
く
、
更
に
こ
れ

に
か

わ
る
公

定
価

格
の
未

決
定
か
ら
、
問
屋
の
収
引
も
手
控
え
と
な
り
、
市
況

は
極
端

に
不

振
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
京
都
陶
磁
器
工

業
組
合
で
も
将
来
の
見
通
し
の

た
た
な
い

ま
ま
、
京

焼
卸
㈲
業

組
合

と
辿
け
い
し

て
、

共
同
尚
売
制
を
実
施
す

る
な

ど
し

て
、

当
面

を
糊
塗
す

る
状
態
で
あ
っ
た
。

〔
余
　

録
　
1
4
〕

生
産
及

び
価
格
統
制
時
代
の
は
な
し

「
精
神
修
養
的
茶
道
具
は
差
支
え
な
い
」

二

一
七



二

万

昭
和
十
二
年
、
生

産
統
制

に
入

る
こ
と
と
な
り
、
乂
茶
辻
川
品
の
生
産
統
制
に
は
京
焼
柴
界

は
非
常

に
狼
狛
し

た
。

急
告
よ
、

囗
陶
聯
に
代
表
を
派
遣
し
て
、
当
時
の

鈴
木
委
員
長
と
交
渉
、
談
判
の
結
果
、
「
精
神
修
養
的
茶

道
具

な
ら
差
支
え

な
か
ろ

う
」

と
の
決
定
で
あ
っ
た
。

五
万

円
の
抹
茶
恰
も
精
神
修
養
的
で

あ
０

五
十

銭
の
煎

茶
碗
も
同

じ
で
あ
っ

て
、
全
茶
道
品

が
統
制
外
と
も
判
断
出
来
、

赧
に
あ
い
ま
い
な
決
定
で
あ
っ
た
。

【
抹
茶
碗
は

】
ケ
ハ
銭
か
ら
二
十
五
円
」

協
定
販
売
価
格
は
二
年

問
に
百
匸
り
交
渉
の
結
果
、
一
級
か
ら
十
五
級
ま
で
の
決
定

か
お
り
、

髞
低
価

の
約

言
ｙ
囗
十
二
倍
加
最
鳥
佰
で
、
そ
の
聞
に
十
五
役
界

が
あ
っ
た

の
が
協
定
販
売
価
格
で
あ
っ
た
。

「
茶
碗

は
圧

量
で
価

格
を
決
定
せ
よ
」

協
定
価
決
定

の
際

は
、
立
見

が
一
致
せ
ず
、

和
当
な
時
間
を

斐
し
、
業
を
に

や
し

た
一
委
貝

は
「
目
方

了
決
定
せ
よ
」

と
常

々
（
？

）
ご
意
見
を
述

べ
た
と
い
う
。

産

業

報

国

会

の

結

成

つ
い
で
新
体
制
迎
動
は
生

産
組
織
面

に
も
及

ぶ
こ
と
と
な
０
、

欠
に
産
業
界

に
相

つ
い
で
産
業
報
胴
会

が
結
成
さ
れ
、

業
界
七
十

五
年
九
月
木

壱
も
っ
て
京
都
陶
磁
琳
工
業

組
合
傘
下
団
体
十
六
組
合
は
解

肢
し
、
京
都

陶
磁
匹

産
業
報
川
会
加
糾
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ

の
会

の
細
織
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

京
都
陶
磁
器
産
業
報
国
介
長

同第

一

副
会
長

皮
　

部
　

（

五
条

）

浅
　

見
　

五
　

郎
　

助
　
（

京
都
陶
磁
器
工
業
組
合

理
事
長
）

生
　
　
水
　
　

鐺
　
　
に
に

第

=･･J

一 一一

支

部

第
　
三
　
支
　
部
　
（
泉
加
寺
）

第
　
五
　
支
　
部
　
（
人
形
部
）

第
　
七
　
支
　
部
　
（
絵
付
部
）

桀
　
九
　
皮
　
部
　
（
焼
成
、
木
割
部
）

陶

磁

器

工

業

整

備

要

項

第

四

文

部

第

六

支

部

第

八

支

部

第

十

支

部

（
日

古

町
）

（
電

磁
器

部
）

（

貿

易

品

部

）

（
陶

上

、

釉

薬

部

）

（
其

惱

）

つ
い
で

翌
十
六
年
十
一
月
に
至
り
、

陶
磁
製
品
の
氷
山
生
産
と
公
定
価
格
品
共
同
販
売
制
度
の
蜷
備
に
閇
し
、
肉
丁
次
官
通
隍
が
允
サ
ヤ
几
、

崕
に
十
七
年
一
月
に
は

「

燃
料

の
激
減
、

輸
出
の
杜
絶
等
に
対
処
し
、

時
局

の
要

砧
に
即
ん
し
て
資
材
及
需
給
の
川
蜷

に
資
す

る
為
」

㈹
磁

腸
工
夫

の
惟
備

に
閇
す
る
次
官
通
牒
が
発
せ
ら
れ
、
時

局
の
波

に
の
る
も
の
の
外

は
す

べ
て
減
産
を
ま

ぬ
が
れ

な
い
こ

と
と

な
っ
た
。

こ
の
蜷
伺
要
項
に

基
い
て
結
成

さ
れ
た
京
都
府
陶
磁
炎
工
業

整
備
委
員
会
で
は
六
月
二
十
日
当
局
の
認
可
を
得
て

格
術
要
項
案

を
允
表

し
た
。

こ
の
要
用
案

に
よ
る
と
製

品
の
品
種
別
又
は
業
種
別
に
そ
れ

ぞ
れ
企
業
休
を
鎬

理
統
合
す

る
こ

と
と
し
、

そ
の
企
某
合
同

の
形

能
は
原

則
と
し

て
有
限
会
社
又
は
株
式
会
社

に
よ
る
資
本
合
同

体
を
組

織
す

る
こ

と
と

な
り
、

昭
和
十
七
年
末
、

京
都
陶
磁
器
工

業
組
合
に

よ
る
企
業
渋
備
方

針
が
決
定
し

た
。

企

業

整

備

に

よ

る

統

合

形

態

Ｉ
　

有
限
会

社
又
は
株
式
会
社
に
よ

る
合
同
、

約
六
〇
会
社
（

京
都
陶
磁
器
工

業
組
合
よ
り

編
入
し
た
も
の
約
四

五
○

鵈
）

２
　

小
組
合
設
立
（
組
合

よ
り

の
帽
入
約
七
〇
翕
）

３
　

特
定
又
は
特
殊
の
事
情
に
よ
０

統
合

の
対
象

と
す

る
を
辿
当
な
ら
ず
と
し
て
特
別

に
残
存
を

認
め
ら
る
る
者
（

組
〈
卜
の
内
約
六
〇

名
）

４
　

転
廃
業
者
　
　

約

匸
一
〇
翕
　
　
　
　
　
　
　
　

計
　
　

約
じ
○

○
名

翌
十
八
年
二
月
に
は
企
業
蜷
愉
は

二
心
そ
の
体
制

を
整
元
、

組
合

員
七
〇
四
名
中

の
二

割
に
当
る

Ｔ
八
四

翕
の
破
格
理
者
今
除
い
て

株
式
会
社

一
四
、

合
資
会
礼
一
、
有

限
会
社
四
〇
、
他

に
小

組
合
八
、

計
六
三
の
企
泉
休
に
蜷
愉
統
合

さ
れ
て
い

る
。

こ
の
問
美
術
品
作
家
を

除
き
（
矢
術
品

作
家

は
別

に
決
定
）ノ
年
窯
又
は

資
窯
を
中

心
と
し
て
業
者
壱

統
合
し

た
。

例
号
は
川
占

地
区

で
は
、
七
〇
余
人
が

コ

一
の
見
毎

に

結
集
さ
れ
た
。

電

磁
器
の
製
造
業

者
も
松
風
工

業
（

京
都
で
は
同
社
の
み
で
、

奈
川
で
は
日
本
碍
了
、
大

阪
陶
業
、
古

ぼ
け
、

日
立
が
統（

目
上
０

除
外
さ
れ
た
し
　

今
除
き

Ｉ
ヶ
年

生
よ

実
績
二
〇
万
円
以

上
を
目
標
と
し
て
企
業
合
同
（
会
社

組
織
）
を
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し

て
企
業

整
備
は
す
す
め
ら
れ
て
い
っ
た
が
、

そ
の
運
営
は
統
制
経
済
の
通
弊
と
し
て
、

工
具
紅
合
傘
下

に
あ
っ

て
も
合
同

後
の
運
営
面
に
拘
泥
し
、

生
産

面

に
お
い
て
は
低
下

を
ま
ぬ
が
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。

又
十
五
年
の
會
侈
品
禁
止
令
以
後
の
影
糾
は
、

京
都

の
美
術
工
芸
品
に

お
い
て
特

に
い
ち

ぢ
る
し

く
、

生
示

実
績
は
企
面
禁
止
に
等
し
い
七
五
万

の

減
産
、
生

産
価

格
も

六
八
万
円

を
認
め
ら

れ
た
に
過

ぎ
ず
、

辛
う
じ
て
営
業
を
続
け
た
と
い
わ
れ

る
。

二

元



二

言

こ
の
開
京
都

陶
磁
器
工
業
組
合
で
は
、
京
都

府
当
局
の
指
導
の
下

に
地
元
業
界
の
特
殊
性
を
陳
情
し
、

よ
う

や
く

そ
の
希
望
の
一
部
加
達
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。

昭
和
十
七
年
三
月
頃
か
ら
、

燃
料
資
源
の
不
足
か
ら
松
割
本
の

全
面
的
逼
迫
と
な
り
、
組
合
で
は

窯
元

の
焼
成
回

数
を
半

減
し
、
月

一
問
程
度
の
火
入
れ
と
な
り
生

産
も

急
激
に
低
下
し

か
。

以
上
の
よ
う
な
、

企
泉
賠
備
の
見
通
し

困
難
と
燃
料
の
不
足
は
、
擺
に
業
者
の
心
理
的
動
揺
を
招
来
し
、
計
川
生

産
量
に
も
遠
く
及
ば
ぬ
生

産
状
況
三

な
っ
た
。
（
京
都

経
済
月
報
、
昭
和
一
七
、
四
、
一
五
）

配
　

給
　
機
　

構
　

の
　

整
　

備

陶
磁
器
工
業

の

整
備
と

共
に
、

配

給
機
視

の

整
偸
も

進
捗
し
、

産
地
元

卸
商
業

組
合

の
結
成
と
、

地
方
卸
面

業
組
合
で
あ

る

近
没

陶
磁
器
卸
面
業

組
合

が

設
立

さ
れ

た
。

近
畿
陶
磁
谷
卸
商
業

組
合
京
都
支
部

京

都

陶

磁

器

元

卸

商

業

組

合

恆
　

木
　

金

（

払
込

金
）

八

、
〇

〇

〇

円

（

二

、
〇

〇
〇

円
）

二

元

、
○

○

○

円

売
　

業
　

界
　

の
　

整
　

備

設

立

年

月

日

一
七

、
二

、
一

七

一

八

、
二

、

四

乍

備

基

準

法

令

二
（

、
七
、
五
　

㈹
砠
⑤
配
給
饑
構
言
備

に
閇
す
る
件

京
都
陶
磁
器
小
売
面

業

組
合
で

も
前
二
者

と
杼
ん
し

て
配

綺
機
俳
の
位
脱
が
急
が
れ
、

昭
和
十
七
半
七
月
、
京
都

府
小
光
炎

整
脱
言
項
に
よ
き
、

糾
合
員
の
企
業
位
備
の

迅

速
且
つ
円
滑
な
実
施
を
企
図
す

る
組
合

化
炎
幣
脱
委

員
分

設
万

言
項
が
決
定
さ
れ
、

十
八
年
三
月

、
物
資
配
綺
の
円
計

適
正

化
と
緊
要

部
門

に
対

す
る
労
務
供
出
の
態
勢

が
一
応

整
備
さ
れ

た
。
こ
の
小
売

組
合

員
に
対

す
る
配

給
実
施
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
（
京
都
経
済
月

報
参
考
）

昭
和
十
七
年
十
月
か
ら
十
八
年
三
月

に
ず
る
近
畿
二

府
四

県
に
対
す
る
陶
磁
器
配
給
割
当
額

飲
　
　

食
　
　

⑤
　
　
　
　
　
　
　
　

二
、
六
〇
八
、

六
一
四
円

雜
　
　
　
　
　

品
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

九
一
、
四
七
五
円

火
　
　
　
　
　

鉢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兀

兀
六
、
九

九
四
円

合
　
　
　
　
　

計
　
　
　
　
　
　
　
　

三
、
八

五
七
、
〇

八
三
円

右
の
中
、
京
都
府

】
ヶ
月

割
当
額

内
　

訳

配
給
を
受
く
る
人
貝

京
　

袮
　

市

川
　
　
　

部

九
六

、
四

二
一
円

六

六
、
四

九
〇
円
（
七
〇
％

）

二

九
、

九
三
〇
円

（
三
〇
％

）

且

二
〇
名

註
、
こ

れ
に
よ
る
と
一
ヶ
月
一
細
合
員
平
均
配
給
割
当
額
は

匸
一
七
円
余

と
な
る
が
陶
磁
器

の
み
の
専
業
者
は
少

な
く
、
又
従
米
の

ス
ト
ッ

ク
品
は
☆
ま
れ
て

卜
な

卜
の
で

、
一
組
介
輿
当
り
の

商
内
府
は
こ
れ
を
上
廻

る
。

貿
　

易
　

業
　

界
　

の
　

整
　

備

貿

易

業

及

び

直

技

貿
易

の

製

造

業

者

は

従

来

は

人

阪

の
日

本

陶

磁
器

輪

出

組

合

員

で

あ

っ

た

が
、

吉

言

に

述

べ
た

よ

う

に

、

日

本

陶

磁
言

交

易

株

式
会

社

（

名

古
に至
に

本

社
）

が
設

立

さ

れ
、

京
都

、

有

川

に

各

支

社

加

設

毆

さ

れ

（

京

都

は

五

条

但

東

四

丁

目

に
）

京
都

支

社

長

と

し

て

一
色

伝

三

郎

が
就

任

、

京

都

か

ら

の
輸

出

品

は

す

べ
て

こ

こ

を
経

て

袖

出

さ
れ

る

こ

と

に

な

っ

た
。

こ

の

時

に

決

定

せ

ら

れ

た
京

都

の
統

制

桧

出

割

当

額

は
月

、

六
万

円

（

年
間

七

十

二
万

円

）

で

あ
０

、

こ

れ

は

従

来

の
京

都

の
輪

出
実

積

か

ら

算

出

さ

れ

た

も

の

で

あ

っ

た

。

こ

の
よ

う

に
し

て

、

支

那
事

変

よ

り
人

塵
石

牧

争

と

、

戦

局

は

益

々

廿

烈

と

な

り

日

家

総

力

を

挙

げ
て

決

敬

態

勢

に

∧
０

、

昭

和

十

七

年

以

降

に

は

、

戦

時

特

有

の

所

産

か
お

り

、

乂

艱

難

の
時

代

を

生

き

ぬ

く

た

め

の

辿

応

休

制

を

考

案

し

、

あ

る

い

は

思

い

き
っ

だ
処

断

に

ふ
み

き

る

な

ど

、

こ

れ

ら

の

必

死

の

生

活

記

録

は

容

易

に
忘

れ

る

こ

と

の

で

き

な

い

囗
本

の
記

録

で

あ
り

、

京

都
業

界

の

歴

史

で

あ

る

。

断
八

的

に

こ

れ

ら

の

主

な

も

の
を

記

録

す

る

こ
と

と

す

る
。

１
　

生

産

品

の

移

行

業

界

は

統

制

経

済

の

進

捗

と

、

戦

争

の
苛

烈

と

な

る

に

と

も

な

い

、

日

川

食
器

は

規

格

の

統

『

単

純

化

と

な
り

、

美
術

丁

芸

品

製

造

は
工

業

川

品

、

毟

磁
石

、

理

化

学

川

品

、

建

築

用

品

、

金

属

代

替

品

の

生

産
え

と

移
行

し

て

い

っ

た
。

例

え

ば

十

七

年

末

に

は

京

都

府

の

生
産

指

令

に

よ

り
燃

料

の

特

別
配

給

を
受

け

て

、

金

属

火

鉢

の
回

収

代

打

品

と

し

て

の

火

鉢

の

生

産

、

金

属

製

仏

具

の

代

打

品

と

し

て

陶
製

仏

具

、

上

鍋

の

製

作

か

ら

十

八

年

、

十

九

年

頃

に

は

航

空
川

燃

焼

竹

の
試

作
、

賞

牌

、

メ
ダ

ル
、

ガ

ス

バ

ー
ナ

ー
、

但

の
擬
工

珠

等

に

ま
で

及

び
、

鉄

の
且

鉈
石

を
汳

焼
し

て

製

鉄

所

に

送

る

等

の

作

業

も

行

わ

れ

た

。

匸
一
一



二

石

こ

の
問
京
都

陶
磁
器
工
業
組
合
で
は
、
京
都
府
当
局
の
指
導

の
下

に
地
元
業
界

の
特
殊

性
を
陳
情
し
、
よ
う

や
く
そ
の
希
望

の
一
部
加
佐
せ

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
十
七
年
三
月
頃
か

ら
、

燃
料

資
源

の
不

足
か
ら
松

割
木
の
全
面
的
逼

迫
と
な
り
、
組
合
で
は
次
元
の
焼
成
川
数
を
半
減
し
、
月

｝
回
程

度
の
火
入

れ
と
な
０

生

産
礼

急
激
に
低
下
し
た
。

以
上

の
よ
う
な
、

企
哭
泣
備

の
見
通
し
困

難
と
燃

料
の
不
足
は
、
更

に
業
者
の
心
理
的
動
揺
を
招
来
し
、
計
川
生
産
量
に
も
遠
く
及

ば
ぬ
生
産
状
況
と
な
っ

た
。
（

京
都

経
済
月
報
、
昭
和
一
七
、
四
、

コ
五
）

配
　

給
　

機
　

構
　
の
　

整
　
備

陶
磁
器
工

業
の

整
備
と

共

に
、

配

給
機
根
の

整
備
も

進
捗
し
、

産
地
元

卸
商
業
組
合
の
結
成
と
、

地
方

卸
内
哭

組
合
で
あ
る

近

畿
陶
磁
谷
卸
商
業
組
合

が

設
立
さ
れ

た
。

近
後
陶

磁
器
知
商
業
糾
介
京
祁
支
部

京

都

陶

磁

器

元

卸

商

業

紅

介

」

資
　

木
　

金
（

払

込

金

）

八

、
〇

〇
〇

円

つ

Ｉ
、
〇

〇

〇

円

）

一

三

九

、
〇

〇

〇

円

売
　

業
　

界
　

の
　

整
　

備

設

立

年

月

日

一

七

、
二

、
一
七

匸
八
、
二

、

四

銷

備

基

唯

法

令

コ
（

、
七
、五
　

陶

磁
芥
配
給
機
楷
聯
備

に
関
す

る
件

京
都

陶
磁
器
小

売
商
業
組
合
で
も
前
二
者
と
呼
応
し
て
配
給
機
視

の
框
備

が
急

が
れ
、

昭
和
十
七

年
七
月

、
京
都
府
小
大
泉
水
蛸
要
項
に
よ
き
、
組
合
八

の
企
業
水
偸
の

迅

速
且

つ
円

滑
な
実

施
壱
企
図

す
る
組
合

歙
泉
水
偸
委
且
会
設
八
要
項

が
決
定
さ
れ
、

十
八
年
三
月
、
物

資
配

給
の
円

滑
辿
正
化
と
緊
要
部
門
に
対
す

る
労
務
供
出

の
態
勢

が
一
応

整
備

さ
れ
た
。

こ
の
小

売
組
合
員
に
対
す
る
配
給
実
施

は
次

の
と
お
り

で
あ
っ
た
（

京
都
経
済
月

報
参
考
）

昭
和
十
七

年
十
月

か
ら
十

八
年
三
月

に
至
る
近
畿
二
府
四
県

に
対
す

る
陶
磁
器
配

給
割

当
額

飲
　
　

食
　
　

⑤
　
　
　
　
　
　
　
　

二

、
六
〇
八
、
六
一
四
円

雜
　
　
　
　
　

品
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
九
一
、
四
七

五
円

火
　
　
　
　
　

鉢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
五
六
、
九
九
四
円

合
　
　
　
　
　

計
　
　
　
　
　
　
　
　

三
、
八
五
七
、
〇
八
三
円

右

の

申

、

京

都

府

】
ケ
月

割

当
額
　
　
　
　
　

九

六

、
四

二

一
円

内
　

訳
　
　
　

京
　

都
　

市
　
　
　

六

六

、

四

九

〇

円

（
七

〇
％

）

郡
　
　
　

部
　
　
　

二

九

、

九

三

〇

円

つ
二
〇
％

）

配

給

を
受

く

る
人

員
　
　
　
　
　
　

百

二
〇

名

註
、
こ
れ
に
よ
る
と
一
ヶ
月
一
組
合
牡
平
均
・
肥
給
割

当
額

は

匸
一
七
円
余
と
な
る
が
陶
磁
器
の
み
の
専
業
者

は
少

な
く
。
乂
従
来

の
ス
ト
ッ

ク
品

は
☆

ま
れ
て

卜
な

卜
の
で
、
一
糾
合
員

当
り
の

商
内
鳥

は
こ
れ
を
上
迴
る
。

貿
　

易
　

業
　

界
　

の
　

整
　

備

貿
易

業

及

び
直

接

貿
易

の

製

造

業

者

は

従

来

は

人

阪

の

日

本

陶

磁
器

輪

出

組

合

員

で

あ
っ

た

が
、

さ

き

に

述

べ
た

よ

う

に

、

日

本

陶

磁
石

交

易

株

式
会

社

（

名
ト
ロ
呆

に

本

社

）

が
設

立

さ
れ

、

京

都

、

有
田

に

各

支

社

が
設

問

さ

れ

（

京

都

は

五

条

但

東

四

丁

目

に
）

京
都

支

社

長

と

し

て

一

色

伝

三

郎

が
就

任

、

京
都

か

ら

の
輸

出
品

は

す

べ
て

こ

こ

を
経

て

袖

出

さ

れ

る

こ

と

に

な

っ

た

。

こ

の

時

に

決

定

せ

ら

れ

た
京

都

の
統

制

輸

出

割

当

額

は
月

、

六
万

円

（

年

開

七

十

二

万

円

）

で

あ
０

、

こ

れ

は

従
来

の

京

都

の

佐

出

実
積

か

ら

算
出

さ

れ

た

も

の

で

あ

っ

た

。

こ

の

よ

う

に
し

て
、

支

那

事

変

よ
０

人
平

服

戦

争

と

、

戦

局

は

益

々
…叮
烈

と

な
り

国

家

総

力

を

挙

げ

て

決

敬

態

勢

に

入

り

、

昭
和

十

七

乍
以

降

に

は

、

特

時

特

有

の

所

産

か

お
り

、

乂

艱

難

の

時

代

を

生

き

ぬ
く

た
め

の
辿

応

体

制

を

考

案

し

、

あ

る

い

は

思

い

き

っ

だ

処

断

に

ふ

み

き

る
な

ど
、

こ
れ

ら

の

必
死

の

生

活

砲

録

は

容
易

に

忘

れ

る

こ

と

の
で

き

な

い

日

本

の

記

録

で

あ

いソ
、

京

都

業

界

の

ぽ
史

で

あ

る
。

断

八

的

に

こ

れ

ら

の

主

な

も

の

を
元

録

す

る

こ

と

と

す

る

。

１
　

生

産

品

の

移

行

業

界

は

統

制

経

済

の

進

捗

と

、

戦

争

の
苛

烈
と

な

る

に
と

も

な

い
、

日

川

食

器

は

規

格

の

統

一
、

単

純

化

と

な
０

、

矢

術
工

芸
品

製

造

は
工

業

川

品

、

電

磁

器

、

万

化

学

用

品

、

建

築

用

品

、

金

属

代

替

品

の

生

産
え

と

移

行

し

て

い

っ

た

。

例
え

ば

十

七

年

末

に
は

京

都

府

の

生

産

指

令

に

よ

り

燃

料

の

特

別
配

給

を
受

け

て

、

金

属

火

鉢

の

㈲
収

代

朴

品

と

し

て

の

火

鉢

の

生

産

、

金

属

製

仏

具

の

代

朴

品

と

し

て

陶
製

仏
具

、

土

鍋

の

製

作

か

ら

十

八

年

、

十

九

年

頃

に

は

航

空

用

燃

焼

竹

の

試

作

、

賞

牌

、

メ
ダ

ル
、

ガ

ス

バ

ー

ナ

ー
、

但

の

擬

余

珠

等

に

ま

で

及

び

、

鉄

の

言

鉱
石

を

仮

焼

し

て

製
鉄

所

に
送

る

等

の

作
業

も
行

わ

れ

た

。

匸

一
一



匸

匸
一

更

に

十

九

年

に
は

、

諳

金

属

の

不

足

が

甚

だ
し

く
貨

幣

の

鋳

造

に

も

事

欠

く

に
至

り

、

造

幣

局

で

は

、

陶

貨

製

遣

に

ふ

み

閇

る
こ

と

と

な
り

、

深
爪

の

国

立

陶

磁

言

試

験

所

が

そ

の

試

作

を

担

当
し

か
。

こ

の
た

め

同

所

は

各
地

の
原

料

に
っ

き

調

査

し

た

が
、

結

局

十

銭

陶

貨

は
有

川
、

五

銭

陶

貨

は

瀬

戸

で

、

一
銭

陶
貨

は
京

都

で

製

造

す

る

こ

と

と

な

り

、

山

科

の
砥

の
粉

用

粘

土

を

使

用

し
、

松

風

工

業

株

式

会

仕

三

ノ
鵑

工

俎

に
遣

幣

筒
出

張

所

加

役

跟

さ

れ
製

作

を

問

始

せ

ん

と

し

た

が
、

終

戦

占

な
り

遂

に
流

通

貨

幣

と

し

て

は

使

用

さ

れ

ず

に
終

っ
た

。

２
　

京

都

陶

磁

器
工

業

の
満

洲

移

駐

昭
和

十

七

年

末

頃

よ

り

、

朝

鮮

、

満

州

方

面

で

の
陶

磁

言

の
言

蒻

増
人

し

、

原

料

、

輸

送

関

係

と

と

も

に

現

地

の

原

料

を

使

川

し

て

製

陶

す

る

の
必

蒻

に

迫
ま

ら

れ
、

㈲

砠
器

産
業

の

一
部

移

駐

が
社

内

さ
れ

る

に
至

っ

た
。

京

都

の

業

界
で

は

こ

の

た

め

京

都

陶

磁

器

丁

業

組

合

（

理
生

長

浅

見

五

郎

助

）

が
主

唱

し

府

、

巾

、
白

丁

会

議

所

の

援

助

を

得

て

、

彼

の

地

に

、

一
部

業

者

と

施
設

を

移

し

て
、

京

焼

の
技

術

的
、

工

業

的

優

位

を

発

褌

し

、

第

二

京

焼

村

壱

造

る

べ
く

雄

大

な

計
皿

を

も

っ

て

昭

和

十

八

年

六

月

、

京

都

陶

磁

器

工

業

満

州

移

駐
調

査
団

を
派

迫

し

た

。註
ノ

調
査
団
の
編
成
は
京
郎
府
経
済
部
、
坂
円
ｙ匕
技
師
を
副
長
と
し
京
祁
市
工

町

川
勝
学
而
、
商
工
会
議
所
、
古
奥
川（
孚

、
陶

磁
器
工
業
組
合
よ
り
、
山
岸
長
松
、
巾
西
班
平
、
古
趾
萄

太
郎
、

福
田
松
平

、
稲
本
七
太
郎
、
加

藤
山
古

、
谷

川
怛
三
郎
で
西
付

栄
三
郎
等
が
参
加

し
た
。

コ

打
は

京

城

、

奉

天

、

新

京

、

吉

林

、
（

ル

ビ

ン
、

牡

丹

江

、

林

囗

、

晉

州

府

等

を

読

売

し

、

翌

十

九

年

東

満

州

、

林

囗
附

近

子

米
満

窯

業

会

社

壱

設

立

し

て

生

産

に

着

手

し

、

戦

時

下

の
満

州

国

経

済

建

設

に

寄
与

廿

ん

と

し

た

が
、

い

く

ば
く

も

な

く

終

戦

と

な
り

、

そ

の

意
図

も

空

し

く

た

っ

た

。

３
　

長

岡

町

の

開

窯

昭

和

六

年

、

浜

口

蝪

幸

内

閣

の

当

時

、

東

山

地

区

は
窯

煙

の

問

題
で

昭

和
十

年

ま
で

に

他

の
地

ぼ

に

窯

を

移

転

せ

し

め

よ

う

と

い

う

案

が
出

て

、

五

条

、

泉

涌

寺

地

ぼ

を

巾

心
と

し

た

業
者

二
十

数
名

が

「

京

陶

信
用

販

売

利

川

組

合

」

を

設

立

し

、

旧
乙

訓

郡

乙

訓

村

、

Λ‐
里

に
土

地

を
買

収

し

ぽ
詛

位

理

を

行

い
田

や

朧

に

退

路

を

設

け

て

幣

地

し

、

昭

和

七

年

に

は

、

泉

涌

寺

よ

り

北

村

和

三

郎

が
移

転

且

石

炭

窯

に

よ

る
開

窯

を

し

た

。

昭

和

十

年

頃

ま

で

に

こ

こ

に

移

窯

し

た

の

は

っ

ぎ

の

人

々
で

あ

る

。

昭

和

七

半
　
　
　

泉

涌

岸

地

区

よ

り
　
　
　

北

村

和

三

郎
　

（

毟

磁

器
）
　

石
　

炭
　

窯

ｙ
ヤ

レ
十

老
犬
荷希希

ド

長
岡
町
窯

分
布

回

万

十
厂
匸

の窯

窯

窯

現在

廃

一登

凡例

邑 胎
詒
㎜a

向日町窯所在地

業

合

7｡日 陶産

2. 河

コ

ニ
三

石炭平地窯

臨
】
胎



昭
和
八
年

泉
涌
寺
圸
ぼ
よ
り

五

条

地

区

よ
り

嵯
　

峨
　

か
　

ら

山
　
圃
　
玉
　
山
　
　（
磁
　
器
）

神

川

藤

太

郎
　
（
電
磁
器
）
　
石
　
炭
　
窯

吉

沢

菊

太

郎
　
（
人
　
形
）
　
単
　
　
　
窯

後
　
藤
　
義
　
之
　
（
化
学
陶
器
）

一

三

四

引

き

続

い
て

、

五

条

地

ぼ

（

高

台

寺

）

の

大

津

奇

新

（

勅

使

河

原

の
伏

窯

で

花

㈲

を

焼

く

）
、
泉

涌

寺

の

鳥

橋

爪

太

郎

（

神

陶

も

の

）

等

の
移

窯

が
続

き

、

原

料

関

係

の
井

上

源

治
も

こ

こ

に

移

っ

た

。
戦

時

中

の

企

業

壑

備

に

は

、

玉

山

、

吉

沢

、

北

村

の

三

つ

に
統

合

さ

れ

た
。

戦

争

末

期
、

五
条

通

の

疎
問

の

た

め

加

藤

渓

山

（

青

磁

）

が
こ

の
地

に
移

っ

た

が
、

他

の

移

窯
予

定

の

柴

者

は

、

満

州

事

変

や
、

日

支

事

変
心

拡

大

と

と

も

に
移

転

も

中

止

と

な

っ

た
。

〈

’
こ

の
地

区

は
通

称

、

長

岡

の

陶

器

町

と

し

て

有

名

で

あ

り

、

こ

れ

よ

り

さ

き

昭

和

三

年

、
こ

の

地

の

近

く

の
向

日

町

か

戸

に
闘

窯
し

て

い

た
河

合

卯

之
助
（
丁

芸

作

家

）

と
共

に
京

都

の

一
地

区

と

し

て

そ

の

声
名

が

上

っ

て

い

る

。

現

在

こ

の

地

ぽ

の

窯

は

別

紙

要

図

の

通

り

で

あ

る
。

４

組

合

の

変

遷工

業

組

合

と

卸

商

業

組
合

大
ｙ
に
か

ら

昭
和

初

年

に
か

け

て

中
小

面

工

業

の

衰

退

韭

し

く

、

他
方

、

従
来

の

同

業

細

合

の

消

極

的

機

能

に

あ

き

た
０

な
い

と

こ
ろ

か

ら

組

合

制

度

の

改

革

が

さ
け

ば

れ

、

ま

ず

大

止

十

四

年

制

定

の

主

要

輸

出

品

工

某

組

合

法

（

昭
和

六

年
工

業

組

合
法

に

改

正

）

に

つ

い

で

、

昭

和

七

年

商

業

細

合

法

の
制

定

を
見

る

匹

至

つ

だ

。

府

下

の

業

界

も

こ

れ

に
よ

り

山
ッ
コ

分

離

さ

れ

る

こ

と

と

な
り

、
商

工

一
休

と

し

た

組

織

で

あ

っ

た

従
来

の

同

業

細

介

は

、

京

都

京

焼

陶

磁
器

卸

商

業

組

合

と

京

都

陶

磁

器

工

業

組

合

に

分

離

し

か

。

（
旧

細

合

は
、

長

年

の
問

に
、

問
屋

と
製

造

業
者

問

に

は

本
質

的

に

利

竹

の

異

な

る

も

の

で

あ

る

こ

と

が
原

閃

し

て

、

軋

轢

を

生

じ

て

き

た

の

は

や

か

を

得

な

い

こ

と

で

、

こ

の

弊

古

を

除

去

す

る
た

め

に
、

両

者

そ

れ

ぞ

れ
独

自

の

合

理

的

発
展

を

め

ざ

し

て

分

離

し

た

も

の

で

あ

る

）
。

註
、
商
工
同
業
糾
☆

、
人

心
十
四
年
商
工

同
業
組
介

は
銷
光
山
京
兵
術
を
組
☆
長

と
し
て

発
足
し
た
こ
と
は
記
述
し
た
が
其
後
、
平

岡
利
兵
術

、
松
風
立
定
、
中
村
不

服

と
続
き
浅
見
五
郎
助
か

最
終
の
組
へ
日
長
で

あ
っ
た
。
こ
の
組
☆

は
曲

業
糾
合

大
工
業
糾（
日
の
発
足
後
も
形
態
を
存
続
し
て
き

た
が
、
昭
和
九
年
以

降
は
其

の
匳
能

は
全
く
減
送
し
昭
和
十
一
年
解
散
し
た
。

工
業
組
合
と
卸
原

業
組
合
発
足
後
の
状
況

○
京
都
陶
磁
器
工
業

組
合

工
業
組
今
は

昭
和
九
年
十
二
月
二
十
七
日
　「

陶
磁
石
丁
業

の
改
良
発
達
を
図

る
た
め
、

共
同
の
施
設
を
な
す
壱
以

て
目
的
」
　
と
し

て
設
立
さ
れ
た
が
、

そ
の
帽
立
総
会

は
、

昭
和
九
年
九
月
二
十
日
、
岡
茴
の
市
公
会
堂
で
開
催
せ
ら

れ
、

迎
訌
長

に
は
中
村

孝
蔵
が
あ
げ
ら
れ
た
。
そ
の
他
の
役
八
は
っ

ぎ
の
通
り
で

あ
る
。

理
　
　
　

乍
　

巾

村
　

孝

続
、
　

藤
　

田
　

幸
　

气
　
　

浅

見

五

郎

銷
、
　

山

岸

長
　

松
、
　

巾

西

市

太

郎

穴

永

剛

太

郎
、
　

藤
　

平

政
　
『
　
　

今

俎

松

三

郎
、
　

佐

林

矢

五

郎
、
　

安

川

皿

三

郎

池
　

谷
　

孝
　

一

監
　
　
　

事
　

西

村

源

一

郎
、
　

加
　

語
　

古
　

郎
、
　

山

剛

鉄

次

郎
、
　

古

沢

菊

人

郎

総
　
　
　

代
　

伊
　

東
　

義
　

洽
、
　

堀

尾

排

三

郎
、
　

犬

塚

浅

次

郎
、
　

河
　

野
　
混
　

洽
、
　

内

山

亟

太

郎

山

沢

儀

三

郎
、
　

井
　

上
　

憲
　

荅
、
　

石
　

川

宮

古
、
　

川

島

敬

一

郎
、
　

東

野

】」

之

吉

河

介

栄

之

銷
、
　

水
　

野
　

陶
　
三
、
　

土

谷

菊

次

郎
、
　

井
　

上
　

卜
　

一
、
　

山
　

鯔
　

忠
　

昨

幀
　

村
　

政
　

嗣
、
　

高

昌

賀

余
三

郎
、
　

内

藤

福

太

郎
、
　

加

佐

作

太

郎
、
　

水
　

野
　
文
　

二

安
　
川
　

政
　

二
、
　

他

部

千

之

刧
・
、
　

神

田

藤

太

郎
、
　

北

村

作

太

郎
、
　

河

村

古

人

郎

新
　

并
　

煙
　

山
、
　

小

林

孝

次

郎
、
　

小
　

川
　

文
　

斉
、
　

伊

佐

金

人

郎
、
　

古
　

川
　

山
　

続

森
　
　

敬
　

三
、
　

有

岡

米

三

郎
、
　

若
　

林

重

造
、
　

安

芸
　

膃

造
、
　

中

川

伊

三

郎

杜
　
　

ケ
　

コ
　
　

池

川
　

齒
　

一
、
　

西

山

芳

太

郎

賍
川

評
定
委
八
　

沢

村

縢

次

郎
、
　

古

川

増

次

郎
、
　

柴
　

田
　

悛
　
乙
、
　

鳥
　

橘
　

道
　

八
、
　

浮

出

京

太

郎

金
　

山
　

音
　

七
、
　

加
　

藤
　

山
　

言
、
　

舸
　

野
　

秀
　

匸
　
　

桂
　
　

正
　

次
、
　

俣

野

排

二

郎

徳
　

野
　

三
　

雄
、
　

市

村

昨

三

郎
、
　

稲
　

垣
　

寤
　

之
、
　

∧
　

汪
　

道
　
仙
、
　

高

橋

市

太

郎

邦
　
　
　
　

長
　
　

第
　

一
　

部
　
　

芙
　
　

術
　
　

鴿
　
　

沢
　

川
　

宗
　

山

二

五



-

第

一 - I I ･

一

部

第

一
-lj一

部

第第第第

卍

囗
　
用
　

品
　

部
　
　

巾
　
村
　

孝
　

赦

電
気
紡
績
器
只

部
　

西

村

政

次

郎

四

部
　

玩

具

人

形

部
　

人

山

友

吉

五

部
　

貿

易

品

部
　

今

諂

松

三

郎

六

部
　

絵

付

加

工

部
　

巾

村

宇
　

一

七
　

部
　
　

雜
　
　

種
　
　

部
　
　

池
　
田
　

嶄
　

一

一

三

六

な
お
二

顯
問
に
、
巾
沢
六
大
所
士
、
平

野
耕

幀
（
肉
工

竹
陶
磁
説
試
験
所
長
）
、

仲
井

俊
雄
（
京
都
‐１‐に
ヴ立
工
業
叫
究
所
長
）
、

伊
東
陶
山
、
汗

水
六
兵
術

、
楽
言

左
衛
門
、

乂
、
理
事

の
巾
上
０

前
足
巾
村

理
事
長

の
外
、

剛
理
百
長

に
藤
岡

幸
二
、
浅
見
五
郎
助
か
就
任
し
た
。
出
資
総
額

一
三

一
、
四
〇
〇
円

（
昭
和
十
六

年
三
月
末

）
、
組
合
人
目

出
資
者
は
松
風
工
業
、
百
山
耕
山
化

学
陶
石

各
一
〇
〇

口
等
が
あ
っ
た
。
組
合

貝
の
構
成
は
別
表
の
通
０

で
あ
り
、

昭
和
十

五
年

三
月

末
現
在
組
合
回
数
業

稲
別
区

分
け
言

の
通
０
で

あ
っ

た
。

工
　
業
　
糾
　
☆
　
員
　
謳
　
（
昭
和

匸
五
年
四
月
現
在
）

単

一

区

卜五

条

心/

第

一－

IX

八日

古

町
yﾉ

第

"-一
一一

区

/⌒丶
泉

涌

‾'
か

ら

第

四

IＸ

介

計

第

一

部

（

工

芸

日
川
）

五

三

=_ 乢　WW- ¶V-　 ← ふ

八 … …- 三

九
五

第

二

部

（

日

川

品

）

匸

一
九

七

三

六

三七

二

七

二

第

三

部

（
電

気

川

品

）

一
-.I.I.馮　-- 一一』　

← 亠

五　 五　 四　 四

五
八

第

四

部

（

人

形

）

三

五七　 五

一

一

五

八

第

五

部

（

貿

易

品

）

__ Ｊ

五　 七　 … …　 匸 で　 ご二

｀' ‾'.4　 ，A　 → 亠

卵

六

部

（

貼

付

）

三

八二

四
〇

卵

七

部

（

雜

）

一

四

一

一八　 四

三

七

匸
足
部
市
に
お
け
る
陶
磁
器
業
と
そ
の
従
事
者
に
関
す
る
羂
（
京
郎
市
社
士
部
）
－

昭

二
（
）

組
合

の
職
回

数
は
、
細
合

の
事
業

範
川

拡
人

に
伴
い
発
足
当
時
十
数
名
で
あ
っ
た

が
、
十
六
年
に
は
六
〇
名

に
達
し

て
い
る
。

組
　

合
　

の
　

膕
　

業
　

（
昭
和
十
六
年
を
中

心
と
し
て
）

Ａ
　

検

査

統

圉

事

泉

第

八

部

（
原

料

）

一 一 之

＝ . . 亠
＿I,｡。 －･ ゛

ノ 丶　-･

－ 〃 I ♂♂ -

＝ ＿ A

計

二
九
六

匸
一
四

一
〇
四

六
二

五
八
六

製
品

の
検
査
は
共
同
版
売
石
業
と
共

に
設

立
当
初
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

組
合
員
の
生
産
す
る
製
品
は
す

べ
て
服
密
な
検
査
白
経
て

市
場

に
送
０

出
し
、
品
質
の
優

良
化
白
は
か
っ
た
。

乂
、
生

産
設
備
の

統
制

も
縦
介

役
立
当
時
か
ら
実

施
さ
れ
、
業
界

に
及

ぼ
す
経
済
恬
勢
の
推
移
に
従
い
、
本
平
業

音
適
当
に
辻
川
し

て
、
生
産
の

調
節
を
は
か
つ
て
い

た
。

Ｂ
　

共

同

販

売

石

呉

こ
の
乍
栄
は
公
定
価
格
品
の
共
版

と
そ
れ
以
外

の
も
の
の
共
版
に
分
れ
、
組
合
員
の
製
品
を
細
合
が
買
収
っ
て

販
売

す
る
事
業

で
あ
り

、
優
良
な
品
を
妥
当
な
価
格

で
堅
実
に
収
引
し
、
生
産
者

の
利
便

と
配

給
業

者
及

び
古
要

者
の
辿
当
な
利

益
を
計
る
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、

公

定
価
格
品
以

外
の
製
品

の
共
販
事
業
は
、
萸

術
工

芸
品
、
一
部
の

囗
川
品
、
人
形

个
収
扱

い
、
当
切
で
は
年
額
一
一
～

三
万
円

の
販
売
価
で
あ
っ
た

が
、
十
六
年
頃
で
は
年
額

Ｔ
八
万
円

に
達
し

た
。

公
定
価
格
品
の
共
同
販

売
は
、

陶
心に
潜

心
公
定
仙
格

が
初
め
て
指
定
さ
れ
た
昭
和
十
五
年
十

一
月
以

降
実

施
さ
れ
て
お
り

、
公

定
品

个
品
和
に
わ
た
０

、
昭
和
十
六

年
現
在
収
扱
高
は
、

囗
川

食
器
顫
、

人
形
ク
玉
砠

器
及
び
そ
の
他
の
雑
品

を
合
し
月

額
二
五
万

円
に
達
し
か
。

Ｃ
　

供
　

給
　

石
　

呉
　
　
　
　
　
　
　

厂

組
合
設
立
時
、
製

陶
の
主
要
原
料
で

あ
る
松

材
及
び
原

料
工

の
共
同
席
入
を
は
し
め
た
。

そ
の
規
蟆

は
小

で
あ
っ
た
が
、
忽
ち
市
価
の
言
責
を

お
さ
え
、
縦
介
八

に

多
人

の
利

便
を
与
え
た
。
昭
和
十
二
年
十
月
に
は
組
合
顫
料
工
場

の
掵
呉
を
聞
始
し

て

原
料

土
の
配

給
今
庄
保
す
る
と
と
も
に
、
品
質
の
優
良

化
を
計
っ

た
こ
と
は
本

事
業

の
一
入
飛

躍
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

昭

和
十
三
年

五
月

に
は
、
平

変
下
に
お
け
る
原
材
料
の
縮
保
の

た
め
、
ま

ず
全
縦
且

に
対
し
、

輸
入
原
材
料
の
共
同
附
人
を
実
施
し
、

翌
十
四
年
十
月

に
は
こ
れ
を

原
料
工
、

釉
薬
に
も
及

ぼ
し
た
。

Ｄ
　
其

他

の

石

黽

以
上

の
石
業

の
ほ
か
、
考
案
加
の
保
駿
、
全
融
、
意
匠
図
案
の
指
導
、
技
術
工
の
跪
成
等
の
乍
久
壱
行
っ

た
。

組

合

の

共

同

施

設

Ａ
　

陳
　
　

列
　
　

言

組
白
石
務

所
の

所
在
地

に
は
、

昭
和
十
一
年
十
一
月

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

地
上
三
階
、
地
下

一
階
の
陳
列

鮪
が
竣
工
し

、
京
都
の
陶
磁
石

作
品

を
一
堂
に
集
め
て

匸
一
七
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匸

一
八

膳

示
し

、

一
般

の
見

学

、

研

究

と

、
貼

求

に
便

を

は
か

つ

だ
。

註
、
顯
列
記
設
置
の
経
過

工

業
紅
合
法
の
制
定
以
来
政
府
で

は
業
界

に
工
業
紅
介
の
結
成
を
促

し
た
が
、
京
郎
で

も
陶
磁
器
工
業
糾
介
が
粘
成
さ

れ
、
そ
の
進
展

が
期
待
さ

れ
た
が
、
組
合
の
小
務
所

と
共
同
施

設

に
適
当
な
も
の
な
く
、
川
訌
長
中
付
不
服

が
中
心

と
な
り
巡
勁
を
続
け
、
国
及
び
府

の
助
成
金

を
従
付
、
楽
外

人
の
寄
附

を
も
あ
つ
め
て

当
時
約
三
〇
万

円
の
工

賞
を
も

っ
て
使
設
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
組
介
‥１
.務
所
（
現
齟
列
所
）
、
介
庫

へ
現
京
祁
陶
工

職
業
訓
練
所
所
作
地
）
及
び
坏
に

良
造
工
場

か
こ

れ
で

あ
る
。

Ｂ
　

京
都

物

産

東

京

販

売

所

京
都

の

假
要

伝

統

産

業

で

あ

る

陶

磁

匹

、

友

押

、

西

陣

谷

尺

の
各

所
竹

工

業

組

合

の

合
同

伴

営

の
下

に

、

京

都

府

の
斡

旋

を
え

て

東

京

都

新

仏

に

昭
和

十

二

年

末

収

大

所

を

設

問
し

た
。

陶

磁

言

は

京

都

陳

列

所

の

延

長

と

し

て

昭

和

十

六

年

に

は

約

三

万

円

の
年

閥

服
売

額

个

不
し

て

い

た

。

Ｃ
　

原
　

料
　

工
　

場

昭

和
十

二

年

十
月

、

京

都

市

恍

見

ぼ

深

草

下

河

原

町

に
竣

工

、

粉

砕

、

細

胞

、

土

煉

等

の

諸

設

備

を

完

成

し

て

原

料

の
品

質

改

良

と

配

給

に

、
活

饑

な
操

業

が
続

け

ら

れ

た
。

Ｄ
　

儿（
　
　

同
　
　

窯

五

条

坂

に
組

合

所
有

の
共

同

穴

を

持

ち

一

般

の

標

摩

と

す

る

と

と

も

に

組

合

輿

の
利

用

に
供

し

た
。

以

上

諸

方

面

に
活

躍

を

続

け

た
工

業

組

合

に

も

統

制

的

機

能

が
加

わ
０

、

昭
和

十

八

年

、

商

工

組
六

法

制

定

上

と

も

に

、

京

都

陶

磁

器

統

制

組

合

に
移

行

す

る

こ

と
と

な

っ

た

。

京

都

陶

磁
言

工

業

組

合

結

成

当

時

（

昭
和

九

年
）

の

伴

介
八

名

号

は

左

の

通

り

で

あ

る

。

京

都

陶

磁

器

工

業

組

合

組

合

員

名

簿

第
一
ぼ
組
合
且
名

節
（
五
条
之
部
）

仟
　
　
　
　
　

所

東
山
区
東
大
路
五
条
ド
ル
西
庵
琲

東
山
区
五
条
人
但
東
三
丁
目

同　1司　同　同同同同1伺|司|司同同白 川4jij同同同同同同同問

五
丁

目

大

和
大

浜

五

条
下

梅

屋

町

長

屋

町

長

曜
町

東

大

路

妙

法

院

前

側
町

五
条

価

半

四

丁

目

大

和

大

路

五

粂

下
肩

屋
町

五
条

川

東

四

丁

目

計
水

産

寧

坂

下
　
　
　
　

一

三

条

入

稿

東

二
丁

目

市
大
路
妙
法
院
前
側
町

京
大
路
五
条
下

ル
音
羽
町

音
羽
町

音
羽
町

五
条
犒
東
入
四
厂
目

六
波
朧
批
紅
町

門

脇
町

爪
谷
辻
東
大

路
西
入

五
条
坂
八
幡
前
南
入
ル

東
大
路
松
原
下

ル
西
入

五
条
臨
京
円
コ

目

計
水
新
道
　
小

阪
久
太
郎
方

職

業

二

部

川
資
口
歓

1
5

一
部
　
　

２

乱
　
　

厂０

二
部
　

２

五

部
　
　
２

二

部
　

２

三

部
　
　

５

ヒ

部
　
　
5
0

三
部
　
5
0

一
部
　
　

３

二
部
　

２

四

部
　
　

４

四
部
　
　

５

三
部
　
2
0

二
部
　

３

二
部
　

２

一
部
　

１

六
部
　

２

七
部
　
　

工

一
部
　
　

ｊ

二
部
三

部

氏
　
　
　

名

石
　

川
　

寅
　
古

市
　

川
　

信

太

郎

伊
　

東
　

義
　

治

伊
　

藤
　

定
　

一

井
　

上
　

辰

次
郎

…
打
　
木
　

古
　

松

伊
　

藤
　

谷
　

流

入
　

江
　

道
　

仙

Λ
’

堀
　

松

三
郎

パ
　

川
　

川

太
郎

件
　

上
　

辰

次

郎

岩
　

本
　

盛

一
郎

一

木

八

有

術
門

遐
　

山
　

源

次

郎

井
　

野
　

良
　

三

井
　

野
　

悦
　

三

飯
　

田
　

泰
　

三

池
　

谷
　

孝
　

一

井

上

井

本

３

伊

佐

３

二
部
　
　
↓

一
部
　

１

四
部
　
　

１

よ
三
郎

米
次
郎

川
　

市

介
　
脳
　

一
　
蔵

市
　

村
　

新
　
一

石
　

川
　

來
之
助

飯
　

川
　

久
　
火

東
山
区
東
人
跡
五
条
下
ル
東
大

同同同

渋
谷
迦
り
東
人
跡
東

東
大
路
五
条
上
ル
竹
行
町

五
条
大
仏
半
四
丁

目

朿
山
区
渋
谷

刈
り
上
馬
町
五
二
八

同同同同同同同同同同同同同同同同同同同|司同|司同

五
条
坂
三
丁

目

四
匸

目

大
和
大
跡
五
泉
下
石

肩
町

渋
谷
辿
束
人

路
東
北
日
古
町

五
条
坂
五
丁

目
削
節
片
町

大
和
大
路
五
条
下
分

野
町

五
茶
飯
五
丁

目
巾

蝿
片
町

東
人
跡
五
条
下
ル

東
大
路
五
条
東
清
水
折
込

人

和
大
路
五
条
下

芳
野
町

梅
に既
町

東
人

跡
五
条
上
ル
竹
村
町

東
大

跡
五
条
市
浦
水
折
込

人

和
大
跡
五
条
下
心
証
町

渋
谷
迦
り
束
大
路
西
入

東
人

跡
妙
法
腕
前
側
町

六
波
朧
門
脇
町

汗

水
坂
三
丁

目

破
水
二
厂

目
市
価
ニ

ノ
四

計
水
四
丁

目

五
条
柏
東
六
丁

目

妙
法
院
前
側
町

五
条
出
東
五
丁
目
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町
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町
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町
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６

二
部
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２
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２
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２
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右
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古
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２
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⊥
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下
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木
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目
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深

草

ス
ス
（

牛
一

九

東

山

区
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園
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見
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町
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方
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部
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部
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部
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部
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部
　

工
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部
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0

一

部
　
　

工

一
部
　
　
1
5

小
　

川
　

鶴
之
助

河
　

村
　
半
次

郎

片
　

山
　

良
太
郎

神
　

田
　

藤
太
郎

河
　
合
　

卯
之
助

言
　

沢
　

菊
太
郎

吉
　
田
　

為
　

蔵

鳥
山
耕
山
化
学
陶

器

株
式
会
社

泰

山

製

陶

所

楽
　
　

右
左
衛
門

上
　
原
　

嬋
　

彦

佰
　
部
　

弥
　
一

柚
　
部
　

千
之
助

山
　
川
　
　
　

巌

安
　

川
　
政
　
二

百
計
水
　

蔵
　

六

松
　

尾
　
　
　

巽

山
　
内
　

洲
　
三

藤
　

田
　

利
三
郎

俣
　
野
　

弁
次
郎

小
　

詰
　
　
　

元

永
　

奕
　

善
五
郎

浅
　
谷
　

曁
　

作

沢
　

田
　
誠
一
郎

東
山
区
白
川
犒
三
条
下
ル

府
下
乙
訓
郡
乙
訓
村
宇
今
里

東
山
区
三
条
栗
川
口

同
　
　
緇
稲
御
所
ノ
内
町

中
京
区
河
原
町
三
条

東
山
区
木
町
辿
ニ
ノ
橘

同
　
　
八
坂
鳥
川
前
下
河
原
町

昭
和
九
年
九
月
五
目
遐
降

追

加

組

合

員

名

節

住
　
　
　
　
　
所

東
山
Ｘ
泉
涌
古
東
林
町
　
雲
林
比
肩
之
助
方

同同同同同[司同同同|司|司同

今
熊
野
宝
蔵
町

正
法
寺
前

東
人
跡
五
条
下
東
音
羽
町

五
条
槓
東
五
丁
目

星

涌
寺
門
前
町

渋
谷
辻
車
大
路
東
常
盤
町

拑
熊
通
綾
小
路
下

ル

五
条
坂
六
丁
目
竹
水
新
道

六
波
維
竹
村
町

本
町
回
Ｉ
Ｊ
目
車
入

大
和
大
路
五
条
下
池
殿
町

今
熊
野
圉
日
吉
町

五
部
　
　
1
0

三

部
　
　
1
0

一

部
　
　
1
5

一
部
　
　

１

四

部
　
　

１

七
部
　
　
1
0
0

一
部
　
　

２

‘ミ

り
　

出

資

守

口
力
　

コ

孜

Ｉ

ｊ

・

二

部

二

部

一

部
　
　

工

一
巾
哺
　
　

↑
上

一

部
　
　

１

二

郎
　
　

工工工

一

部
　
　

↓工

一

部
　
　

１

一
四

九

京
祁
陶
器
合
資
会
社

北
　

村
　
正
太
郎

官
　
永
　

剛
太
郎

三
　

宅
　
勝
　

一

柴
　

川
　
貞
　

吉

松
風
工
業
株
式
会
社

森
　
　
　

為
次
郎

氏

翕

雲

林
院
　

・
服
　

吉

言
　

川
　

祥
　

三

城
　

谷
　

金

三

郎

森
　

岡
　

弥

太

夫

東
　

野
　

清
　

附

富
　

田
　

浅

次

郎

心
　

塚
　

寛
　

之

枇
　

河
　

光
　

正

加
　

藤
　

幸
　

古

前
　

旧
　

吉

太

郎

憚
　

并
　

菊

次

郎

山

本

吉

野

亀
次
郎

義
　

男



朿
山
区
馬
町
大
和
大
路
東
　

高
橋
方

同
　
　

東
洞
院
七
条
下

ル

同
　
　

大
和
大

路
五
条
下
ル

同
　
　

東
大
路
松
原
圉

同
　
　

五
条
但
東
五
丁

目

同
　
　

活
水
二
丁

目

同
　
　

東
大
路
五
条
上

ル

同
　
　

三
条
白
川
但
東
二
丁
目

㈲
　
　

大
和
大

路
五
条
南
下
㈲
屋
町

乙
訓
郡
乙
訓
村
今

里

東
山
区
三
条
白
川
机
下

ル

同
　
　

五
条
坂
六
丁
目
活
水
新
込

同
　
　
（

’
熊
野
日
吉
町

同
　
　

五
条
但
東
五
丁

目
南

同
　
　

泉
涌
寺
雀

ノ
森

同
　
　

渋
谷
大
和
大
路
爪
新
シ
町

同
　
　

泉
涌
寺
車
体
町

同
　
　

東
大
路
五
条
下

ル
肓
林
町

同
　
　

泉
涌
寺
市

ノ
森

同
　
　
　
　
　

西
門
前
町

同
　
　

五
条
但
東
五
丁

目

同
　
　

柴
川
口
三
条
坊
町

同
　
　

八
坂
下
河
原
西
入
星
野
町

同
　
　

五
条
但
東
四
丁
目

東
山
区
大
和
大
路
五
条
下
芳
野
町
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大
和
大
路
五
条
下

芳
野
町

大
和
大
路
七
条
下

ル

大

黒
町
正
面
上
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東
大
跡
渋
谷
東
　
池
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信
一
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猛
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次
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計
　
水
　

計
次
郎

田
　
辺
　

武
　

夫

奥
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宇
之
助

前
　

出
　
三
太
郎

山
　

本
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吉

坂
　

囗
　

豊
次
郎

浅
　

并
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代
一

崎
　

谷
　

亀
　
市

宇丹

野
　
三
　

荅

羽
　
三
　

郎

近

藤

松

井

藤
　
吉

己
之
助

○
京
都
京
焼
陶
磁
器

卸
商
業
組
合

昭
和
の
初
頭
、
経
済
不
況
と
、
百

貨
店
進
出

等
に
圧

迫
を
受

け
る
中
小

商
業
者
の
防
術
組
織
と
し
て

昭
和
七
年
法
律

第
二

十
五
号
に
よ
る
商
業
組
合
法
の
制
定
を
み

る

や
、
業
界
で
も
従
前

の
商
工
同

業
組
合
を
分
離
し
、
商
業
部
門
に
お
い
て
は
京
都
京
焼
陶
磁
器

卸
商
業

組
合

の
発
足

を
み
た
。

こ

の
組
合
は
、
昭

和
一
〇

年
、
商
業
の
改
良
発
達
を
は
が
る
た
め
共
同
の
施
設
を

な
す

こ
と

を
目

的
と
し

て
設
定
さ
れ
、

組
合
員
は
卸
売
業
者
（

問
屋
）

に
よ
っ
て
悦

成
さ
れ
、

卸
売

を
主
業

と
し
て
一
部
小

売
を
行
う
も
の
も
包
合
し
た
。
西
川
貞
三
郎

理
事
長
と

な
０

、

昭
和
十

五
年
三
月

の
組
合
員
数
は
六
十
九
翕
で

あ
っ
た
。

組
合

の
主
要

事
業

Ａ
　

交

換
入
札
事
業

Ｂ
　

営
業
用
品

委
託
仕
入
事
業
（

モ
ク
メ
ン
、
荷
造
川
本

箱
、

繩
等
の
委
託
仕

入
）

Ｃ
　

共
同

憚
竹
事
業

Ｄ
　

共
同
迎
搬
事
業

Ｅ

金

融

膕

業

註
、
卸
白
業
組
合
の
取
扱
此
中
、
昭
和
十
三
、
十
四
年
度
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

年
　
　

度
　
　
　

内

地

川

品
　
　
　
　

貿

易
　
品

昭
和
十
三
年
　
　
　
　
七
〇
万
一
千
円
　
　
　
　
　
二
万
三
千
円

昭
和
十
四
年
　
　
　
　
九
六
万
八
千
円
　
　
　
　
一
四
万
七
千
円

こ
の
組
合
は
戦
時
中
仙
共
同
仕
入
、

迦
搬

及
び
関
係
物
質
配

給
等
を
実
施
し

、
戦
時
統
制
の
国
家
的
機
関
と
し
て

の
役
割
を
し

て
き
た
が
、

統
制
強
化
、
物
資
不
足

の

一
五
一



一
五
二

結
果
次

第
に

そ
の
機

能
も
有
名

無
実
と
な
り
、

昭
和
十
七

年
七
月

に
は

小
売
茶
釜
備
要
項
に

よ
る

整
備
が
は
じ
ま
り

、

小
火
部
門

に
は
相
当

の
縮
少

を
余

儀
な
く
さ
れ

た
。
つ

づ
い
て
、
同
十
八
年

に
は
商
工
組
合
法

の
制

定
と
な
り
、
工
業

組
合
、
商

業
組
合
等
は
と
も
に
商
工

組
合
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

つ
い
で
京
都
陶
磁
器
工

業

組
合

と
共
に
、
京
都
陶
磁
器
工

業
統
制
組
合
に
移
行
し
、
終
戦
ま
で
こ
れ
を
継
続
し

た
。

○

電
磁

器
工
業
の
工

業
組
合
よ
り
の
分
立

戦
時
統
制
の
強
化
に
よ
り

一
般
陶
磁
器
部
門
は
一
応
統
制
せ
ら
れ

た
が
、

軍

需
と
戦
力
増
強
設
備
に
直
接
辿
察
を
持

フ
砲
磁
谷
工

業
界
は
そ
の
需
要
の
拡
大

と
共

に
大

古
く
進
展
し
、
乙

訓
郡

回
心
に
も
工

場

が
進
出
し
、
一
般
陶
磁
器
哭
者
と
の
間
に
は
利
害
の

一
致
し

な
い
部
面

も
あ
り

、

且
つ
、
組
合
且
の
受
け
る
現
実
的
利

益
は

一
般

陶
磁
器

部
門

に
比
し

て
不
利

な
占一
加
あ
っ
た
と
も
見
ら
れ
、
電
磁
言
業
界
で
は
工
業
組
合
傘
下
を
脱
し

て
、

新
た
に
産
業
組
合
法
の
下
に
新
組
合
の
結
成
の
動
き

が
見
ら

れ
た
。

政
府
機
関

は
こ

の
状

態
を
憂
砠

し
て
、
戦
時
統
制
と
い
う
大
眼
目
の

た
め
協
調
を
求

め
る
こ
と

と
な
り
、

丁

業
総
合
法
第
八
条
の
統
制
会
介
を
開
き
、
そ
の
分
立

が
認

め
ら
糺

た
の
は
昭
和
十

八
年
末
頃

で
あ
る
。
こ
れ

が
京
都
電
磁
器
工
業
統
制
組
合
で
あ

る
。

５
　

芸
術

保
存
、
技
術

保
存
の
た
め
の
特
別
措
置

剛
　
（
芸
）

昭
和
十
四
年
九
月
、
い
わ

ゆ
る
九
二

八
停
止
令
に
よ
０

陶
磁
谷
製
品
の
公
定
価
格
設
定
、

つ
い
で

、
第
二
次
七
・
七
禁
令
（
奢
侈
品
等
製
造
販
売
制
限
規
則
）
に
よ
い
ソ
、

京
都
の
伝
統
壱
价

る
高
級
陶
器
は

全
面

的
製
作
停

止
の
形

勢
と
な
っ
た
た
め
、

京
都
陶
磁
器
工
業
組
合
で
は
个
国

に
さ
き
が
け

て
芸

術
保
存
、
技
術
保
存
の
た
め
の
救
済

辯
置
を
商
工
省
に
働
き
か
け

た
。
政
府

は
ま
づ
、
芸
術

保
存
に
つ
い
て
は
純
芸
術
保
存
の
点
よ
り

、

伝
統
的
名
匠
、
大
宗

の
芸
術
品

保
存
を
計
る
た
め
「
芸
術
保
存
に
関

す

る
件
」
を
地
方
長
官
宛
、
昭
和
十
六
年
八
月
十

一
日
付

を
七

三

廴
通
牒
し
、

特
に
奢
侈
品

等
製
造
販
売
制
限
規
則
に

基
く
製
造
販
売

の
許
可

及
び
、
公

定
価

格
辿
用
除

外

の
辯
疏
を
と

る
こ
と
に
な
っ

た
。

こ
れ

を
（
芸
）
と
袮
し
た
。

こ
れ
に
参
加
す

る
芸
術
作
家
の
資
格
は
次
の
と

お
０

で

あ
っ
た
。

い
、
帝
国

芸
術
院
会
且
に
し
匸

尖
術
閃
係
の
会
員
た

る
も
の
竝

び
に
文

部
省
芙
術
震

覧
会

第
四

部
に
お
い
て

審
査
且
た
い
ソ
し
も
の
及

び
無
鑑
査

の
も

の
に
し

て
、
現

に
芸

術
家
と
し
て
の
活
動
を
為
し
つ
つ
あ
る
者
。

ろ
、
文
部
省
夫
術
展
覧
会
第
四
部

に
二
川
以
上
人

選
し

た
る
も
の
に
し

て
現

に
芸
術
家

と
し

て
の
活
動
を
為
し
つ
っ
あ

る
者
。

は
、
前
各
号
に
⑨
ず
る
も
の
に
し
て
地
方
長
官
に
於
て
辿
当
と
認

め
た
る
も
の
。

こ
の
拑
毆
に
よ
り
、
知
事
は
国
の
割
当
額
の
範
川
内

に
お
い
て
、
竹
下
芸
術
家

に
対
し

生
産
金
額

の
割
当
を
な
し
た
。

助
　
へ
茹
）

ぐ
　

ごＩ

技
術
保
存
に
つ
い
て
は
、
わ

が
国
伝

統
の
工
芸
技
術

壱
保
存
す

る
目
的
の
（
芸
）
品
及

び
翰
出
向
製
造
品
に
該
当
す
る
も
の
以
外

の
製
品

に
つ
き
、

純
工

芸
作
家
、
技
術

家
、
新
興
優
秀
工
芸
作
・
冢
等

が
芸
術
競
技
、
又
は
愉
出

振
興

の
た
め
展

宣
会

に
出
品
す

る
場

合
に
特
に
必
要
資
材
の
特
別
供
給
を
行
い
、

そ
の
販
売
価
格
に
も
特
例
を
認

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

即
ち
決
定
さ
れ
た
陶
磁
器
工
業
技
術
保
存
の
範
聞
は
、

①
　

本
邦
に
於
て
リロ
米
有
翕
な

る
陶
磁
言
の
製
造
に
必
要

な
る
優

秀
技
術

た
る
所
謂

伝
統
特
殊
工

芸
技
術

㈲
　

近
代
化
学
を
応
用
し
相
当

規
頓
壱
以
て
優

秀
な
る
陶
磁
器
壱
製
造
す

る
所
謂
新
興
高
級
品

製
造
技
術

と
し

逃
考
は
口
陶
聯

が
そ
の
衙
に
当
る
こ
と
と
な
っ

だ
の
で
該

当
者
は
日

陶
聯

に
申
拮
し

、
そ
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ

を
（
㈹
）
と
袮
し
（
技

匹
）
の
証

ぐ

票
を
交
付
し
た
。

当
初
京

都
か
ら
は
五
十

九
翕
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

註
、
其
後
、
昭
和
二
十
二
年
九
月
六
日
、
物
価
庁
告
示
第
五
百
七
十
三
号
心
活
川
陶
磁
器
価
格
統
制
表
の
巾
。

（
一
〇
）
日
本
陶
芸
出
会
芸
術
陶
磁
器
認
定
委
八
会

に
お
い
て
芸
術

的
価
値
あ
る
陶
磁
器
と
し
て
認
定
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

同
会

よ
り

認
定
言

を
添
え
物
価

庁
長
官
に

川
出
た
も
の
に
つ
い
て
は
同
会
の

認
定
証
紙

を
貼
付
す

る
も
の
と
し
同
証
紙
の
貼

付
さ
れ
た
も
の
は
こ
の
表
の
統
制
額
を
辿
用
し

な
い
。

と
あ
り
、
こ
れ
に
基
く
芸
術
陶
磁
石

認
定
委
八
会

規
程
に
よ
り

京
都
か
ら
は
っ

ぎ
の
人
々
が
認
定
委
貝
と
な
っ
た
。

汗
水
六
兵
衛
（
六
和
）
楠
部
彌
弌

こ
の
認
定
実
雍
に
つ
い
て
は

第
一
部
認
定
資
格
者
。
優

秀
な
乙
川
作

陶
芸
、
優

秀
な
る
陶
磁
器
を
製
作
す
る
個
人
作
家
。

一
五
三



一
五

四

第
二

部
認
定
資
格
者
。
優
秀
な
伝

統
技
術
を
持
っ
て
い

る
個
人
作
家
及

び
そ
の
組

織
の
代
表

者
又

は
生
産
工
場

。

等
壱
骨
子

と
し

て
、

前
記
認
定
委
長
の
他
に
、

各
地
方

に

フ
認
定
ブ
ロ
ッ
ク
」

を
作
り

、

認
定
実
地
委
八
を
尚
古
、

認
定
子

貝
の
指
導
に
よ
り

認

定
の
実

施
に
当
っ

た
。

近
畿
地
区

認
定
実
施
委
貝
は
次
の
人
々
で
あ
っ
た
。

第
　

一
　
部
　

伊

東
　

翠
　

壺
、

河

井

寛

次

郎
、

河

村

喜

太

郎
、

清

水

六

兵

衛

、

楠
　

部
　

彌
　

弌
、

近
　

藤
　

悠
　

三

徳

力

孫

三

郎
、
　

言
　

本
　

憲
　

吉

第
　
二
　

部
　

浅

見

五

郎

助
、

宇

野

宗

太

郎

、
　

三
　

浦
　

竹
　

泉
、

宮
　

永
　

友
　

蝪

同
委
貝
会
に
よ
０

認
定
さ
れ

た
推
せ
ん
作
家

は
昭
和
二

十
四

年
六
月

現
在
っ

ぎ
の
通
り
で
あ

る
。
（

登
録

青
号
順

）

第
　

一
　

部
　
　
（（
芸
）
に
相
当
す

る
も
の
）

第
　

二
　

部

浅
　

見
　

隆
　

三
、

河

合

栄

之

助
、

沢
　

川
　

宗
　

山
、

森
　

野
　

嘉
　

光
、

内
　

川
　

邦
　

夫
、

涌
　
波
　

茴
　
証
、

井
　

上
　

洽
　

男
、

唯
　

加
　

巻
　

陽
、

久

保

駒

太

郎
、

石
　

黒
　

宗
　

磨
、

河

村

が

太

郎
、

鈴
　

木
　
　
　

佶
、

八
　

木
　

一
　
草
、

国
　

佰
　

拡
　

洽
、

宮
　
下
　

善
　

壽
、

宮
　

川
　

呑
　

斉
、

伊
　

東
　
　
　

奎
、

道
　

林
　

侫
　

正

（（
技

）
に

相

当

す

る

も

の

）

樂
　

吉

左

衛

門
、
　

永

樂

善

五

郎
、

井
　

野
　

猊
　

峰
、
　

宇
　

野
　

宗
　

饗
、

伊
　
東
　

陶
　

山
、

佶
　

水
　

六
　

和
、

徳

力

孫

三

郎
、

米
　

沢
　

蘇
　

峰
、

山
　

沢
　

松
　

篁
、

船
　

津
　

英
　

治
、

桶
　

谷
　

定
　

一
、

隔

一

冖
卩

丶

宀
μ

宮
　

永
　

東
　

山
、

浅

見

五

郎

助
、

伊
　
東
　

翠
　

七气

流

水

六

兵

術

、

富
　

本
　

憲
　

古
、

河

合

卯

之

助
、

寺
　
池
　

匍
　

諏
、

藤
　

本
　

能
　

道
、

叶
　
　
　

光
　

失

、

荒
　

尼
　

常
　

三
、

－

" | 声
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浦

竹

泉

宇

野

仁

松

岡
　

本
　

為
　

洽
、

楠
　

部
　

彌
　

弌
、

中
　

昌
　
　
　

佶
、

勝

尾

青

龍

洞
、

巾
　

紂
　

昌
　

夫
、

松
　

風
　

栄
　

一
、

堀
　

罔
　

道
　
仙
、

高
　

木
　

川
　

子
、

山

越

弘

悦

大

丸

北

峯

河

井

路

次

郎

近
　

藤
　

悠
　
三

福

田

力

三

郎

山
　
田
　
　
　

岫

長

谷

川

白

峰

新

開

邦

太

郎

福
　

井
　

樂
　

印

山

本

茂

兵

衛

久

世

ｸ ｙ

富

叶

松

谷

井
　

上
　

素
　

明
、
　

清
　

風
　

与
　

平
、
　

三
　

浦
　

竹
　

軒
、
　

須
　

田
　

祥
　
（
八
　

中
　

村
　

東
　

洸
、
　
河
　

合
　

瑞
　

豊

赤
　

沢
　

露
　
石

、
　

山
　

崎
　

光
　

洋
、
　

諏
　

訪
　

熊
　

山
、
　

松
　

林
　

豊
　
斉
、
　

高
　

槓
　

道
　

八
、
　
小
　

川
　

長
　

樂

伊
　

藤
　
呑
　

樂
、
　

高
　

木
　

岩
　

華
、
　

今
　

槓
　

貴
　

古
、
　

横
　

山
　

瑞
　

祥
、
　

沢
　

紂
　

陶
　

哉
、
　

雲

林

院

宝

山

柴
　

山
　

兆
　

雲
、
　

加
　

藤
　
利
　

昌
、
　

前
　

野
　

幸
　
『
　

吉
　

野
　

香
　
仙

、
　

柴
　

山
　

青
　

雲
、
　

清
　

六
　

陶
　

苑

林
　
　
　

沐
　

雨
、
　

清
　

川
　

一
　

陶
、
　

北
　

村
　

和
　

善
、
　

井
　

上
　

巻
　
峯

、
　

松
　

本
　
石
　

亭

（
以
上
、
昭
和
二
十
四
年
芸

術
陶
磁
器
認
定
委
貝
会
事
務
局
発
行
委
且
会
要

覧
に

よ
る
）

○
京
都
府
芸
術

作
家

組
合

前
述
の
、
（
芸
二

技
）
指
定
者

が
中
心
と
な
り
、

伝
統
芸
術

の
保
存
、

新
興
芸
術

の
発
達
、
輸
出
工

芸
の
発
展
を
目
的
と
し
て
、
京
都

府
芸
術
作
家

組
合
が
結
成
さ
れ
、

業
界
は

そ
の
陶
芸

部
と
し

て
こ
れ
に
参
川

し
か
。

そ
の
事
業

は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

・
禁

制
品

の
包
括
製
造
許
可
巾
辻

・
価
格
刮
限
の
適
用

除
外
許
可

申
請

・
製
作
割
当

・
製
作
品
自
粛
販
売
価
格

の
協
定

五
　
　
　

条
　
　
　

会

昭
和
五
年
、
五
条
清
水

在
住
の
陶
芸

家
が
、
創
即
工
芸
の
研
究
、
市
場
の
研
究
、
研
究
作
品
の
展
回
、
新
人

の
指
導

育
成
等
を
目
的
と
し
て
結
成
し
た
も
の
で
、

設

立
当

初
に
は
左
の
趾
、
々
が
会
員
と
な
っ
て

い
る
。

五
代
、
ご叩
小
（

兵
術
（
会
長
）
、
浅
見

五
郎

助
、

浅
見
与
志
三
、

并
本
米
泉
、

浮
田
楽
徳
、
小
川
文
禀
、
河
合
栄
之

銷
、
河
合
浜
太
郎
（
瑞
豊
）
、
河
合
罵
三
、
河
井
寛
次
郎
、

清

心
正
太
郎

。
六
代
、
六
兵
術
）
、
近
藤

悠
三
、

堀
尾
竹
荘
、

宮
川
西
泉
、
森
野
嘉
光
、

八
木

一
艸
、
山
本

茂
一
等
。

後
、
更

に
。
伊
東
翠

壺
、
加
藤

渓
山
、
叶

松
谷
、
諏
訪
蘇
山
、
人
丸
北
峯
（
初
代
）

等
が
入
会
し

て
精
彩
を
放
っ
て
い
る
。

一
五
五



一
五
六

こ
の
会
は

陶
芸
家
の
団
休
と
し
て

乂
、
有
力
作
家
の

集
団
と
し

て
は
京
都
業
界

で
は
最
初
の
も
の
で
あ
０

、

昭
和
十
七
年
、

和
貌
会
と
し

て
発
展
的
解
散
を
す

る
ま
で

に
、

十
数
回
に
亘
り
、
三

越
（
東
京
、
人
阪
）
人
丸
（
京
都
）
岡
崎
美
術
館
其
他
各

地
で
、
研

究
発
表

の
展
観
を
し

て
久
に
界
の
注
目
を
浴

び
、

乂

毎
月
研

究
会

を
開
い
て
、

官
展
、
地
方
展
の
出
品
作
の
研
究
、
課
題
作
品
の
研
究
、
批
評

等
壱
行
い
、
巾
場
研
究
の

た
め

全
円
有
名

陶
業

地
を
見
学
、

そ
の
紀
行
文
を
印
刷
配
寤
し

て
研
鑚

資
料
と

す

る
等
位

極
的
活
動
を
し
て
い
る
。

尚

こ
の
会
の
新
人
音
成
の
目
的
に
よ
っ
て
、

こ
の
今

に
入
会
し
た
人
々
の
巾
に
、
新
開
寛
山
、
岡
本
為
洽
、
八
田
百
谷
、
涌
波

蘇
済
等
の
人
々
か
お
る
。

三
　
　
　

梟
　
　
　

会

昭
和
五
年
、
三
条
柴
田
在
住

の
陶
芸
作
家
、
二
代

伊
東

陶
山

、
宮

永
東
山
、

楠
部
彌
弌

、
道
林
佞
正
、
三
代
伊
東
陶
山
、
伊
東

翠
壺

等
が
よ
っ

て
、

陶
芸
研
究
会
を
作

っ
た
。
こ
れ
が
三
条
会
で
あ
り
、
第

一
回
肢
㈹
を
京
都
美
術

倶
楽
部
で
開

い
た
。

昭
和
十
年
頃
迄
毎
年
展
映
を
京
都
及

び
東
京
三

越
（
二
回

）
神
戸
等
で
問
催
し
、
乂
、

こ
れ
に
は
夾
村

設
城
（

漆
芸
）
魚
野
白
醒
（
漆
芸
）

等
も
入
会
し

て
声
名

が
あ
っ

た
。

第

二

章
　

戦

後

の

動

き

第
　

一
　

節
　
　

本
　

邦
　

の
　

概
　

況

終
戦
直
後
の
吝
陶
磁
業
界
は
、
戦
争

に
よ
る
人

き
な
打

撃
か
ら
生
産
能
率
も
極
度
に
低
下

し
て
い
た
の
で
、

戦

後
需
要

の
急

増
に
応
ず
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ

は
燃
料
統
制
に
よ

る
燃
料
入
手
佳

に
加
え
て
、
原
料
上

の
翰

送
付

と
配

給
統
制
下

の
生
産
意
欲
の
減
退
が
あ
げ
ら
れ
る
。

乂
、
生
産
機
構
の
面
上
０

み

る
と
、
終
戦

後
ら

な
お
陶
磁

器
統
制

組
合
傘
下

の
各
企

業
体
は
戦

時
巾
の
企
業
合
同
の
ま
ま
で
あ
り
、

機
枯

脂
で
し
ば
ら
れ
て
お
０

、
生

産

の
点
か
ら
は
非
能
率
の
ま
ま
で
あ
り
、
そ
の
解
休
再

編
成

が
要
求

さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
京
都
は
非
戦
災
都
市
と
し
て
他
に
比
餃
し
て
有
利

な
条
件

に
あ
り
、
前
記

の
悪
条
件

を
克
服
し

、

且
つ
他
面
で
は

イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
背
景

と
し

て
め
ざ
ま
し

い
活
気
を
と
り
も

ど
し
た
。
こ
れ
は
戦
災

後
の
囗
川
食

俗
の
飛
川

と
、

逆
駐
軍
用

土
産
品
、

貿
易
品

と
し
て
、

あ
る
い
は
、
燃
料
、
米

食
不
足

に
よ
る
電
熱
盤
の
需
要
、
都

会

址
の
料
理
飲
食
店
上
り
の
需
要
な
ど

が
そ
の
盛
況
の
原
因
で
あ
っ

た
。

し
か
し
二
十

一
年
に
は
電
熱
器
ブ
ー

ム
も
そ
の
峠
を
越
し
了

定
熱
板
の
遐
要
も
減
じ
乂
高
級
食

器
の
大
要

も
稍
減
退
し

て
い
る
。

二
十

一
年
商
工
竹
工

業
統
計
表
（

五
人
以

上
の
工
場

）
に
よ
る
と
主
芸
産
地
の
陶
磁
器
生
産
状
況
は
次
の
よ
う
で
あ

る
。

工

場

数

石　三　 人　 京　福　 佐　岐　 愛

川 牡 坂 仁 周 回匸 ∩ ］

（
京
　

郎
）

四
四
五

三
四
一

七
九

一
六

五
七

二
二

二
九

二
九四

倥

生

産

額

（

百
万

円

）

四

七
一
万

二

○

七

三

五

三

一

二

四

ニ

ー

一
一九五

位

家

庭

川

品

（
飲

食

器

家

具

）

二

〇

七

一
五

九
三

一四　 三
一

匹 一一 Ｊﾌ で　九六
倥

碍
　

子

一

七
三五

一

一

一

四八一
一
倥

工

業

川

（
耐

峻

対

熱

川

）

二

六一 一 －

= み

乙 I . _ ･三
位

そ

の

他
二　　　 四　 六

八　 四　 八　 二　 三　 六一二五
位

即

ち

、

前

表

に
よ

る
と

、

府

下

生

産

額

は

二

、

四

〇

〇

万

円

で

、

全
円

五

位

を
占

め

、

そ

の

巾

、

家

庭

用

品

で

は

六

位

、

道

磁
器

関

係

で

は

二

位

で

あ

っ

た

。

翌
二

十

二

年

に

は
前

年

に

比

し

生

産

額

は

二

、

九

倍

の
増

加

と

な

匸

廴
い

る

（

前

年

比

、

愛

知
一
∵

九

倍

、

岐

阜

四

・

六

倍

、

三
皿

五

・

七

倍

）

が
、

そ

の
小

飲

食

器

関

係

で

は

三

・

五

倍

に

の

び
て

い

る
。

註
、
こ
の
聞
は
イ
ン
フ
レ
の
亢
進
中
で

あ
っ
た
の
で
割
引

し
て
考
え
る
必
要

か
お

る
と
し
て
も
、
上
記
数

字
中

に
は
五
人
以
下

の
工
場

が
除
外

さ
れ
て

卜
る
の
で

、
零
細
工
場
の
多
い
京
都
と
し

て

は
こ
の
統
計
に
あ
ら
わ
れ
な
い
而
で
も
大
い
に
洲

っ
た
こ

と
と
想
像
さ
れ
る
。

乂

京
都

生

産
額

の
人

半

は

、

大

工

場

を

巾

心
と

す

る
碍

卜
、

工

業

川

品

が
大

部

を

占

め

、

こ
れ

ら

は
一
咼
圧

碍

卜

の
松

風
工

業

、

耐

酸

陶

器

頸

生

産

の

高
山

耕
山

化

学

陶

器

等

に

よ

っ

て

生

産

さ

れ

た

も

の

で

あ

る
。

一
般

家

庭
用

品

は

問

崖

、

メ

ー

カ

ー

の
下

に

、

各

地

か

ら

の
引

合

が

殺

到

し

、

造

址

は

売

れ

る
と

い

つ

た

い

わ

ば

笑

い

の

止

ま

ら

な

い
状

態

で

あ

つ

た
と

い
え

る
。

し

か
し

昭
和

二

十

三

年

後
半

に

な

る

と

、

労
賃

高

騰

、

他

産
地

品

の

増

産

等

の

彫

響

を

受

け

て

不

振

の

笆

が

見

え

け

じ

め

、

二

十

四

年

に

な

る
と

、

ド

ブ

ビ
フ
ィ

ン

の

強

化

に
よ

り

、

に

わ

か

に

需

要

減

退

を

招

来

し

、

経

営

不

振

に

な

る

業

者

が
め

だ

っ

て

き

た

。

二

十

五

年

頃

で

は

海

外

需

川

不

振

か

ら

川

内

全

般

に

不

況

と

な

〇

、

二

十

六

、

七

年

の
横

ば

い
時

代

を
経

て

、

二

十

八

、

九

牛

に
は

内

外

活

況

の
影

響

を
受

け

て
俎

仲

し

一
五
七



一
五
八

だ
。
三
十
二
年
に
は
再

び
不
況
と
な
っ

た
が
、
業
界

に
は
さ
ほ
ど
深

刻
な
影
糾
も
な
く
、
三
十
四

年
以
降
の
好
況
期
に
入
っ

た
。

三
十
五
、
六
年
は
、
東
南
ア

ジ
ア
方
面

の

洋

食
器
輸
出

の
不
長
の
影
響
を
受
け
て
、

愛
知

、
岐

阜
の
メ
ー
カ
が
内
地
向
に
一
部
生
産
を
切
り
朴
え
、
家
庭
生
活
の
洋
風
化
と

な
ら

ん
で

そ
の

進
出
目
覚
し
い
も
の

が
あ

っ

た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
本
邦

陶
磁
器
業
界

は
内
外

の
需
用

に
さ
さ
元
ら
れ
て
活
況
を
呈
し
て
い

る
が
、

こ
れ
を
、
窯
業
統
計
年
表
（

通
商
産
業
人
巨
宜

恆
調
査
統
計
部
鎬
昭
和

三
十
六
年
版
）
に
よ
っ

て
見

る
と
、

昭
和
三
十

五
年
中
に
お
け
る
陶
磁
器
生
産
は
数
量
で

七

六
〇

・
九
千
ト
ン
、
金
額
（
給
付
籵
を
含
む
じ
で
は
五
八

一
億
円

に
上

る
と
記

録
さ
れ
て
い
る
。
乂

一
方
同
年
巾

の
陶
磁

器
輸

出
額

を
大
蔵
省
貿
易

統
計
に
示

す

Ｆ
・
Ｏ
・
Ｂ
価

格
に
よ
れ
ば
、
三
七
億
七
、
四
〇
〇
万
円
（

一
〇
、
四
八

五
万

ド
ル
）
で

同
三
十
四
年
実
績
を
二

一
％

上

媼
っ

て
い
る
。

こ
れ
は
飲
食
器
、
玩
具
、
置
物
等
輸
出
額

の
大
半
（
四

五
～

五
五
名
）
を
占
め
る
北
米
向
輸
出
の
堅
調
と
、

世

界
的
な
建
築
景
気
を
反
映
し

た
タ
イ
ル
の
輸
出

の
萱
実

な

伸
長
、
及
び
ア
ジ
ヤ
、

ヨ
ー
ロ

。
パ
、
北
米
向

の
電

気
用
品

の
抽

出
増
等
が
大
き
く
影
糾
し
た
も
の
で

あ
る
。

第

一一

節
　
　

京
　

都
　

の
　

動
　

き

第
　

一
　
項
　

戦

後

に

お

け

る

組

合

商
工

協
同

組
合

終
戦
に
よ
り
戦
時

統
制

立
法
で

あ
っ
た
商
工

組
合

法
は
廃
止
と
な
り
、

新

た
に
協
同
組
合
主
義

が
登
場
し

て
き
た
。
即

ち
昭
和
二
十
一
年
、
商
工

協
同

組
合
法
［
昭
2
1・

忖
］
・
ｎ

・
法
第
五

一
号
）

が
制

定
さ
れ
た
が
、

本
法

は
商
業
、
工

業
を
行
な
う
者
の
緊
密
な
結
合
に
よ
０

、

面
子
業

の
改
良
発
達
を
図
る
た
め
、
組
合
員
の

事
業
経
営

の
合

理
化
に
必
要
な
共
同

施
設

を
な
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
同
法
附
則

に
よ
り
商
工
組
合
法

は
廃

止
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り

戦
時
中

の
陶
磁
埜
工
業

統
制

組
合

も
解
散
と
な
り
、

佶
算
段
界

に
は
い
り
、

新
法
の
下

に
新
た
に

昭
和
二
十

一
年
京
都

府
陶
磁
器
工

業
協
同
組
合
　（

理
乍

長
、
藤
岡
幸
二
）

が
発
足
し

た
。

京

都
府
陶
磁
器
工

業
協
同

組
合
は
、
陶
磁
器
工

業
統
制
組
合
の
解
散
後
の
商
工
業
の
発
展
に

役
立
て

る
た
め
、

組
合

員
の
必
要
と
す

る
共
同
施
設
を
設

置
す
る
こ
と

を
目

的
と
し
て
い
た

が
、

工

戦

後
の
物
資
不
足
の
下
に
あ
つ
て
は
ノ

配

給
割
当
が
行
わ
れ
て
い
て
組
合
が
担
当
機
関
と
な

る
場
合

が
多
く
、

統
制

的
色
彩
が
残
存
し

て
い
た
。

２
　

組

合

員

の

資

格

に

限

定

が
な

か

っ

た
た

め

、

犬

企

業

の

加

入

が

あ

っ

て

、
真

の

中
小

企

業

者

の

組

合

で

は

な
か

っ

た

。

等

の
欠

陥

か

お

り

、

実

態

は

資

廿

配

給

機

関

と

し
で

の
機

能

を

現

わ

し

た

に

過

ぎ

な

か

っ

た

と

も

い

え

る
。

註
、
こ
の
組
合
法

の
下

に
業
界
組
合
と
し
て
結

成
さ
れ
た
も
の
は
、
前
記

の
京
都
陶
磁
器
工

業
協
同

組
合
の
ほ
か
、
左
の
辿
り
で

あ
っ
た
。

京
都
陶
磁
器
卸
商
業
紅
合
　
　
　
　
　
　
　（

理
半
長
　
桝
　
木
　
　
　
安
）

京
都
府
陶
磁
器
商
業
協
同
組
合
　
　
　
　
　（

作
事
長
　
平
　
岡
　
川
　
古
）

近
畿
陶
磁
耳
原
料
工
業
協
同
細
合
　
　
　
（

理
半
長
　
工
　
川
　
直
　
道
）

京
都
タ
イ
ル
衛
生
陶
器
商
工
業
協
同
組
合
（

川
半
長
　
平
　
田
　
忤
太
郎
）

こ

の
商
工

協
同

組
合
法

は
昭
和
二
十
四
年
廃
止
さ
れ
新

た
に
中
小
企
業

等
協
同
組
合
法

が
制

定
さ
れ
、
京
都
府
陶
磁
器
協
同
組
合
等
の
発
足
を
み

た
。

第
　

二
　

項
　
　

陶
　
　
　

芸
　
　
　

界

（
文
殷
）

明
治
四
十
年
文

部
省

展
覧
会
（
文
展
）
の
発
足
当
時

は
、
工
芸

界
待
望
の
工
芸

部
門
が
な
く
、
大
正
二
年
、

農
商

務
竹

に
よ
り
、
丁
芸
発
展
と

（
殷
殷
）

貿
易

振
興

の
た
め
、

農
商
務
展
（
農
且
）

が
問
か
れ
、
後
面
工

省
主

管
と

な
り
、

（
商
工
展
）

商
工

省
工

芸
展

覧
会
（
商
工
展
）

と
改
称
さ
れ
た
が
、
（

こ
の
商
工

震
は
1
0［
囲
ま
で
］
京
都
の
陶
芸
家
で
は
、
伊
東

陶
山
、
汗

水
六
兵
衛

、
行

水
東
山
、

沢
出
氷

山
、

河
村

蜻
山
、
河
合

卯
之
助
等
の
活
躍

が
見
ら
れ

た
。

（
帝
殷
）

大
正
八
年
、
文
展
は
帝
展
と

な
っ

た
が
依
然

、
工
芸

部
門

の
設
置
な
く
、
漸
く
昭
和
二
年
、
帝
国
芙
術
展
覧
会
（

第
八
回
）
　
に
第
四
部
、
工

芸

が
は
じ
め
て
新
設

さ
れ
、

陶
芸
家
も
、
従
来
と

も
す

る
と

軽
視
さ
れ
て
い
た
地
歩
か
ら
美
術
家
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
帝
震

の
審
査
員
に
は
五
代

、
清
水
六
兵
衛
（
京

都
）
、
板
谷

波
山
（
東
京
）

が
選

ば
れ
て
い
る
。

註
、
昭
和
二
十
一
年
に
は
帝
殷
㈲
止
き
れ
、
日
展
が
始
ま
り
、
多
く
の
陶
芸
家
、か
参
加
し
て
い
る
。

こ
の
間

、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
、

柳
宗

悦
、
河
井

寛
次
郎
、

富
本

憲
吉
、
浜
田

庄
川

等
に
よ
０

民
芸
運
動

部
お
こ
り

昭
和
三
年
四
月
国
川
会

に
工
芸

部
を

設
け
た
。
乂
、
京
都
で
は
他
部
弥
弌

、
河
村
喜
太
郎
、
八
木

一
卿
、

道
林
俊
正

、
河

合
栄
之
助
、
新
居
誰
山
等

が
、
赤
土
会
、
熕

々
会

を
つ
く
っ
て
い
る
。

一
五
九



匸
（

○

其

後
言
本
憲
吉
等
は
国
川
会
を
離
れ
新
匠
工
芸
会
を
組
織
し
て

い
る
。

昭
和
二

十
三
年
に
は
東
京

の
東

陶
会
（

板
谷
波
山
）
に
対
し
て
、
京
都
に
京
都

陶
芸
家

ク
ラ

ブ
（
介

長
計

水
六
兵
衛

）
が
発
足
し
、

他
方
前
衛
的

な
作
風

の
㈲
芸

家
た
ち

に
よ
り
走
泥
社
（

昭
和
二
十

三
年
）
、
四
耕
会
（

昭
和
二
十
二
年
）

が
結
成
さ
れ
て
い

る
。

同
二
十
八
年
に
は
京
都
青
陶
会
（
代
表
、
他

部
弥
弌
）

が
発
足
し

、

翌
二

十
九
年
に
は
重
要

無
形
文

化
財
指
定
制
度
が
始
ま
０

、
（
石
黒
宗
隣
、
宇
野
宗
光

等
が
指
定
）

翌
三
十
年
こ
れ
ら
の
人
を
巾

心
に
日
本
工
芸
会

が
発
足
し

、
日
震
派
工
芸

家
と
と
も
に
、
活
澂
な
動
き

を
み
せ

て
い
る
。

昭
和
三
十
六
早
に
は
、
完
本
憲
吉

が
文

化
勲

章
告
授

賞
さ
れ
、

乂
、
活
水
六
兵
衛
、
楠
部
弥
弌

が
揃
っ
て
芸
術

院
会

計
に
推
挙
さ
れ
た
の
は
、
陶
芸
家
の
み
な
ら

ず
、
京

都
陶
磁
器
哭

界
の
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

な
お
、

こ
れ
ら
陶
芸
家

グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
つ
い
て
は

後
述
す

る
。

第
　

三
　

項
　

試

験

研

究

教

育

養

成

機

関

京
都
は
窯
業
に
関
す

る
研
究
、
教

育
等
に
つ
い
て
は
ま
こ
と
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

先

づ
明

治
初
期

に
京
都
府
に
舎
水
局

が
で
き

て
化

学
に
関
す

る
研

究
傚
閇
と
し
て
発
足

し
、
か
の
有
名
な

ド
イ
ツ
人
、
ゴ
ッ

ド
フ
リ

ー
ト
、

ワ
ダ
ネ
ル
階
十

を
招

い
て
工
業

化
学
万

般
、
殊

に
窯
業
に
関
し
て
指
導
せ
し
め

た
。

次
に
明
治
二

十
九
年
に
京
都
巾

が
全
国

に
率
光
し

て
陶
磁
俗
試
験
場
を
設
立
し
、
前
記
ワ
グ
ネ

ル
博
十

の
高
弟
、

藤
江
永
孝
を
場
長
に
招
い
て
試
験
研

究
、
業

界
指
導
に

力
を
つ
く
し
、

全
国

に
範

を
た
れ
た
。
大
正
八
年
国
立
に
移
竹
し
て

益
々
そ
の
機

能
を
発
抑
し

、

植
田
、
平
野
両
場
長

よ
り

秋
月

、
中
根
、
藤
井
の
場
長
を
経
て

発
展

的
に

名
古
屋
の
工
業
技
術
研

究
所
に
吸
収

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（
こ
の

こ
と

に
つ
い
て
は
既

に
明
治
篦
に
詳
述
し

た
と

こ
ろ
で

あ
る
）

こ
の
開
、
京
都
府
は
市

立
試

験
場

が
国

立
に
移
竹

さ
れ
て
後
、
市
立
工
業
研

究
所
内

に
窯
業

部
を
付

設
し
、

ゼ
ー
ゲ

ル
三

角
錐

の
製
造
を
併
せ
て
窯
業
万

般
の
試
験
研
究

に
当

る
こ
と
と
な
り
、
現
在
の
工
芸

指
導
所
内

の
窯
業

部
と
進
ん
で
、
そ
の
活
動

が
続
い
て
い

る
の
は
誠
に
尊
い
存
在
で
あ

る
。

こ
の
試
験
場
に
は
巾
立
時
代
か
ら
既
に
徒
弟
亘
成
機
関

と
し

て
伝
習
所
を
併
立
し
て
、

多
く

の
有
能
陶
工

告
示

出
し
て
お
り
、
現
在
工
芸

指
導

所
と
な
っ
て
そ
の
名
袮
も

講
習
所
等
幾
度
も
変
っ
た
が
、
徒
弟
教
育
の
目
的
は
変
り
な
く
続
い

て
い
る
。
其

修
了

生
は
全
国

に
亘
り
、

各

々
指
導
的
立
場
に
あ
る
こ
と
は
頸
ら
し
い
次

第
で

あ
る
。

教
育
機
関
と
し

て
は
京
都
大
学
に
明
治
三
十
一
年
二
月
製
造
化

学
科
を
置
き

窯
業

関
係

で
は
中
沢
岩
太
博
士
や
細
木
松
助
博
士

が
袒
仟
、

の
ち
工
業
化

学
科

と
改

称
し

て

窯
業

の
講
座
を
も
ち
、

藤
江

永
孝

試
験
場
長

が
講
師
と
な
っ
た
が
借
し
く
も
逝
去

に
よ
り
巾
絶
、

其

後
に
お
い
て
、

柚
田

没
橘
叫
士
　（
国
立
試
験
所
長
）
　
が
教
縦
に
立
ち

乂
、
吉
岡
藤
忤
、
沢
井

郁
太
郎
博
士
、
円

代
仁
階
士
、
梅
屋
跡
上
等
、
代
々
名
教
授

か
後
を

継
ぎ
後
進
の
指
導
に
当
っ
て
い

る
。

明

治
三
十
六
年
、
京
都

高
等
工
芸

学
校
が
設
立
（

初
代
校
長
、
中
沢
岩
太
吩
士
）
さ
れ

た
が
当
時
は

窯
業
科

は
な
く
、
昭
和
四
年
四
月
陶
磁
器
科
が
開
設
さ
れ

た
。

そ
の

設
置
の
経
過
は
、

さ
き
に
大
い
以
高
等
工
業

学
校
の
窯
業
科
が
廃
止
さ
れ
、
東
京
高
等
工
業
学
校
の

窯
菜
科

に
併
合

せ
ら
れ
た
の
で

業
界
は
京
都

に
こ
れ
を
設
置
す

る
た
め

の

連
動
を
起
し
、
よ
う

や
く
設

置
さ
れ
た
も
の
で
、
昭
和
十
二
年
四
月
、
窯
某
科
と
改
称
、
戦
時
巾

に
は
、
京

都
工
業

専
聞
学
校
京
業
科
と
な
っ

た
。

昭
和
二
十
四
年
、

学
制

改
革
に
と
も
な
い
、
京
都
工
業

専
門

学
校
及
び
京
都
繊
維
専
門
学
校
を
母
体
と
し
て
、
両
立
新
制
人

学
、
京

都
工

芸
繊
維
大
学

が
設
置
さ
れ
、

同

学
工
芸

学
部
窯
業

学
科

と

な
り
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
初
代
科
長
、
小
昌

幸
三
郎
、
現
在
科
長
、
有
森
毅
叫
士
の
下
に
、
今
田
佶
、
奥
川
進

等
の
新
鋭
教
校
が
あ
０

、

川
辺
雀
山
も

教
鞭

を
と
っ

だ
こ

と

か
お
り

、
窯
業
界

各
方

面
に
技
術
者
壱
送
っ
て
い

る
。

巾

等
程
度
の

救
育

に
就

い
て
は
、

巾
立
陶
磁
器
試
験
場
附
罔
いし
習
所

が
第
二
工
業
学
校
の

一
部

に
移
っ
て

陶
磁
教
行

を
つ

づ
け

、

今
は
伏
見
高
等

学
校

窯
業
科
と
し

て
っ

づ
い

て
い

る
。
古
く

は
辻

晉
六

が
教
鞭
を
と
り
、
小
川
新
一
郎
、
城
島
守
人
等
も
先
生
で

あ
っ

た
。
今

は
陶
彫
に
巧

み
な
船
津
英
治

が
教
育

に
当
っ
て

い
る
。

乂
、
泉
涌
寺

に
は

新
し

く
囗
吉
ヶ

丘
高
校
に
陶
磁
科
が
で
き
、
鈴
木
渋

が
指
導
し
、

市
立

の
美
術
人

学
に
も
陶
磁
器
科
が
あ
っ
て
完
本
憲
吉
、
近
藤
悠
三
、
藤
本
能
辿

等

が
教
授
に
当
っ
て
い
る
。

五

条
坂

の
陶
磁
行
工
業

組
合

の
建
物
内
に
、
昭
扣
二
十
一
年
、
戦
後
の
失
業
救
済
の
一
環
と
し
て

京

都
府
が
陶
工

柿
導
所
を
設
け
、
成
川

川
毋

陶
等
を
指
導
し
、
現

在
で

は
陶
工
職
業

訓
練
所
と
し
て
声
名

か
お

る
。

１
　

国
立
陶
磁
器
試
験
所

京

都
市

立
陶
磁
器
試
験
場

は
、
地
元
業

界
あ
げ
て
の
要
望
に
よ
り
、
人

正
八
年
四
月
、
国
に
移
竹
さ
れ

る
こ
と
と

な
り
、

こ
れ
よ
０

、
我

が
国
陶
磁
器
工
具
の
改
善
、
允

展
を
図
る
唯

｝
の
機
関
と
し
て
発
足
し

た
。

本

所
は
伏
見
区
深

草
正

覚
町
に
、
敷
地
五
、
九
一
〇
坪
、
建
物
二
、
二
九

一
坪
を
占

め
、

器
呉
、
機

械
、

内
外

参
考
品
多
数
を
存
し
、

国
立
移
行
当
時
は
研
究
部
、
谷
画

部
、
陶
彫
部
（

沼
田

一
雅
指
導
）
庶
務
課
の
三
部

一
汗
か
ら

な
り
、

そ
の
後
数
度

の
改

革
を
経
て
、

昭
和
二
十
四
年
九
月

に
は
、
研

究
部
（
四

課
）
、
製
作
部
（
四
課
）
、
東

海
支
所
（

⊇
課
）
と
な
っ
て
い

る
。

匸
（
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同

所
、
所
管
の
事
業
概
要
は
次
の
と

お
り
で
あ
っ

た
。

１
　

陶
磁
器
に
関
す
る
試
験
研

究

２
　

陶
磁
器
の
原
材
料
の
品
質
の
鑑
定

３
　

陶
磁
器
の
試
作
及
び
宣
伝

、
補
導
、
指
導
並

び
に
談

話

４
　

陶
磁
器
の
意
匠
図
案

の
研

究
及
び
調
整

５
　

陶
磁
器
試
作
品

及
び
加
工

材
料
の
配

布

本
所
の
ぼ
代

所
長
は

つ
ぎ
の
通
り
で

あ
る
。

初
　
代

二
　

代

三
　

代

四

代

五

代

植
　

田
　

豊
　
橘

平秋中藤

野
　

耕

月根
　

正

井
　

兼

輔

（
大

正
　

八

、
　

四

～

昭

和
　

五

、

一
〇

）

（

昭

和
　

五

、

一
〇
～

〃
　
　
匸

气
　
　
二

）

透
　
つ
　

コ
一

雄
　
つ
　

二
一

笑
　
⊇
　

二
四

二
？

〃
　

二

二

三
～

〃
　

二

四

、

六
～

一

一
一

口

」｡｡
ノ丶

口口

国

立
移
管
よ
り

廃
止
に
至
る
迄
の
経
巡
は
、

大
正
八

年
　
国

立
移
管
（
農
商
務
省
所
竹
）

大
正
十
四
年
四
月
　

商
工

省
所
管
と
な

る
。

昭
和
三
年
　

伝
習
生

養
成
を
開
始

す
る
（

昭
和
二

十
七
年
ま
で
に
、
四
十
七
回
、
延
五
四
五
名
の
有
為

の
製

陶
家

を
輩
出
し

か
）

昭
和
八
年
　

愛
知
県
瀬
戸
試

験
場

を
あ
ら
た
に
本
所
に
附
属
経
営
す

る
こ
と
と
な
っ

た
。

昭
和
二
十
三
年
　

調
査

指
導
部
を
新
設

昭
和
二
十
五
年
五
月
七
月
　

創
立

三
〇
川
年

記
念
式
典

を
挙
行

昭
和
二
十
七
年
三
月
　

廃
止

本
所
に
お
い
て
の
研
究
成
果
は
っ

ぎ
の
と
お
り
で
あ
り
、
業
界

振
興
に
大

い
に
役
立
っ
た
。

工
　

洋
式
建
築
用
陶
磁
器

２
　

陶
試
紅
（
装
飾
用
顔
料
）
、

陶
試
辰
砂

（
着
色
釉
）
の
製
出
。

３
　

白
雲
陶
器
二

子

月
石

陶
磁
懸

陶
磁
造
花
の

考
案

４
　

不
良
原
料
の
擺
良
化
に
つ
い
て
の
操
作
工
程

５
　

酸
化
鉄
の
除
去
試
験

６
　

重
油
に
よ
る
焼
成
法

７
　

木
質
材
料
粉
末
焼
成
法

８
　

釉
薬
、
素
地

等
の
脱
泡
装
置
等
の
研
究

９

一
六

二

昭
和
十
六
年
以
降

は
、

金
属
代
用

品
の
試
作
研
究
、
耐
熱

陶
磁
器
の
試
作
、

特
殊
磁
器
と
金
属
と
の
結
合
研

究
、
陶
器
貨
幣

の
試
作
。

こ
の
開
工
業
技
術
庁
で
は

全
国
試

験
所
の
再

編
成
の
た
め
機
構
の
改
革
を
図

る
こ
と
に
な
り
、

当
試

験
所
の
移
転
問
題
が
起
り
、
一
時
小
康
を
み

た
か
に
思
わ
れ
た

が
、

翌
二
十
六
年
八
月
頃
か
ら
再

び
通
商

産
業

省
内
に
お
い
て
、

綜
合
技
術
研

究
所
設

段
の
議
が
起
０

、
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
名
古
屋
工

業
技
術
研

究
所

設
置
が
実

現
す
る
こ

と
に
な
っ

た
。

こ
こ
で
、
本

試
験
所
も
こ
れ
に
併
合
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
二
十
七
年
三
月

限
り

閉
鎖
さ
れ
て
、
そ
の
施
設

け
新

た
に
京
都

市
工

芸
指
導
所
に
転
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ

た
。

以
上
、
試
験
所
の
概
略

に
つ
い
て
述

べ
た
が
、
そ
の
廿

有
余
年
開
に
わ

た
る
試
験
研
究
項
目

を
左

に
列

記
し

て
、
将
来
の
研
究
、
試
験

等
の
参
考
と
し

た
い
。

国

立

陶

磁

器

試

験

所

試

験

研

究

項

目

大
正

十
一
年

十
一
月

年

月

日

２　１

試
花 古

瓶 来 作
｀　釉
呑　薬
炉　 の

｀　応
置　用
物

装
篩

夕ィ

弋

朿
洋

趣
昧
肉
皿
等

の
試
作

項

目

袒。

当

報
告

第
１
号

備

考

一

六
三



木
ｙ
」
十

一

年

十

一

月

報
　
告

↓
　

純
白
仁

破
質
砠
石

製
辻

の
一
試
験

２
　

齟
質
陶
呉
半

透
明

釉
薬

の
研
究

３
　

ウ
ラ
ニ
ウ
ム
朱
色
和
薬
及

び
同

用
薬
堅
祐
］
変
化
試
験

♂ V♂ I V i =

1

大
正
十
二
年
十
二
月
　

２

大
正

十
三
年

十
二
月

支
那
呉
須
代
川
品
合
成
試
験

陶
磁
芥
川

無
俎
上
絵
具
凋
怙
試

験

３
　

木

花
寺
に冂
砠
釉
薬
試
験

１
　

匣
鉢

坏
上

の
研

究

２
　

破
質
賍
器
川
呉
須
試
験

３
　

石

膏
又

は
仏
土
製
造
に
鋳
辺
す

る
頤
械
川
彫
刻
・陶
板

、
金
型
製
作
試

験

石　上

井　田

技　技

手　手･

赤

塚

技

丁

石

井

技

手

三
　

槓
　

技
　

子

報
告
示
２

号

似
告
卵
３

号

一

六

四

一

六
五

大

止

十

五

年
　
一
　
月

昭
和

二

年

三

月

昭
和

三

年

五

月

昭
和

四

年

三

月

昭
和

五

年

三

月

昭
和

七

年

三

月

昭
和

八

年

三

月

Ｉ
　

灰
俑
と
灰
釉
薬
の
研

究
及

び
介
成
試
験

２
　

砧
古
磁
釉
肩
製
試
験

硝
子
言
上
絵
具
（
和
絵
具

）
と
磁
浴
釉
薬
と
の
関

係
並
び
に
そ
れ
ら

の
膨
服
係
数

化
粧
上
の
研
究

陶
砠
器
に
銅
仮
転
写

を
応
川
す
る
試
験
に
つ
い
て

米
国
独
立
百
五
十
年
記
念
万
国
せ

に
試

作
品
出
品

官
邸
贈
退
宮
に
際
し
、
試

作
品
の
陶
使
川

６
　

試

作
品
と
し
て
、

パ
ネ
ル
、
フ
リ
ー
ズ
其
他

上

に|

技

手

石

井

技

手

赤

塚

技

師

上

目

技

師

福

川

技

師

報
告
第
４
号

赧
告
第
５

号

－　 - = = - 丶

｜

報
告
第
７

号

８

号

９

口万

似
告
第
1
0号

昭
和

六

年

三

月

１

粉
伜
特
開
か
磁
石

素
地
に
及

ぼ
す
影
響

赤
　
塚
　

技
　

師

２
　

人

然
普
迦
の
原
料

に
よ
る
最
低
熔
融
混
合
物
の
研

究
並
び
に
こ
れ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報
告
第
６

号

釉
薬
へ
の
応
川
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
　

塚
　
技
　

師

よ
　

試
作
品
－

装
飾

ぐ
不
ル
、
モ
ザ
イ
ク
敷
瓦
、
装
飾
電
灯
台

↓
　

素
地
中
の
俗
士
と
産
駿

と
の
関
係
が
其
物
理
的
性
質

に
及
ぼ
す
影
響

２
　

新
設

の
稍

マ
ッ
フ

ル
窯
及
角
窯

３
　

点
幻
喩
水
川
彫
刻
、
装
飾
電
灯
台
、
煖
炉
、

パ
ネ
ル
等
の
試
作

４
　

陶

磁
器

と
硝
子

と
の
結
Λ
囗
に
よ
る
試
作
品

１
　

天
然
、
合
成
雨
大
皿

翁
素
地
の
比
餃

２
　

和
絵
具
謳
製
試
験

３
　
（
‥
成
な
ま
こ
釉
の
羂
製

４
　

陶
材
応
川
意
匠
研

究
試

作
品

工
　

電
熱
器
川
苫
土
質
素
地
の
研
究

２
　

脱
器
素
地
の
物

理
的
性
質
及

び
機
械
的
強

度

３
　

陶
磁
器
燃

成
川
不
述
続
式
窯
の
重
油
焼
成

工
　

試
作
、
意
匠
図
案
研
究
応
川

２
　

試
作
、
農
村
工
芸
品

３
　

試
作
、
日
本
趣
味

の
洋
食
皿

４
　

磁
言
マ
ジ
ョ
リ
カ
の
鋼
製

↓
　

陶
磁
器

原
料

の
精
選
に
浮
遊
選
鉱
汢

の
応
川

２
　

天

望
石

の
品
質

並
び
に
応
川
試
験

３
　

金
銀
箔

の
焼
付
試
験
研
究

小赤 赤

川塚 塚

技技 技

手師 師

小　 飯　赤

林　田　塚

技　技　技

丁　丁　師

塚 塚 川

技　技　技

師　師　 莟

‐

ｌ

ｉ

‐
‐

１１

吉
（
工

溥

）

川
　

技
　

師

井

本

･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ = ･ ･ ･ ･ , ･ ･ , ･ ･ , ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･¶ I¶ 7 =¶ ･ = - - -¶ ･ = ¬ ･ ･ ¶ ･ ･ ･ ･ ｡ ･¶ ･ r ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ l , l - ･ I I I - ･ , ･ ･ , I X , ･ ･ ･ , ･ X , l - I w I¬ - - J ･ ･ - ･ ¶ - - ･ - ･ 7 - ･ - ･ ･ - ･ - =¶ =¬ ･

報 　 　 　 　 　 　 　 報

告 　 　 　 　　　　 告　　　　 ：

第　　　　　　　　 第

技
　

弔



十

- - - - - -  r w ♂ ･ I〃 -

４
　

和
絵
具
上
の
金
焼
付

の
試
験

－

・
‐

１
　

光
電
池

に
よ
る
柚
土
の
解
膤
剤
に
関

す
る
研
究

２
　

坏
土
の
可

塑
性
に
関
す
る
研

究

粘
土
顫

の
微
細
度

と
可

塑
性
と
の
関
係
に
つ
い
て

工
　

有
孔

皮
大

な
る
陶
器
素
地

の
通
水
孔

の
大
き
さ
の
測

定

２
　

朝
鮮
産
、
磁
土
、
陶
遐
及

ペ
グ
マ
タ
イ
ト
に
就
て

３
　

信
楽
産
粘
上
川

を
主
原
料

と
す
る
有
色
陶
器

の
試
験

４
　

ク
リ

ー
ム
色
無
貫
乳
陶
器

年　，

１
１

一
般
飲
食
川
陶
磁
器
特
に
皿
類
の
衝
唯
強
度
に
つ
い
て

Ｏ

竃
石

を
利
川
す
る
陶
砠
器

に
つ
卜
て
研
究

Ｏ

雲
陶
器
に
つ
い
て

自
雲
石

を
槌
助
溶
剤

と
す

る
陶
試
新
賍
器

に
つ
い
て

Ｉ
　

各
稲
粘
土
の
膨
潤
性

に
つ
い
て

２
　

各
種
粘
土
の
水
素
イ

オ
ン
濃
度
に
つ
卜
て

３
　

粉
砕
と
可
塑
性

と
の
関
係

４
　

陶
試
辰
砂

の
試
験
研

究

５
　

畢
（

デ
牛
川
に
ゴ

ム
液
の
活
川

に
つ

い
て

１

陶
磁
器
の
自
さ
及
び
色

の
測
定
法

２
　

Ｘ
線
放
射
写

真
に
よ
る
陶
磁
器
の
試
験
に
つ
い
て

‐
－

－
－

‐１１　　 ３

つ

い
て

㎜ ■■■■■■■■■■㎜㎜■㎜■■■･｡･･- ㎜ ■
1　　　　　　　1

赤　 小 寺 小 藤　

，

磯　　　 磯　 ｜　 井

本

技

手

松

枝

手

塚　川 茴川 井　＝　松

技

手

技 技 技技 技

師 師 丁師 ］二

藤

井

技

報

告

第
一１１

号

'｣絹 兄沢

鰕
告
第
1
2号

手
　

服
告
第
８
号

村 川野

技 枝所

子 師長

磯

松

”　 力/

技

師

寺

｣||む

技

手

井
　

本
　

枝
　

冫

－－

・
　
　

－
－
　

丶
　

－

藤
　

并
　

技
　

胆

報
告
第
1
4号

報
告

第
1
5号

報
告
第
1
6号

ぞか/j へ　X/

崎川

技技

手師

り　 品　と　に　八　茂 品研 の の　よ　び び の

究
研 結 る 試 試 研

試 究 今 代 作 作 究
作　試　に　川　品　品 試
作 つ 品　　　 作

い　のて　試

の　作
研　研
究　究

→

心夾　心
仁

に　 的
糾

白

J剔　法　仏則･ に　に

の　つ　
つ

研　い　い
究　て　て

｜引

径
哽
度

と　罔　　ｨ1　 羂t　j艾
す　砠　　 に　微　に
る　器　　 っ　 諳　っ

陶　 ｀　　い　
写　い

試　自　　 て　真　て
新　 雲　　　　 的

砠　陶　　　　 考
器　 器　　　　 案

に　にっ　就

い　 て
て

(2) (2) ・

1吋　　　7魯　川’。　　　 鉈　と

陶　　　
石　す

試　　　 を　る
糺　　　 使　無
゛　　　 川　員
の　　　 す　孔

馴　　　 る　陶
棺　　 ボ　器
法　　 ｜

ン
チ

ヤ
イ
ナ

｜
の
製

井　　　　　　 保

木　　　　　　 野

技　　　　　　 技

手-　　　　　　師

-｡~丁　-11‘二　 膃

］ 井

匸

井　藤　藤

木 井･ 并

技　技　技

]ﾐ　師　師

沢小 平

村川 野

技技 所

手師 長

寺小 藤　藤

崎川ﾅﾄ　 并

助技 技 技

耳卵 師　師

勺七汳ﾆﾄ ぞ加　　 りjと/卜

崎 口 野 崎　　 崎 川

技 技 所 技　 技 技

丁手 長 冫　 ］こ師

讐
ｸﾞj
号

似京

ﾃﾞ1
う

似
告
示
20
号

報
告
第
18

19
号

報

遡こ
且
殞17

号

二
（

六

一
六

七

昭
和

八

年

六

月

昭
和

九

年

十

月

昭
　
和

昭

和

十

一

年

昭

和

十

二

年

昭
和
十
三
年

四

月

昭

和

十

五

年

昭

和

十

八

年

昭

和

十

六

年

一

昭

和

二

十

年

Ｉ
　

原
料
の
品
質
試
験
及

び
そ
の
応
川
、
陶
石
傾
に

り
乙
　
誼
了

産
柚
土
川

を
原
料

と
す
る
無
俗
孔
陶
器

３
　

骨
灰
の
代
川

と
し
て

燐
胆
石

を
使
川
す

る
ボ
ー
ン
チ
ャ
イ
ナ
ー
の
製

造

に
つ

い
て

４
　

高
火

度
桃
花
紅
化
顔
料

（
陶
試

紅
）

の
羂
銷
法

陶
砠
器

釉
薬

の
光
沢
度
に
つ
い
て

２
　

陶
巵

⑤
釉
薬
の
立
体
顕
微
鏡
写
真
的
考
案

３
　

深
海
村
産
の
入
京
陶
訌
に
つ
い
て

工
　

白

公

石

を

利

川

す

る

陶

磁

石

、

白

雲

陶

器

に

就

て
　
　

閇

２
　

白

雲

石

を

柿

助

熔

剤

と

す

る

陶

試

新

磁

器

に

つ

い

て
　

閇

－
－
－
－
　

－－
－－
－
－
－－
－
　
　
　
　

－
　
　
　
　
　
　
　
　

－
－
　
　
　

－
　
　
　
　
　

－

１
　

陶

磁

器

の

色

彩

測

定

法

に

つ

い

て

２
　

陶

磁

器

の

硬

度

測

定

法

に

つ

い

て

Ｉ

引

径

硬

度

上
絵

パ
ス
テ

ル
彩
川
顔
料
の
研

究

新
興
陶
磁
谷

に
関
す

る
一
般
物
理
的
試
験
研
究

新
興
陶
磁
答
の
試
験
方
法
並
び
に
其
試
験
結
果
に
つ
い
て

陶

磁
俗
に
よ
る
金
綴
代
川
品

の
研
究
試
作

１
　

耐
熱
陶
器

の
研
究
及

び
試
作
品

２
　

耐
熱
磁
器
の
研
究
及

び
試
作
品

３
　

そ
の
他
の
陶
磁
器

に
よ
る
代

川
品
の
試
作
研
究

４
　

特
殊
磁
器
と
金
図

と
の
結
今
に
つ
い
て

の
研
究

５
　

軍
に
必
要

な
代
川

品
の
研
究
試
作

６
　

陶
器
に
よ
る
貨
幣

の
研
究
試
作



昭

和

一一
十

六

年

昭

和

一一
十

五

年

昭　　　 昭

和　　 和

一　　 一
十　　　 十

四　　 三

年　　　 年

昭

和

=･一
十

==J一

年

昭昭

和和
一
一一一二

年年

１

研

究
時
赧

辿
巻
第

九
号

｜
第
十
一
一号

１

研

究
時
報
通
巻
笊
五
号

｜
第

八
号

１

研

究
時
川

顛
巻
第
四
号

２　１ ２　１

陶　色

砠　の
器　座
試　標
験　 的
所　 表
時　現

報　に第　っ

一　 廴ヽ
巻　て

第
一
号

１

笆
韭

び
に
光沢

度

の
測
定

に
関
す

る研

究
(1)

藤

井

技

官

藤

伴

技

卜

藤

并

技

師

回
ぬ
号

報
告
第
25
号

報
告
第
23

叙
号

〔

余
　

録

15

し コ

一
六

八

陶

磁

器

試

験

所

廃

止

問

題

昭
和
六
年
十
月
政

府
は

行
政
亘

理
の
一
環
と
し

て
商
工

竹
所
竹
陶
磁
器
試
験
所
（
京
都
市
所
在
）

を
廃
止

廿
ん
と
す
る
議
起
り
、

各
方
面

に
非

常
仁
衝
旱
を
与

え
た
。

京
都

陶
業
界
は
其
所

在
地
で
も
あ
０

、
業

界
は
一
腦
の
驚
き
に
っ
っ
ま
れ

て
、

所
長
平
野
辨
知
氏
と

連
携
を
と
り
、

人
日
本
窯
業

協
会

及
び
各
地
の
組
合
と
も
手
を
つ
な

い
で

政
府
に
存

続
の
猛

運
動
を
起
し
か
。

当

時
の
政
府

に
対
す

る
陳
情
書
及

び
廃

止
反
対

理
山
書
を
次
に
掲
げ

る
。
（
原
文
の
ま
ま
）
。

脯
　

情
　
書

今
回

人
佐
省

ヨ
皿
面
工
竹

二
対

シ
在
京
都
商
工
貴

所
竹

陶
磁
器
試
験
所
廃
叱
ノ
儀
内
示

有
之
俟
樣
闘
及
驚
愕

借
ク
処

ヲ
知
ラ

ズ
候

全
国

陶
業

者
ノ
熱
心
ナ
ル
努
カ
ト
化
学
工

米
調
査
会
ノ
建
白
、

衆
議

院
ノ
建
議

二
依

り
創
立
セ
ラ
レ
出
来
本
邦
陶
磁
器
突
者
（

学
理
ヲ
基
礎
ト
セ
ル

庄
内

ク
ル
唯

一
ノ
指

膵
機

関
ヲ
得

タ
ル
次

第
ニ
テ
益

々
産
業
振
興
上
甚
人

ノ
便
三

ヲ
得
ツ
ヽ
有
之
候

我
国

陶
磁
器
突
（

年
額
七
干
菜
円
ヲ

算
ス
ル
本
邦
重
要

物
産

干

ビ
ア
其
半
（

愉
出
品

ナ
リ
今
後
益

々
発
展
ヲ
期

ス
ベ
手
秋

二
当
り
突

如
ト
シ
テ
廃
止
ヲ

見
ン
ト
（

国
家

産

某
上

誠
二
辿
憾
ノ
至
リ

テ
不
堪

蟆

右
ノ
次
第

二
付
此
際
特
別
ノ
御
詮
議
ヲ
バ
テ
何
卒
従
前

ノ
通
り

存
置
相
成

候
様
御
取
計
被
下

度
全
国

陶
業
組
合
一
同
此
処
及
陳

情
候
也

昭
和
六
年
十
月
九
日

加

賀

九

谷

陶

磁

器

組

合

有
　

田
　

陶
　

磁
　

⑤
　

組
　

合

言
　

楽
　

陶
　

磁
　

器
　

組
　
合

胝
　

部
　

陶
　

磁
　

⑤
　

組
　
合

備
　

前
　

陶
　

磁
　

⑤
　

組
　
合

常
　

附
　

陶
　

磁
　

⑤
　
糺
　

合

会
　

津
　

陶
　

磁
　

器
　

組
　
合

瀬
　

戸
　

陶
　

磁
　
ｍ
　

組
　
合

叉
　

濃
　

陶
　
片に
　
⑤
　

組
　
合

四

日

巾

陶

磁

器

組

合

沈
丁
人

臣
　

榿
　

内
　

幸
　

蝪
　

毆

右
　
　

代
表

者
　
　

京

都

陶

磁

器

商

工

同

業

組
合

鉗

月
付

㈲
磁
器
試
験
所
廃
|
1
1
反
対

理
由
占

今
回
政
府
は
行
財

政
幣
理
の
結
果
、
我

が
国
立
陶

磁
器
試
験

所
を
廃
止

せ
ん
と
す

る
議
あ
り

と
聞
く
。
是
れ
実
に

令
日

の
陶
磁
器
界

壱
悲
迎

に
毋

く
も
の
に
し

て

翔
を

矯
め
て
牛
を
殺
さ
ん
と
す
る
に
等
し
。

抑
も
我
が
国

立
陶
磁
俗
試
験
所
は
本
邦
陶
磁
器
界
の
改
善
進
歩
を
図

る
為
に
設
立
せ
ら
れ

た
る
本
邦

唯
一
の
機
関
に
し
て
、

明

治
二
十
九
年
八
月
創
設

さ
れ
し

京
都
市

二
（

九



一
七
〇

立

陶
磁
器
試
験
場

は
そ
の
前

身
な
り
。
こ
の
試
験
場
は
当
業
者
の
努
力
と
実
質
上
の
効
果
甚
大

な
り
し

が
た
め
、

之
を
全
国
的
に
拡
大
し
て
斯
界

の
希
望

に
剛
け
ん
か
為

め
。
衆
議
院
の
建
議
、

時
の
京
都
市
長
の
砧
願
、
化
学
工

業
調
大
会
の
建
白
等
に
よ
り
、
第
四
十

一
1
0
1
1

帝
国

議
会

の
協
賛
を
経
て
、

大
正
八
年
四
月
国
立

陶
磁

器
試

験
所

と
し

て
創
立
せ
ら
れ
た
り
。
こ
れ
が
た
め
京
都
市
は
現
在
の
敷
地
五
千
坪
、
其
他
必
須
の
機
械
、
器
具
、
図
書
、

参
考
品

等
萸
大

の
資
料
を
提
供
し
て
、

茲

に
そ
の
成
立

居
見
た
る
な
り
。

爾
来
茲
に
十
有
三
年
（

市
立
陶
磁
前
試
験
場

時
代
よ
０

仏
算
す
れ
ば
卅
有
七
年
）
根
底
深
き
我

が
国
立
陶

磁
石
試

験
所
は
、

益
々
其

内
容

を
倍
備
し

充
実
し
て
、

優

秀

な
る
原
料

の
撰
択
、
釉
薬
、
顔
料

の
化
学

的
研

究
、

焼
成
上

の
改
善
殊
に
重
油
焼
成
等
に
亘
り
、
可
及
的
に
努
力
し
、

工
業

的
に
ま
た
工
芸

的
に
そ
の
機
能
を
発
抑
し
、

各
地
当
業
者
の
利
便

に
貢
献
せ
し
こ
と
甚
大

な
り
。

ま
た
伝
習
生
と
し
て
幾
多
の
人
材
を
養
収
せ
し
も
の
百
を
以
て
数

ふ
べ
し
。

尚
当
所
の
旧
職
員
及
職
工
に
し
て
出
で
て
斯
界

に
活
躍

せ
る
有
為

の
材

幹
決
し
て
餠
少
な
ら
ず
。

さ
て
、
本
邦

陶
磁
器
生
産
額

は
年
々
七
千
萬
円

に
し
て
、
そ
の
半
ば

は
輸
出
品

な
り
。
而
し
て
其
輸
出
品
は
独
逸
、
チ

エ

。
コ
、

に
次
ぐ
、
世
界

第
三
位
に
し

て
現

在
独
逸
は
我
が
優
良
な

る
製
品
に
脅
威
を
感

じ
、

之
れ
が
排

緕
に
官
民
必

死
の
殃
あ
り
。
故
に
我

が
陶
磁
器
試
験
所
は
楠
出
貿
易

の
振
興
を
目
的
と
し

て
目
下

懸
命
に
奮
励
し
、
当
業
者
を
指
導
し
て
着

々
其

の
効
果

を
収

め
っ
ｘ

あ
り
。

是
れ
一

に
国
家
の
生
産
を
増
進
し
、
国
力
の
充
実
を
ｍ

る
が
為

に
し

て
、
皿
界
不
況

の
時
に
際
し

て
最
も
饑
宜
告
得
た
る
排
置
な
り
と
信

ず
。

斯
の
如
く
、
わ

が
国
立
陶
磁
石
試

験
所
は
、

内
に
在
っ
て

ば
作
品
の
改
善
進
歩
、
当
業
者

の
指
導

養
成
に
努
力
し
、
外
に
向
っ
て
は

桧
出

製
品

の
進
出
に
精
進
し
、
惟

机
囗
も
足
ら
ず
と
為
す
。

仄
闘

す
る
所
に
よ
れ
ば
、
政
府
は
工

芸
指
導
所
、
絹
業
試
験

所
を

存
続
し
、
独
り

陶
磁

器
試

験
所
の
み
居
廃
止
せ
ん
と
す
と
。

思

ふ
に
陶
磁
器
試
験
所
は
紺
業
試
験
所
と
相
俟
っ
て
、
研
究
機
関
と
し
て
存
続
し
、
国

力
の
充
実

に
資
す

べ
き
は
当
然
の
事
な
り
。

快一
る
に
一
壱
廃
止
し

て
他
を
存
続

廿
ん
と
す
る
如

き
は
、
そ
の
所
見
の
何
れ
に
在

る
か
を
疑
は

ざ
る
を
得

ず
。

若
し
、

伝
ふ
る
が
如
く
、
我
国
立
陶
磁
器
試
験
所
に
し
て
廃
止
さ
れ
ん
か
、
既
往
三
十
有
七
年

の
歴

史
は
無
残
に
も
没
却
せ
ら
れ
、

我

が
陶
磁
谷
界

の
右
衰
消

長
に
閇

す

る
こ
と
甚
大

な
る
に
於
て
吾

人
は
到
底
黙
止
す
る
能
は

ず
。

以
上
の

理
由

に
よ
り
、
吾
人

は
茲

に
国

立
陶
磁
器
試
験
所
廃
止
に
反
対
を
声
明
す
。

昭
和
六
年

十
月

五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
陶
磁
器
商
工
同
業

組
合

か
く
て
㈲
工
宵

関
係

者
の
努
力
、
わ

が
京
都

陶
砠

器
哭
界

主
脳

者
の
東
奔
西

走
の
運
動
に
よ
り
、

陶
磁
器
試

験
所
は
稍
縮
少

し
て
経
穴
の
節
減
を
見
た

る
の
み
に

て
存
続

す

る
事
と
な
り
関
係
者
を
し
て
愁
眉
を
開
か
し
め

た
。

当
時
最
も
こ
の
運
動
の
中
心
と
な
り
各
方
面
に
赧
諳
し
或
は
東
上
し

て
当
局

に
具
陳
し

た

主
な
る
業
者
は

富
永
東
山

、

清
水
六
兵
衛
、

洋
出
京
山

、

沢
村
藤
次
郎
（
陶

哉
）
、

藤
岡

幸
二

（
松
風
工

業
役
貝
）
其
他
多
数
で

あ
っ
た
。

２
　

京

都
市
工
業
研

究
所

こ
の
研

究
所
は
市
立
陶
磁
器
試
験
場
の
国
立
移
管
の

後
、

人
正

九
年
十
月
、

京
都
市
化
学
工
業

の
促
進
、

産
業
の
発
贋
を
期
す

る
た
め
、

市
立
工

業
学
校
内
に

設
置

さ

京　都　市　ｺﾆ　 芸　指　導　所

(元国立陶磁器試験場)

所 在　伏見区深草正覚町

れ
、
同
十

一
年
四
月

に
は

染
織
試
験
場

の
一
部
に
移
転
、
つ
い
で
同
十
二
年
八
月
、
下
京
区
東
九

条
山
王

町

に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
同
十

五
年
四
月
、
東

山
区

五
条
坂
に
あ
っ
た
元
、
陶
磁
器
謁
習

所
の
施
設

全
部
を

工
業
研
究
所
に
移
竹
し
、

窯
業

部
と
し

て
久
に
種
窯
業
に
閇
す
る
試
験
研
究
の

業

務
を

問

始
し

た
も

の
で

あ

こ
の
窯
業
部
は
、
陶
磁
器
、
硝
子
、
琺
対

等
の
研

究
壬

生
な
る
業

務
と
し
、
陶
器
研
究

室
、
耐
火
物
研

究

室
、
陶
磁
器
作
業
室
、
施
釉
・
蟆
型
宗
、

陶
画

室
、

意
匠

室
、

ロ
ク
ロ
室
、
原
料
室
、
窯
場
及

び
工
研
三

角

錐
（

ゼ
ー
ゲ

ル
、
コ

ー
ン
）
製
作

室
等
を
設
け

試
験
研

究
に
当
っ
て
い
た
。
こ
の
工
研
三
角
錐

は
、
東
京
工

某
試
験
所
第
三
部
と
共
に
、
本
邦
窯
業
界

に
ゼ
ー
ゲ
ル
コ
ー
ン
を
供
給
す

る
生

白
二
つ
の
、
認

め
ら

れ
た
施

設
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

な
お
此
の
間

窯
業
部
門
に
、
山
日
良
雄
、
山
本
可
武
、

高
野
忠
、
村
山
鉄
造
、
高
俗
英

二

深
見
芳
雄
、

千
川
佰
惶
、
駒
井

孝
男
等

が
主
職
且
と
し

て
尽

力
し

た
。

３
　

京
都
市
工

芸
指

導
所

本
所
の
敷
地
建
物
及
び
機
械
器
具
の
一
部
は
、
元
工
茶

技
術

院
陶
磁
器
試
験
所
の
施
設
で
あ
っ
て
、
昭
和

二
十
八
年
一
月

、

こ
の
施
設

を
産
業

振
興
に

利
川
す

る

目

的
で
京
都

市
が

無
償
譲
波
を
う
け
た
も
の
で

あ

一
七
一



一
七
二

る
。
市
で
は
同
二
十

九
年
五
月
工
芸
指
導
所
と
し
て
元
足
す

る
こ
と
と
し
、
既
存

の
市

立
工
業
研

究
所
窯
業

部
を
先

づ
受
入

れ
、

陶
磁
器
工
芸

の
改

良
発
達
を
は
か
る
こ
と

と

な
っ

た
。

（
昭
和
三
十
年
四
月
丁
業

賍
究

所
廃
にに
に
よ
０

そ
の
施
設

を
工
芸

指
導
所
に
統
合
し

た
）

こ
の
指
導
所
は
産
業
振
興
上
長
も
緊
要
と

認
め
ら
れ

る
陶
磁
器
及
び
諳
工
芸
、

近
代
工

芸
、
醗
酵
の
生
産
技
術

の
研

究
を
併
せ

、

近
代
工

業
振
興
に
必
要

な
科

学
的
技
術

研

究
、
技
術
指
崕
等
を
行
っ
て
い

る
が
、

そ

①
巾
、

陶
磁
器
関
係

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

」〔
　

饑
　
構

所
　

長

！
－

エ
　

業
　

耶
－

‐
し
工
　

芸
　

部
－

－

庶
　

務
　

踝
－

罔
　

業
　

務
（
経
常
業

務
）

リ

庶嵳

務務

係係　安室富室京安　安室京女童

剛
　

依

頼
に
よ
る
分
析
、
試
験

㈲
　
技

術
相

談
、
指
導
、

㈲
　
研
　

究

巾
　

設
備
機
械
の
且
付

前
　

ゼ
ー
ゲ

ル
コ

ー
ン
（
工

研
錐
）
の
製
造
、
分
譲

陶
磁
言
、
耐

火
物

な
ど
の
焼
成
耐

火
度
試
験
に
用
い

る
。

本
市
は
勿
論
全
国
関
係
業
界
の
需
要

を
充

た
し

て
い
る
。

熔
倒
温
度
六
〇
〇
度
ｃ

？
二
、
〇
〇
〇

度
ｃ

㈲
　
図
書
室
の
公
開

閇
　

講
演
、

講
習
会

、
展
示

会
の
開
催

㈲
　

技
能
者
養
成
（
期
間
一
年
）

な
お
㈲
の
技
能
者
養
成
の
慨
要
は
次
の
と

お
り
で

あ
る
。

市
内

に
現

存
す
る
他
の
学
校
や
補
導
施
設
と
は
、
異
っ
だ
特
徴

あ
る
内
容
を
持
ち
、

陶
磁
器
に
関
す
る
水
準
的
な
専
門
知
識
と
技
能
及

び
そ
の
応
川

を

習
得
せ
し

め
る

ほ
か
、
よ
り
上

級
な
研

究
及
び
実
習
の
指
導
を
行
う
短
期
養
成
町
菜
で

あ
っ

て
、
業
界
将
来

の
た
め
緊

要
で
且
つ
両

立
試
験
所
の
移
転

に
よ
り
不
尽

と
な
っ
た
、

陶
砠
器

産
業
中
堅
技
能

者
の
育
成
が
、
当
時
業
界
か
ら
強
く
要
望

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

昭
和

三
十
一
年
四
月
よ
り
実
施

さ
れ
て
い
る
。

養
成
期
問
　
　

一
ヶ

年

養
成
人
員
　
　

本
科
十
二

名
　

専
修
科
五
名

受
講
資
格
　
　

剛
　

京
都
市

に
居
所
を
有
す
る
も
の

閇
　

本
科
丿
高
校
卒
業
者
・
巾

学
卒
後
窯
業
実
務
に
一
年
以
上
従
事
経
験
者

専
修
科
丿
犬

学
の
窯
業
閇
仟

課
程
卒
茶

者
・
同

等
以
上
の
学
力
を
有
す

る
者

途
成
課
役
　
　

本
科
丿
学
科
川

義
・
技
術
技
能
実
習

専
修
科
丿
原
川
と
し
て
実

習
の
み

受

講

料
　
　

徴
収
せ

ず

途
成
指
導
に
は
工

芸
指
導
所
関
係
職
員
の
ほ
か
、
市
内

在
住
陶
賍
工
芸

作
家

等
が
辿
立
川

師
と
し
て
協
力
し
て
い

る
。

現
在
ま
で
の
修
了
生
は
、
本
科

寤
丿
者
三
十
三
翕
、
専
修
科
修
ｒ

者
六
名
、
本
科
及

び
専
修
科
修
ダ
者
二
十
二
名
で
あ
る
。

修
了
生
は
業
界
実
務
に
従
衫
す

る
か
だ
か
ら
、
同

窓
会

と
し
て
「
埴
秀
会
」
　
二

八
二
頁
参
照
）

を
組
織
し

、
年
一
回

恆
品
回
示

会
等
を
催
し
て
い

る
。

一
七
三



な
お
、
京
都
市
工
業
研

究
所
及

び
工
芸
指
導
所
の
研
究
報

告
事
項
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
あ
る
。

京
都
市
工
業
研

究
所
　
Ｆ
七
口
回
竺
±
4

京
都
市
工
芸
指

導
所
↑
矼

シ
幸
ヨ
に
同

心

年
　
　

次

昭

和

二

年

昭

和

四

年

報
　

告
　

古

第
　

二
　

号

第
　

四
　

号

第
　

五
　

号

昭

和

五

年
　

第
　

九
　

号

―

丶ｉ

－

－

‐

－

－

－

-

試
　
　

験
　
　

研
　
　

究
　
　

科
　
　

目

－
－
－－－
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
－
－
－－
－
－－－
－
－
－
－
　
　

丶
　
　
　

－
　
　

－
－

○

石

膏

の

使

川

に

関

す

る

研

究

（

第

一

号

）

○
素
地
の
調
合
範
囲

と
釉
薬

と
の
試
験

１

示

性
成
分

の
調
合
範
囲
と
産
地

２
　

試
験
方
法

３
　

試
験
成
績

４
　

結
　
　

論

供
試
原
料

の
産
地
　

①
　
岐
阜
県
止
岐
口
産
蛙
目
）

（
　
　
　
　
　
　
　
　

閇
　
大
阪
府
田
原
産
長
石

○
チ

タ
ン
釉
薬
の
比
較
研

究
並
び
に
其
応
用
に
就
て

Ｏ
辰
砂
釉
凋
製
試
験
（
前
報
）

供
仏
原
料
及

び
焼
成

呈

色
剤

と
し
て
鋼
塩
の
附
加
量
試
験

呈

柚
］槌
助
則

と
し
て
主

に
酸
化
錙

を
配
合
せ
る
試

験

重
上
和
其
他
諸
和
に
伴
う
銅
塩

の
呈
色
試
験

灰
和

に
伴

う
錮
塩
の
呈

色
試
験

附
記
　

辰
砂
フ
リ

。
卜
釉
に
就
て

? 7 - - - - = = ･ = = | |

徂

当

者

伊
藤
利
木
　

技
手

高

橋
英
一
　

技
師

藤
　

木
　

利
　

男

高
　

橋
　
英
　

一

高

野

逖

異

王

治

郎

昭

和

十

四

年

第　　　　　　　　 第

一　　　　　　　　 一一　　　　　　 一

十　　　　　　　　 十

一 一一

号　　　　　　　　 号

昭　　　　 昭

和　　 ’　 和

十　　　　　　九

年　　　　　 年

昭

和

八

年

第　　 第

十　 十

九　 八

号　 号

第

十

六

号

第

十

五

号

第

十

四

号

一一一-一

第　　 第

十　 十

三　 二

号　　 号

○
京
都
近
郊
産
陶
土

の
謳
査
研
究

○
和

絵
具

の
貫
入
防
止

に
関
す

る
研
究

○
３　２　↓　窯

業

礬　一一　ゼ　原
土　般　｜　料

に　
陶　ゲ　韭

関　砠　ル　び

す　器　鎧ﾐ　に

る　の　の　製
考　
柎　製　品

察　造　造　に

に　研　|剄
関　究　す
す　。　る

る　第　
研

観 一 究
察 椴 。

゛　第
－
一報

○
３　２　１　窯

業

ム　
珪　高　原

ラ　酸　礬　料

イ　｜　］ﾕ　荳
卜　
礬　質　び

の　
土　 賍　に

生　｜　
器　製

成　苦　及　品

を　上　耐　に
助　系　火　関
長　の　材　す
す　研　料　る

る　究　の　研

鉈　　　
内　究

化　　　 部　。
剤　　　構　第

造　一
報

深 仲

見 并

芳　悛

○　　 ○
砠　　 珪
上　　 酸
｀　　質

往　　 の石　　 加
及　 熱
長　 処
石　　 理

の　　 に
羂　　 よ
合　　 る

焼　｜　結
成　　 品
物　　 変

に　ｉ　ｨﾋ
関　；　に

す　　 就

る　， て
考　｜察　Ｉ

○
石

付
の
使
川

に
関
す

る
研
究

へ
第一
四||--
報
口

Ｏ

頂
土
釉

を
基
逖

とせ

る
磁
器
雅
色
釉

の
研
究

へ第
一
一７

四
報
心ﾉ

○
陶
砠
谷

原
料

の
Ｘ

線
的
研
究

Ｏ　　 Ｏ
耐　　 重

熱　 ｺご
系　 釉

ゼ　　 を

｜　　
基

ゲ　　 陞

ﾉﾚ　　 と
錐　　 せ

の　　 る
Ｘ　　 砠
線　　 器

的　　 着
研　　 色
究　　 釉

の
研
究

第

報

坂 駒

口 井

孝

小 駒

川 井

耿 孝

塩　仲

見　井

芳　儷

深仲　 深仲

見并　 見井

芳浚　 芳儷

伊

藤

利

村

山

鉄

深仲

見井

芳俊

深仲Ｉ　村

見并　 山

芳悛　 鉄

一
七

四

一
七

三



昭

和

一一
一 一
十 十

七 六

年

昭 昭

和 和
一 一
一 一
十 十

九 八
年 年

昭

和

三

〇

年

☆昭 昭

版和 和
一 一
一 一
十 十

七 六
年 年

度 度

昭

和
一

昭

和
一

合

版

J=. ¬に4
十 十

九 八

年 年

度 度

昭
和
三
〇
年
度
号

。
ン

ー

ー
ー

ー

ー

－
　

－

・
－

－

－

！

○

京

都

近

郊

産

窯

業

原

料

の

調

査

研

究

－
　
　

‐
－
　

‐
‐‐‐‐－

○

析

京

焼

素

地

の

研

究

ｌ　Ｏ
工

｜　研

－
　
　

－－
　
　

－－－
　

－
　
－
　
　

－
－
　

－
－－
　

－－
－
　

－－－－－－

○

工

研

錐

使

川

条

件

の

熔

洌

に

及

ぼ

す

影

響

に

つ

い

て

○
黄
磁
和
の
研
究

○
新
し
い
色
和
薬
の
研
究

－

○
陶
砠
器
日
川
品
の
芙
化
試
作
研
究

０　 １　０

熔　｜　七
融　　 宝

鋳　｜　釉
込 ｜ 薬

の
製
造
研

究

‐

－

－

－

‐

‐

に
よ
る
チ
タ
ン
ガ
イ

ド
製
造
研

究

○
近
畿
地
ぼ
蛮
窯

業
原
料

の
調
査

○
工
芸
意
匠
と
し
て

の
祥
瑞
手
の
研

究

’
○

七
宝
製
造
技
術
の
改
善
に
つ
い
て

－

○
脱
気
息
漿
鋳
込
に
つ
い
て

○
新
趣
納
薬
（
第
二
報
）

Ｏ

俘
彫
装
飾
つ
に
い
て

○
型
物
陶
磁
が
の
試
作
叫
究

日

比

野

武

服

大

西

政

太

小
　
川
　
纈

人

西

政

太

’
小
　
川
　
雄

久

保

駒

太

休
　
平
　
八

深
　

見

三郎

八太　 倍太

郎郎Ｉ三郎

芳

雄

口 約

ル
ナ1こ

野

武 孝

ペ クj

窯

業

研

究

賞

■ ■ ■ ■ ■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■ ■■ ■ ■ ■■ ■ ㎜ ■■■ ■ ■■ ■ ¶ = ＝ I = - - l ｡ , ･ ¶■ ■㎜ ㎜ ■㎜

一一
片

山

行

雄

深
　

見
　

芳
　
雄

小
　

川
　

雄
　

三

♂

冫

－

・

－

－

－

－

丶

－

－
－

－

－

♂
♂
♂

－

大

西

政

太

郎

♂
－

－
－

－
－
　

－
－

冫

－

－

－

－

・

東
　

川
　

寛
　

仁

林

平

八

郎

一
七

六

○
近
畿
坤
区
産
次
業
原
料
の
調
査
㈲

－

‐

－

○
鋳
込
に
関

す
る
研
究
（
Ｉ
）
　

陶

磁
器
鋳
込
川
石
日

型
に
っ

し
て

昭
和
三
十
一
年

昭
和
三
十
一
年
度
号

○
鋳
込
に
閇
す
る
叫
究
（
ｎ

）
　
鋳
込
型
条
に
つ
い
て

昭 昭

和 和
一 一
一 一
一 一一
十 十

三 二

年 年

昭
和
三
十
四
年

昭
和
三
十
五
年

○
新
趣
釉
薬
（
第
三
報
）

Ｏ
Ｃ

・
Ｍ

・
Ｃ
（

セ
ロ
ゲ
ン
）
の
釉
薬
へ
の
応
川

介昭昭
併和和
号三三

十十三二

年年
度度

昭

○
折
趣
釉
薬
（
第
四
報
）

Ｉ
　

灰
艶
消
釉

２
　

塩
坑
性
艶
消
釉
（
そ
の
二
）

和
三
十
四
年

○
近
畿
地
区

産
見
参
原
料
の
誤
在
㈲

○
自
心

匹
巵
潸

の
研
究

コ

ー
ン
の
加
熱
辿

度
と
熔
倒
温
度

と
の
関

係

（
第
六
川

）

釉
、
人
工
油
滴
釉

お
よ
び
、
そ

ば
釉
に
つ
い
て

油

辺

兀
僕

成

の　 ，
研　 ’

究　 ，

○
工
研

雎
の
製
造
研
究

玉

菜

研

究

室

小
　

川
　

雄
　
三

東
　

川
　

寛
　
仁

小
　

川
　

蝮
　
三

大

西

政

太

郎

－
－－－－
　

－－－

一八

寸

九

伽

大

明

政

太

郎

饑
　

松
　

良
　
純

一一一
大

西

政

太

郎

饋
　

松
　

良
　
純

⊇
1
.
.

一
業
研
究
賞

一
七

川

大工

一 一 一 一一 一一 一一 一

大

西

政

太

郎

日

比

野

武

蔵

大

西

政

太

郎

● ● ● ● . ● . . . . . . . i ■ ■■ ■

浅 駒

見

井

孝

薫 男

日

比

野

武

蔵

一

七

七



一
七
八

註
　
昭
和
三
十
年
遐
降
は
京
祁
市
工
芸
指
導
所
と
し
て
の
試
験
研
究
で
あ
る
。

目
　

規
　

校

田
　

土

地
と
建
物

敷
　

地
　

口
（

、
八
四
〇
平
方
米

建
　
坪
　
　

七
、
二
九
〇
〃

建
　

物
　
木

造
　
四
十

八
抻

鉄
筋
　
　
　

四

棟

鉄
骨
　
　
　

二
棟

②
　
土
な

る
機
械
と
設
備
（

陶
磁
石
関

係
）

土
練
機
、
フ
ィ

ル
タ
ー
プ
レ
ス
、
表
心
張
力
測
定
器
、

ポ
ッ
ト
ミ

ル
、

フ
レ
ッ
ト

ミ
ル
、

フ
リ
ク
シ
ョ
ン
プ
レ
ス
、
鋳
込
用
瘋
擺
脱
泡
袋
罔
、
電

気
炉
、

機
械

口

ク
ロ
、
ト
ロ
ッ
メ
ル
、
ス
ク
ン
プ
ミ
ル
、
赤
外
線
乾
燥
泉
置
、
真

空
ポ
ン
プ
、

各
種

窯
炉

、
等

四
　

京
都
市
工
芸

指
導
所
の
雁
代
所
長
及
現
職
員

○
歴
代

所
長

剛
　
吉
本
拮

一
　
明

治
三
四
年

生
　

京
都
府
出
身

自
昭
和
二
九
年
三
月
－

昭
和

ご
二

乍
九
月

㈲
　
笠
木
二
郎
　

明
治
四
三
年
生
　

京
都
市

白
昭
和
三
二

年
二
月
－

昭
和
三
三
乍
三
月

○
現
職
員

所
長
　

浅
利
　

隆
　
明

治
四

三
年
生
　

京
都
市

工
芸
部
長
　

庁
山
行
雄
（

三
重

県
）

窯
業
研
究
室

主
任
研
究
貝
　

小
川
雄
三
、
日
比
野
武
派
、
太
西
政
太
郎

技

術

史

員
　

林
平
八
郎

、
加
藤
庄
造
、
譏
松
良
純
、
浅
見
点
、
川
中
稔
也

嘱
　
　
　

託
　

久
保
駒
太

郎
、
吉
竹
栄
二
郎

そ
の
他
研

究
室

技
術
史
員
、
栗
本

昭
、

横
足
立
、

東
出

立
仁

㈲
　
指
導
所
を
中
心
と
す

る
研
究
饑
関

京
都
陶
磁
器
研

究
会

昭
和
二
十
六
年

京
都
巾
陶
磁
答
産
菜
の
振
興
と
、
会
八
相
互
の
協
力

に
よ
り
技
術
上
の
研

究
を

行
い
、
会

員
の
事
業

発
展

を
㈲
る
た
め
、

市
立

月
業
研
究
所
、

後
に
市
丁

芸

指
導

所
内

に
事
務
所
を
侈
し

て
発
足
し

た
も
の
で
、
京
都
府
工

業
研
究
所
（
後
、
市
工
芸
指
場
所
）
の
技
術
員
と
、
業
界

各
層
の
人

々
が
生
産
に
関
す
る
資
材
、

成
形
、

焼
成
、
意
匠
及

び
子
示
の
技
能

養
賺
面

に
協
力
研

鑚
し

て
直
接
、

問
接
に
柴

界
発
震
に
つ
く
し
て
い
る
。
昭
和
三
十
一
年
に
は
「－
陶
磁

器
研

究
会

報
」

を
発
刊
し

乂
、

昭
和

三
十
六
年
五
月
に
は
創
立
十
川
年

記
念
図
録

を
発
行
し

て
い
る
。

昭
和
三
十
六
年
の
役
員
は
、
委
貝
長

に
浅
利

隆
（
市
工
芸

指
導

所
長
二

剛
委
貝

長
、

伊
東
翠
壺
、
若

林
玉

造
、
委
員
、
二
十
翕
、

監
査
、
二
翕
、
特
別
会

員
に
、

沢
井

郁

太
郎
、
霜
鳥
之
彦
、
和
田

三
造
、
饑
松

嶺
造
、
梅
圧
煎
、
古
川
し
叫

会
八
及

び
賛
助
会
員

に
、
作

家
及
び
五
条
、
日
吉
、
泉
涌
か
の
各
地

ぽ
、
電
磁
谷
、
上
絵
付
、

原
料

、

其
他
の
各
界
の
人
々
を
網
親
し

コ

一
九
名
を
有
す

る
有

力
な
研
究

組
織
で

あ
る
。

埴
　
　

秀
　
　

会

京

都
市
工
芸
指
導

所
陶

磁
器
技
能

養
成
修
了

生
を
主
体
と
し

て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
、

工
芸
指
導

所
と

の
辿
絡

の
下

回
陶
磁
器
に
関
す
る
研
究
占
相
互
の
発
震
、
親
睦
を

は
少
る
た
め
に
、
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

特
別
会
員

に
、
工
芸

指

受
付
長
、
関
係
傴
務
、
技
術
職
見
か
お
り
、

講

師
号
迎

凡
て
、
一
層
の
研

鑚
に
つ
と
め
つ
つ
あ
る
。

４
　

京

都
府
陶
工
職
業
訓
練
所

第
二
次
人
戦

後
の
経
済
屐
弊
と
混
乱
の
巾
に

あ
つ
て
、

経
済
自
立
を
達
威
し
、

職
業
安
定
と
労
働
者
の

福
祉

増
進
及
び

産
泉
の
振
興
を
川
す

る
た
め
、

技
能
能
力
を
維

一
七
九



一
八
〇

持
、
培
養
し

、
労
働
生
産
性
の
向
上
を
図

る
こ
と

が
緊

急
の
要

務
と
せ
ら
れ
た
の
で
、
政
府
は
戦
時
巾
の
国
民
勤
労
訓
練
所
施
設
を
利
用
し

て
、

職
業

補
導
所
と
し

て
再

出

発
せ
し

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
京
都
で
は
二
十
一
年
に
、
公
共
卜
業

の
一
環
と
し

て
、

清
水
焼
の
振
興
と
失
業
対
策
と
し
て
、

京
都
府
陶
工
補

導
所
が
京

都
府
陶
磁
器
工

業

協
同

組
合
の
施
設
の
一
郎
を
借
用
し
て
設
雌
さ
れ
た

が
、
翌
二
十
二
年
職
業
安
定
法
の
改
正

に
伴

な
い
職
業

補
導
を
実
施
す
る
た
め
、

吝
府
県
に
公
共
職
業
補

導
所
が
設
け

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

だ
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
京
都
府
京
都
陶
工
公

共
職
業
補
導

所
と
改

称
し

、
昭
和
二

十
六
年
そ
の
建
物
、
設
備
を
、
工

業
協
組
よ
り
買
収
し
て
、

設
備
を

新
ら
た
に
し
、
災
に
三
十
三
年
職
業
訓
練
法
の
公
布
に
よ
り
、
京

都
府
陶
工
職
業

訓
練
所
と
改

称
し

て
現
在
に
至

っ
た
。
此
の
開
、
昭
和
二

十
六
年
、

天

皇
、
二
十
八

乍
皇

太
子

の
行
幸
、
啓
を
仰
ぐ
の
光
栄
に
浴
し
て
い

る
。

訓
練
所
に
は
現
在
、
成
型
、
陶
画
（

絵
付
）
の
両
科
か
お
り
、
定
‥亘

二
十
名
、

一
年

の
教
程
で

基
礎
技

能
の
訓
練
を
実
施
し

て
い
る

が
、

毎
年
三
月
に
は
卒
業
制
作
屐
を

実
施
し
好

評
を
愽
し

て
お
り

、
業
界
の
重
要
な
徒
弟
養
成
施
設
と
な
っ
て
い

る
。

京
都
府
陶
工
職
業

訓
練
所
の
沿

革
及
び
現
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

所
在
地
　
東
山

ぼ
五
条
通
采

大
路
東
入
白

糸
町
五
七
〇
番
地

】
」
　
沿
　

革

昭
和
二

一
年
八
月
　

昭
和
二

一
年
七
月
二

十
日
京
都
府
方
示

第
四
四
四
号
に
よ
り
京
都
府
京
都
陶
工
柿
導
所
を
現
在

地
に
設

置
、
八
月

一
日
開
所
、

定
員
三
〇
名
（
成

形
科

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

昭
和
二

三
年
四
月
　

昭
和
二
二
年
十
一
月
三
十
日
法
律

第
一
四

言
万
職
業

安
定
法
に
よ
り

京
都
府
尚

不
第
二
七
六

号
に
基
き
京
都
府
京
都
陶
工
公
共
職
業
補
導
所
と
改

称
。

昭
和
二
四
年
四
月
　

陶
川
科
増
設

定
員

五
十
名
（

成
形

科
二
五
幺
、
陶
画

科
二
五
名
）

昭
和
二
五
年
十
月
　

彫
塑
科
増
設
定
員
六
十
名
（
成
形
科
二

五
名
、

陶
圃

科
二

五
名

、
彫
塑
科
一
〇

名
）

昭
和
二
六
年
四
月
　

六
ヶ

月
補
導
を

Ｉ
ヶ
年
に
改

め
彫
塑
科
廃

止
定
且
三
〇
名
（

成
形

及
陶
画

科
）

昭
和
二
六

年
十

一
月
　

天

白刃
行
幸

昭
和
二
八
年
二
月
　

皇
人
予
行

啓

昭
和
三
三
年
七
月
　

法
律
第

コ

エ
三
号

に
よ
り
京
都
府

陶
工
職
業

訓
練
所
と
改
称
。

口
　

修
了

生
及
就
職

者
　

昭
和
三
六
年
四
月

一
日
現

在
。

成

形

抖
　
　

陶

画

抖

修
　

丁
　

者
　

款
　
　

二

七

八
（
五

）
　
　

一

七

九
（
三

）

就
　

膽
　

者
　

数
　
　

一

七

八
　
　
　
　

一

〇

八

同
　
　

有
　
　

率
　
　
　

六
四

万
　
　
　
　

六

〇
％

右

表

中

（
　

）

内

の

数

字

は

再

入

所

者

。

彫
塑
科

一 一

一　 一

= n ～ J 　 ＝ 一 一－

一
〇

〇

％

[東山区車人跡]匠条東入)京佃圧細工職支訓練所

計

四

六
〇
（
八
）

二
八

九
六
二

、
九
％

目
　

現
入

所
者
数
（

昭
和
三
六
年
十
月
一
日
現
在
）

成
形

科
十
二

名
、
陶
尚
科
七
名
、
計
十
九
翕

四
　

歴
代
所
長

工
　

吉
　

本
　

半
　

二
　

明
治
⊃

二
年
生
　

京
都
市
出
身

自目
昭
和
二
三
年
七
月
－

昭
和
二
四
年
元
月

２
　

安
　

藤
　

広
　

吉
　

明
治
二
九
年
生
　

岡
山
県
出
身

自
昭
和
二
四
年
五
月
－

昭
和
二
九
年
十
月

３
　

古
　

川
　

淳
　

一
　

明
治
三
四
年
生
　

鹿
児
島
県
出
身

白
目
昭
和
二
九
年
十
月
－

昭
和
三
〇
単
八
月

４
　

岡
　

川
　
　

愽
　

明
治
三
八
年
生
　

京
都
府
出
身

自
昭
和
三
〇

年
八
月

―
昭
和
三
五
年
四
月

現
　

辻
　

村
　

豊
　

火
　

明
治
四
三
年
生
　

京
都
府
出
身

自
昭
和
三
五
年
五
月

収

現

職

員

一

八

一



所
　
　

長
　
　
　
　

辻
　

村
　

豊
　

夫

出
納
付
庶
務
主
仟
　

岡
　
田
　

源
　
吾

指

導

貝
　
　
　

谷
　
口
　

良
　

三

謌
　
　

師
　
　
　
　

林
　
　

倥
　

光

回
　

朧
　
　

設

岡

田

和

人

一一
兀

并

能

谷

口

知

山

本

恆

１
　

土
地
　

三
〇
〇
坪

２
　

姓
坪
　

一

二
（

、
八
坪

（
本
館
－

百
務

室
、
陶
画
実

習
塲
、
石

膏
型
実
習
塲
、

製
作
品
陳
列
塲
等
）

（
別
館
Ｊ
‘
成
形
室
、
施
釉

室
）

主
な
設
備

３
　

本
　

焼
　

窯

４
　

素
　

焼
　

窯

５
　

電
　

気
　
炉

６

ロ
　

ク
　

ロ

一
　

基

一
　

基

三
　

基
（
一
五
Ｋ

Ｗ
、
四
Ｋ
Ｗ
二

赧
）

辿

動
式

動
カ

ロ
ク

ロ
　
　
　
｝
九
☆

己
　
　

川
　

巾
　

一
　

之

胴

一

八
二

饑
械
（

型
）
ロ
ク

ロ
　
　
　

三
台

直
結
式

動
力
ロ
ク
ロ
　
　
　

ニ

目

手

廻

し

ロ

ク

ロ
　
　

六
合

ド
　
　
レ
　
　
ン
　
　
牛
　
　
　
　
一
合

５
　

京
都
府
美
術
工
芸
綜
合
研
究
所

京
都

府
で
は
昭
和
幵

二
年
度
か
ら
産
業
工

芸
の
発
展
及
び
輸
出
振
興
の
一
環
と
し
て
美
術
工
芸
綜
立
研

究
所
を
設
け
た
。
こ
れ
は
既
存
の
試
験
所
、

研
究

所
等
の
設

備
を

活
用
し
、
予
算
を
与
え
て
各
業
界
に
実
際
的
な
研
究
を
依
嘱
す

る
方
法
を
と
っ
て
い

る
。

そ
の
各
専
門

部
会

は
染
織
、
陶
磁
器
、
漆
器
、
金
属
、
木
工
、
図
案
、

諳
工
芸

等

の
九

部
門
に
分
れ
て
お
り
陶
磁
器
専
門
部
会
は
当
初
商
工
宵
の

陶
磁

器
試

験
所
内
に
毆
き
、
中

根
付
長
に
部
会

長
を
委
任
し
各
担
当
者
を
定
め
て
、

原
材
料

の
改

良
、

輸
出

陶
磁
器
の
図
案
の
実
物
化
等
、
陶
磁
器
輪
出
の
面
に
強
く

そ
の
足
跡
を
投

げ
か
け

た
。

昭
和
二
三
年
九
月
に
は
第
一
回
の
綜
合
研
究
展
示
会
を
開
催
、

一
般
の
批
判
を

仰
い
だ
が
進
駐
軍

の
関
係
者
等
も
多
く
来
談
し
て
相
等
の
効
果
を
収
め

た
。

陶
磁
百
専
門
部
会
は
目
下
の
と
こ
ろ
、
毎
月
専
門
委
行

の
会
合

を
開
き
研

究
を
重

ね
て
い
る
が
、
員
近
の
研

究
は
次
の
と
お
０

で
あ

る
。

―
　
生
活
様
式
の
変
化
に
即
応
す

る
大
衆
向
用
品
の

デ
ザ
イ
ン
の
改
善

を
図

る
。

２
　

工
芸
家
の
ア

イ
デ
ア
を
生

産
業
者

に
直
結
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
量
産
化
を
図

る
。

３
　

電

気
炉

の
普
及

に
よ
る
焼
成
技
術

の
研

究
（

特
に
還
元
焼
成
）
に
圧
点
を
お
い
て
事
業
を
す
す

め
る
。

６
　

割
烹
用
食

器
の
研

究
会

京

焼
の
割
烹
用

食
器
発
震
に
は
製
造
業

者
、
卸
売
業
者
、
直
接
販
売
業
者
の
三
者
を
集

め
て
行
っ

た
割
烹
川

食
器
の
叫
究
会

が
寄
与
し

た
と
こ
ろ

が
大

き
い
。

昭
和
二

年

頃

よ
り
、

烏
荷
平
、
小
川

文
斉
、
叶

松
谷
、
川
尻
七
平
、
叶
光
夫
（
以
上
製
造
）
酒
見
元

治
、
酒
見

船
次
（
以
上

卸
）
小

坂
京
三
郎
、
野
口
熊
次
郎
、

沼
田

朝
吉
（
以
上

直

接
販
売
）

等
が
相
寄
っ
て
、
京
阪
方
面
の
一
流
料
理
店
で
研
究
会
を
開
い

た
の
に
始
ま
り
、

そ
の
後
は
こ
の
会

を
巾
心
と
し
て
、

小
坂
屋
の

努
力
で
佰
・
満
方
面

へ
も
相
当

に
輸
移
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
戦
時
巾
一
時
中
絶
し
、
戦

後
、
京
都
府
㈲
工

部
の
助

力
に
よ
り

昭
和
二

十
五
年
に
は
製
造
業
者
の
子
弟
を
中
ふ
と
し

た
指
導
、

研

究

会

が
発
足
、
乂
そ
の
中
の
十
名
余
の
人

々
に
よ
り
「
料

理
と
⑤
」

の
研

究
会
も

興
り

、
更

に
昭
和
三
十
年
に
は
「
久
楽
会
」

が
誕
生
し
て
、

料
理
に
対

す
る
陶
磁
器
の
配
色

と
対
照
を
研
究
、
併
せ
て
、
囗
、
中
、
鮮

各
国

の
古

陶
器
の
研

究
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
会
に
は
、
荒
尾
常
三
、
井
上

治
男
、
小
坂

富
三
郎
、
叶

光
夫

、
叶

松
谷
、
川

尻
七
平

、
川
瀬
竹
谷

、
祐
水
亦

兵
役
、
三
浦
竹

軒
、
三

浦
竹

泉
、

森
野
寂
光
等

が
参
加

し
て
い
る
。

第

三

章

第
　
一
　
節

現業
　
界
　
の
　
現
　
況

況

一

八
三



一
八
四

京
都
府
下

の
陶
某
地
は
、

京
都
市
内
及

び
そ
の
近
郊
に
集
中
し
て
お
り
、

市
内
東
山
山

麓
で

は
、

佶
水
焼
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
高
級
和

陶
、

室
内
装
飾
品
等
が
、

五

条
、
日
吉
（
蛇
ヶ

谷
）
、

泉
涌
寺
を
中
心
と
し

て
生
産
さ
れ
、
山
科
、
九
条
、
乙
訓
郡
向
日
町
附
近

に
は
松
風
工
業

を
は
じ
め
、
碍
子

そ
の
他
の
電
磁
器
用
、

工
業
用
品
生

産

が
盛
ん
で
あ
る
。

昭
和
三
十
三
年
巾
に
お
け
る
京
都

府
陶
磁
器
生
産
状
況
（

電
磁
器
を
介
む
）
を
見

る
と
全
事
某
所
数
二

七
五
、
総
生
産
額
約
十
三
億
円
を
数
え

る
。

こ
の
う
ち
京
都
市
内
事
某
所
数
二
六
五
、
生

産
額
約
八
億
七
千
万
円

に
上
り
、

そ
れ

ぞ
れ
府
下

全
般
の
、
九
五
彩
（
事
某
所
）
六
五
名
（
生
産
額
）
を
占

め
て
い
る
。
乂

郡
部
で
は
事
某
所
数
は
五
彩
に
満
だ
な
い

が
、

そ
の
生
産
額
は
約
四
億
八
千
万
円
で
三
五
％

に
達
す

る
。

た
だ
し
こ
の
郡
部
生

産
額

に
は
乙
訓
郡
の
松
風
工
業
（

昭
和
三
十

五
年
、
松
風
陶
業
株
式
会
社
と
し
て
再
発
足
）

が
大
半
を
し
め

て
い
る
。
乂
府
下
生

産
の
う
ち
一
般
陶
磁
器
部
門
で
の
生
産
額
は
約
六
億
円
、

事
業
所
数
二

五
〇
従
業

者
数

約
手
五
百
翕
で
あ
る
。
電
磁
器
工
業
は
年

産
額

約
七
億
円

、
事
某

所
数
二

五
、
従
業

員
王

白
名
余
で
あ
る

が
、
松
風
工
業
一
社
で
従
業
員

五
〇
〇
名

に
よ
り

生
産
の
過
半

を
し
め
る
。

更

に
陶
磁
器
生
産
額

コ
二
億
円
を
業
種
別
に
み
れ

ば
大
要
次

の
如
く
で

あ
る
。

卓
上

ち
ゅ

う
房
用

電
　

気
　
用
　

品

理

化

学

用

品

怙　 絵そ
の
他

七夕のイ
佐ル　上　付

士

匸
四
億
一
千
万

円
（
三

一
％
）

七
億
二
千
万
円
（
五
四
万
）

三
千
万
円

（
二
名
）

三
千
万
円

（
二
％

）

七
千
万
円

（
五
彩
）

七
千
万
円

（
五
名
）

こ
れ
に
よ
り
、
電
気
用
品
と
、
ち
よ
ツ
ユ

腸
川
品
の
両
者
で
八

五
彩
を
し

め
、
こ
れ

が
業
界
の
大
京
と
い
う

べ
き
で

あ
る
。

京都府陶 磁器生産額

(工業統計による)

謝 寸24 百万月匁

粘 土 ～

膵 石万月
仆



1｡

2.

3.

4.

5.

6.
７

８

９

池岫萸三

叶　光夫

井上治男

几蝠告三

高塚寛三

井上清次郎

叶　松谷

土山　弘

．( 株)西村製陶所
(登 り窯・重油窯

）

10.　勝尾　一

11.　宮川香斉

12. 木村重冬

13.　石川製陶所

Ｍ．?高田宗和

15.　河井寛次郎

16. 森野嘉光

17. 宮川已之助

18. 京都府陶磁器
協同組合

19. 今　　堀

20. 清水六兵衛

21. 井野喜一郎

22･　山本茂一

23. 高橋道八

24. m 岡タミ

25. 平野之夫

26. 日興電磁器

27. 宮崎保夫

28. 西村孤軒

29. m 槁卯之釛

30. 道仙化学

31.　浅見五郎助

32. 大塚浅二郎

33. 斉藤太三郎

34. 小川文斉

35. 三浦竹泉

36. 陶磁器協会（仏・フォール窯）

37.　藤平窯業

38. 堀尾竹荘

39. 久世柳子

40. 須田豊蔵

41. 永楽壱五郎　　　　　　　/

42.　河井栄之助　　　　　　　 ，

43. 竹内浅一

豺． 陶工職業訓練所

45.　擶山幸泰

46.　赤沢修三

47. 和　　田

48.　岩本克己

49. 高木七三郎

50.　米沢　久

五
条
清
水
袍
区
窯

分
布
図



第
　
一
　
項
　
　

経
　
　

営
　
　

規
　
　

模

京
都

陶
砠

器
業
界

の
経
営
規
模
は
、
二
、

三
の
例
外

を
除
け
ば
小

規
杖
経
営
の
占

め
る
率
が
圧

倒
的
で
あ
る
。
即
ち
、

五
人
以
上

の
事
某

所
は

約

匸
一
〇
で
全
事
某
所
数

の
約
四

五
名
で
あ
る
の
に
、

そ
の
生
産
額

は
約
十
二

億
円

で
全
生
産
額

の
九
〇
％

を
占
め
る
に
対
し
、
四
人
未
満
事
業
所
は
約

一
五
〇
で

、

全
事
某
所
数
の
五
五
名
を
超
え

る
が
生
産
額

は
僅
か

Ｉ
〇
％

に
過

ぎ
な
い
。

こ
れ
か
ら
み
て
も
、
京
都

の
業
界
は
小
規
模
零

細
事
業

所
が
多
く
、
乂
、
生
産
性
の
低
い
こ
と
が
わ
か
り
多
く
の

問
題
を
提

起
す

る
こ
と
が
刧
ら
れ
る
。

府
下

の
人
工
場
は
左

の
と

お
り
で

あ
る
。
（

昭
和
三

三
年
頃

）

１

松

風

工

業

株

式

会

社

松
風
陶
歯
製
造
株
式
会
社

興

浪

陶

業

株

式

会

社

（
株
）
松
　

斉
　

陶
　

苑

（
株
）
西

村

製

陶

所

京

都

製

陶

株

式

会

社

（
株
）
平
　

安
　

陶
　

苑

囗

陶

産

業

株

式

会

社

各
地
区
の
規

模

五
　

条
　
・
　
清
　

水

資

本

金
　
　

一

億

円

三
千

万

円

七

五

〇

万

円

三
五

〇

万

円

三
〇

〇

万

円

二

〇

〇

万

円

Ｔ
八
〇
万

円

匸

一
〇
万

円

従
業
員
　

五
〇
〇
大

二

七
〇

大

一
〇
〇

大

三
六

人

八
〇

大

四

一
人

二
八
人

三
〇

大

京
都

の
‐
｡
1
.

日
い
にな
統
を
證

る
陶
某

地
と
い
え
ば
、
斐
川
の
衰
微
し
士

つ
だ
現
在
で
は
、
五
条
、
｜
｡
水
で

あ
る
。

こ
こ
は
長
年
に
わ
た
り
、
名
工
、
巨
匠
を
薙
出
し

た
ゆ
か
０

の
地
で

あ
り
、
現
在
も
陶
芸
作
家
を
中

心
と
す
る
高
級
芙
術
工

芸
品
を
多
く
産
出

す
る
。

仙
面
、
そ
の
気
虱
も
一
般

に
封
建
的
で
製

陶
法

も
家

内
工
業

的
生
産
方

式
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
附
近
に
は
、
乂

陶
磁
器
卸
商
、

問
屋
が
集
結
し
、
清
水
、
五
条
の
み
な
ら

ず
、

日
吉
、
泉

涌
寺

の
製
造
業

者
も
、
こ
れ
ら
の
問
屋
を
通
じ

て
販
売
し

て
い
る
。

一
八
五



現

在
こ
の
地
区

の
業

者
数
は

約
七
〇

で
、
そ
の
う
ち
、
四
〇

％

に
あ
た
る
約
三
〇
業
者
は
明

治
又
は
そ
れ
以
前
の
創
業
に
か

か
り
、
大
正
、
昭
和
（

戦
前
）

の
創
業
は
約
四
五
名
、
戦
後
の

創
業
は

Ｉ
〇

％

余
り

に
す
ぎ

ず
、
又
そ
の
規
模
は
、

法
人
は

そ
の

Ｉ
〇
％

に
満

た
ず
、
他
は

個
人
経
営
で

、
資
本
金
も
大
き

い
も
の
は
な
い
。

五条汗水附近、|徇巵器言俯より汗水卜か望む

戦

後
、

こ
の
地
区

の
業

者
は
、

京
焼
の
伝
統
を
保
持
す
る
た
め
と
、
小

規
模
経
営
の
欠
点
を
槌
う
た
め
昭
印
二
十

四
年
七
月
、
土
と
し

て
高
級
割
烹
食
器
を
生
産
す
る
磁
器
製
造
業
者
二

十
六
名
で
「
清
水
陶
磁
器
協
同
組
合
」
、

陶

器
を
生

率
丁
る
業

者
二
十
六
名
で

「
東

山
陶
器
協
同
組
合
」
、
伝

統
技
術
の
業
者
十
六
名
で

「
陶
技
協
同
組
Λ
囗
」

の

三

組
合

が
、

そ
れ
ぞ
れ

の
分

野
で
組
織
活
動
を
企
図
し

て
設
立
さ
れ
た
が
、
事
務
的
と
圸

ぽ
的
に
統
一
の
必
要
生

節

一
八

六

西大谷の森を経て五万討近を望む

感
し

て
昭
和
二
十

六
年
九
月

、
三
組
合
を
合
併
し
て
「
京
都
府
陶
磁
器
協
同
組
合
」

が
設
立
さ
れ
、
小
規
蟆
生

産
者
の
最
七

必
韭
と
す
る
焼
成
設
使
の
設
置
を

第
一
目
標

と

し

て
組
合
活
動
に
入
り

、
理
事
長
叶
謙

▽
り
の
努
力
に
よ
り
、
同
二
十
七
年
五
月
、
京
都
府
の
補
助

金
を
受
け

て
共
同

焼
成
膕
業

の
設
備
と
し

て
、

諭

鋳
胼
に
辿

続
式

登
り

窯
（
八

宗
、

十
三
立
）

を
完

成
し

、
引
続
き
京
都
市
の
助
成
金
を
得
て
、
松
薪
倉
庫
及

び
匣
倉
庫
を
設
置
し
、
京

焼
業
界

初
の
共
同

焼
成
事
業
を
㈲
始
し
、

組
合
計
は

貸
し

窯
制
度
よ
り

の
依
存
よ
り
脱
し
て
焼
成
料
金
の
安
定
と
低
価
焼
成
、
焼
成
期
日
の
正
確
度
を
獲
得
し
、

中
小

今
泉
等
協
同

総
合
法
の
恩
恵
を
十
二

分
に
利
川
し
て

い
る
こ
と

は
、
こ
の
地
ぼ
と
し
て
は
大
き
な
前
進
と
い
う

べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
に
刺
激
さ
れ

た
他
地
区

に
も
共
同

窯
の
出

現
を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

日　吉　町　附　近

日
　

吉
　

町

京

焼
の
允
ぽ
膨
脹

の
結
果
と
し
て
、

囗
古
年

ぼ
は

人

止
の
始

め
剛
元

さ
れ
て
よ
り

、
急
激
に
発
回
し
、

第
一
次
人

戦
を
契
機

と
す
る
奸
短
気
の
際
、
兄
蝠
、

石
川

等
か
ら
多
く
の
技
術
者
の
侈
庄
を
み
た
。
従
っ

て
こ
の
土

地
は
比
餃
的
新
し
い
生
産
方
法
を
採
川
し
、

気
風
も
積

極
的

で
あ
る
。

現

在

当

地
の
業
者
数
は

約
六
〇
、
従
業
八
四
〇
〇

名
余
で
、

五
条
よ
り
少

い

が
、

経
営
設
備

と
生

産
額

に
お
い
て
は
こ
れ
を
ひ

書

放
し
て

い
る
。
宰
汪

戦
前
に
は
十
二
赧
で
あ
っ

た
が

戦

後
ヅ
地
宗

の
築
造
白
加

え
て
三
十
二
赧
に
増
加
し

て

い
る
。

泉
　

涌
　
寺

泉
涌
寺
は
人
正
時
代

囗
古

地
ぽ
に
っ
い
で
問
拓
さ
れ
た
陶
業
地
で
、
戦
後
の
劍
業
者
が
多
く
、
新
註
拓
地
と
し
て
は
、
比
餃

的
零

細
今
泉
が
多
い
。

こ
の
地
区
の
昭
和
三
十
四
年
の
業
者

数
は
約
七
〇
工

場
で
、
そ
の
巾

一
般

陶
磁
器
六
〇

、
電
磁
器
一
〇
で
、
焼
成
設
備
は

今
窯
十
三
、

石

炭
窯
六
、
毟
気
窯
三
了
あ

る
。

三

条
、

粟
田
口

三
条
柴
川

川
附
近
は
古
来
柴
0
1
.
1

焼
壱

も
っ
て
広
く
知
ら
れ
た
伝
統
陶
某

地
で
あ
っ
た
が
大
正
以
降
次
第

に
衰
微
し
、
現

在
で

は
陶
芸
作
家
芥
子
を
見
る
に
過

ぎ
な
い
。

長
岡
町
（
乙

訓
郡

）

丁（

七



法
　

人

一
三
、
七
彩

八
、
三

介
菜

糾
（

日
貝

匸

一
、

七
％

七

、
二

二
二

、

九

一
四

、

二

個
　

人

七
二

、
六
％

八
四

、
五

五
四

、
二

七
三
、
〇

総

法
　

人
　
資
　

木

昭
和
戦
後

三
〇
、
五
彩

匸

气

五
彩

三
五
、
四

四
五
、
四

昭
和

戦
前

二
五
、
八
万

一
五
、
二
％

三
九
、
六

二
七
、
一

日
吉
、
泉
涌
加
地
区
の
明
冶
以
前

及
明
冶
の
瑁
業
者
は
他
地

ぼ
か
ら
の
移
住
者

で
あ
っ
て
夂
に
々
そ
の
地
で
の
開
黽

は
人

止
以
降

と
ｍ

わ
れ
る
。

言

）
　
企

業

の

組

織

（

Ａ

）

圸
　

区
　

別

総
敵

一

九
〇

七

二

四

八

七

〇

･」 ご

口

⊇

一

二

一

泉
　
　

涌
　
　

サ

一

八

九

八

八
口

高
　
　

五
四
万

円
卜
勾
二
七
ヽ

乙
万
円

低
　
一
气

五
万

円
ぷ
よ
　
　
　

プ

五

匸

‰

叩

古

言

二

回

円

高
　

二
〇
〇
万

円
乙

当
て
弋
、
七
万
円

低
　

八
、
八
万

円
斗
上
Ｊ／
ノ
　

一゙

水

九

五
　

条
　

汁

訳内
）

泉山より　泉涌寺泉林町附近を望む

丁（

八

戦

茆

電

磁

器

工

場

二

、

三

が

あ

っ

た

が

、

戦

時

中
急

速

に

発

展

し

、

現

在

一
五

工

場

か

お

り

、
電

磁
器

を

主

と

し

一
部

食

器

等

の

生

産

も

み

ら

れ
る

。

九
　

条

（
南

区

）

電

磁

器

工

場

、

七

―
八

を

数

え

る
。

京

焼

各

地

区

の

規

模

形

態

の

統
計

表

昭
和
二

十
九
年
末
、
京
都
市
産
業
局
商
工

課
に
よ
る
「
京
焼
の
産
地

と
市
場
」
、
同
三

十
六
年
十
一
月
、二

京
鄒
市

商

工
局
発
行
の
「

京
焼
産
業
の
実
態
」
に
よ
り
、
比
欸
的
正
確
な
統
計

詰
表
か
お
る
の
で

桜
草

す
る
。

以
下
昭
和
二
十

九
年
刊
行
の
分
を
Ａ

、
同
三
十

六
年
刊
行
の
分
を
Ｂ

と
し
て
表
示
す
る
が
、
Ａ

と
Ｂ
の
詰
表
は
い
ず

れ
も
デ
ー
タ
ー
収
集
の
範
囲
が
、
五
条

。
囗
古
广
にぺ
涌
庁
を
玉

と
し
ク
乂
Ｂ

は
、
昭
和
三
十
三
年
三
月
京
祁
府
商
工

崕
美
術
工

芸
課
作
成
「
災
術
工
芸
関

係
団
休
名
簿
」
を
玉

体
と
し
て

、
原
料
業
者
、
牛
産
者

、
上
絵
業
者
の
三

つ
に

分
頸
し
、
流
通
機
構
羂
査
は
、
主
と
し
て
京
祁
陶
賍
器
卸
出
同

組
合
員

と
若
卜
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
を
含
め
て

行
な

わ
れ
た
昭
和
三
十

六
年
三
月
の
京
祁
市
商
工
局
指
導
踝
の
消
査
を
利
川
さ

れ
た
も
の
で

Ａ
と
Ｂ

の
消
査
方
法
、
諦
表

の
記
絨
方
法

に
若
干
の
相
迩
点
か

お
り
、
乂
業
冊

数
、
労
務
者
歓
ノ

収
扱
金
額
等
に
お
い
て

も
前
後
む

じ

。
ん
す
る

点
も
敗

見
す
る
が
、
両
表
を
比
較
さ
れ
て
京
焼
の
推
移
を
見
ら
れ
た
い
。

な
お
、
Ｂ

表
は
泅
査
対
象
、
原
料

業
行
二
、
生
産
者
一
九
三

、
絵
付
業
者

二

石

う
ち
調
炎
表
回
収
小
某
所

数
、
原

料
業
者
二

、
生
産
者
一
四

五
、
絵
付
業
者
八
に
よ
っ
て

い
る
。

个

出

土

要

陶

賍

器

産

地

産

額

比

較

表

（
昭
和
二
十

八
年
度
）

Ａ

産
　
　
　

址

顫
　
戸
゛
二

円
）

名
　
　

古
　
　

屋

多
治
見

二
一
円
）

九　 京　 有　 万

占

田
（
伊

万

里

）谷　 耶

年
　
　

産
　
　

顯

六

、
八
〇

七

、
二

二
七

千

円

五

、
一

五

九

、
七

六

二

三

、
四

一

九

、
九
四

七

二

三

七

三

、
二

三

〇

一

、
三

四

三

、
七

八

九

四

二

四

、
一

八

一

三

四

六

、
四

五

〇

（
内

）
　
和
　

陶

四

、
〇

三

四

、
七
八

〇

千

円

一

七
一
一
、四
九
七

二
五
七
、
三
四
〇

九
一
三
、
七
八
九

二
八
六
、
九
一
〇

一
七
五
、
三
〇
〇

備

考

輸
出
品
の
み
で
和
陶
は
つ
く
ら
な
卜

洋
陶

を
主
と
し
、
そ
の
五
〇
％

は
輸
出
向
で

あ
る

製
品
の
八
〇
％

は
輸
出
向
及

び
洋
陶
で

あ
る

作
家
の
工

芸
品

、
人
形
が
推
定
加
算
さ
れ
て

卜
る

こ

の
表
は
吝
産
地

の
陶
賍
賜
年
に

総
額
丿

和
陶
に
洋
陶

で
電
気
川
品
。
理
化
学
川
品
、

タ
イ
ル
、
玩

具
等
の
生
産
顯
が
加
算
さ
れ
た
も
の
ｉ
で

あ
る
が
、
首
位
は
顔

尸
で

あ
り
ル
七
卜目
屎
、
多

治
見

と
続
き
、
万
よ

と
有

川
は
互

に
わ
ず
か
の
差
で

争
っ
て

い
る
、か
、
京
祁

と
九
谷

は
大
き
く
引
き
饂
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
う
ち
和
陶
の
み
に
つ

い
て
の
順
位
を
見
る
と
、
顔

尸
、
多
冶
見
（
名
古

巣
は
輸
出
品
に
主
力
を
注

ぎ
四
倥

）
有
川
、
京
郎
、
万
占

、
九
谷

と
な
っ
て
い
る

。

結
局
全
円

産
額
に
占

め
る
京
耶
の
比
率
は
総
☆
で
約
四
万
、
和
陶
で

は
約
三
％

に
達

し
な
い
。

罔
　

企

業
　

休

（

イ
）
　
創

業

の
年

代

（
Ａ

）

地
　

ぼ
　
別

総

合

五
　

条
　

佶
　

水

訳内ｉ

泉
　
　

涌
　
　

寺

総
数

一

九
〇

七

二

四

八

七

〇

明

治
以
前

五
彩

一
一
％

三　〇

明
　
ふ
に

匸
（

、

六
％

三
〇
、
五
％

一
〇
、
四六

大
　

正

二
二

、
一
％

三
〇

、
五
％

一
四

、
六

一
八
、
五



一

九

一

総

企
業
紙
介
且

は
社
人
に
入
る
べ
き
で
あ
る
が
、
紙
☆

八
を
各
企
業
体

と
し
て
収
扱
う

。

企

業

の

組

織

（
Ｂ

）

圸
　

区
　

別

訳

■■ 丶･==･-,-=････-

日　 五

条

内総訳内

！

く
　
　

Ｓ

Ｕ

に
月
　
　

肩

Ｈ

浦

古　 水　 合か

総

燉

一
四

五
五
三

四
二

五
〇

余

）
　
事
業
所
の
規
柚
（
Ａ
）

俎
　

区
　

別

五
　

粂
　

清

泉
　
　

涌

内　 訳　　総

泉　日　五

条
涌

清

☆水
･コ. ご

囗
卜゙

事

某

所

の

規

杖

（

Ｂ

）

址
　

区
　

別

☆古 水

総

徴

法
　
　

人

二

四

二

六
名

）

七

二

二

万

）

一
〇

つ
一
四

万

）

七

（
一

四

万

）

X/‾
へ
一一

○ 一

四 九

五 〇

人
－

総

総
数

一

四

五

五

三

四

二

五

〇

七
二

四
八

七
〇

訳内

= I ｡ 乙 へ

組
　
　

合

匸
（

（

匸

一
％

）

一
　
　
（
二
％

）

六

（

一
四

％

）

一

一
　（
二

二
％

）

四

,人

=-J

= 一二

九

八

⌒

ソ て

一 一

.n｡-凾= 一 二

八 ｀

－ 一

一 一

人 ％

－ －

四
三
（
五
九
、
八
％

）

二

九
（
五
四
、
二
％

）

五
〇
（
七
一
、
三
％
）

一

？

四

人

七
〇
（
四
八
、
五
％

）

子
（

つ
五
二
、
九
％

）

匸
八
（
四
二

、
八
％

）

二
四
（
四
八
、
〇
％

）

川
　
　

人

一
〇

三

（
七

二

万

）

四

五

（

八

一
万

）

二

六
（

六
二
万

）

三

二

（

六

四
万

）

五

？

九

人

四

五

（
一

⌒-

一 一
-

＝～に4･＝ 之I-

、

七

光

）

八

二

人

）

二

四

（

三

三

、
三

石

）

一
〇

（

二

〇

、

八
万

）

一

一
　（

一

五

、

七
侫

）

五

？

九

人

四
四

（
三
〇
、
三
光
）

匸
八
（
三
三

、
三
彩
）

九
（
二

二

五
万

）

一
七
　

（
三
四
、
〇
）

最最
低鳥

、】
儿

○

仕
入
資
本
（
株
式
公
社

）

子
匸

乙
二

心
四
平
均

八
七
ゝ
四
万
円

最

鳥
　

一

五

万

円
卜

回

゛
五

ゴ
円

最
低
　

一

五

万

円
・
、一
上

万

ノ

最

鳥
　
　

三

五

〇
万

円

阮
に
回

匸

‘辷
ヽ

一

‘一

円

最

低
　

一

九
ヽ

五
万

円
・ヽ
・
上

・

湎

”

万

最最
低高

一
〇
〇
万

円
卜

勾
乙
〇
　

円

五
〇
万

円
二
よ

ブ
　
万

十

人

以

上

二

六

二

四
、
一
石

）

（
四
七
五
人
）

九 二 五

（
六

、

九
％

）

二
一
五

彩

）

（
二

三

彩

）

十

人

俎

上

三
二
　
（
ニ

ー
、

二

％

）

七

二

三

、

八
万

）

二
五

（
三

五
、

七

石

）

九
　

二

八
、

〇

）

以

上
の
諦
表

に
よ
り
、
現
小

某
所

。。
所
在
地
に
お
け
る
劍
業
年

次
は
、
昭
和
年
代
か
半
教
以
上
を
占
め
、
明
治
以
前

は
五
条
流
水
地
ぼ
に
よ
っ
て
そ
の
全
部
を
占
め
て

卜
る
。
こ

れ
は
五
条

清
水
地
区

が
、
よ
卜
意
味
で

も
、
悪

い
意
味
で
も
伝
統
と
技
術
を
證

っ
て

卜
る
元
山
の
一
端
で

あ
り
、
こ
れ
は

Ｉ
？
四

人
迄
の
零
細
業
谷

か
五
条
清
水
地
区
で
五
二
、
九
万

、
囗
古
四
二
、

八
分
、
泉
涌
寺
四
八
万

、
一
〇
人
以

上
は
五
条
活
水
は
一
三

、
八
万

、
囗
古
三
五
、
七
％

、
泉
涌
寺

匸
八
万

と
な
っ
て

卜
る
の

と
劾
奏
す
る
と
各
地
区
の
企
業
の
特
徴
を
予
想
す

る
こ

と
が

で
き
る
。

（

言
　

従
　

業
　

者

（

Ａ

）

介

五
　

条
　
渮
　

水

日

づ.辷

口

～
く
　
　

蓊
町
　
　

’．ｙ

’肩
　
　

’汗
　
　

‐‐‐
1、

平
業
場
総
数

(190)

←J

O 一

四 九

五〇

人

七
二

四

八
七
〇

十

人

以

上

剛

一

四

、

一
万

口
　

四

七

五

人

ベ
ノ
　

丶゙
丶
　

し

陌
　

Ｊ
ノ
　

力

う1
2
二

五

、

〇

ぐ⑤

匸

ぺ

○

右

の
数
字
中
ア
ラ

ビ
ア
数
字
は
そ

の
企
茶
冊

数
を
示

す
。

五
人
？

九
人

町
二
三
、
七
％

膕
　

二
八
二
人

バ24 ）
三
三

、
三

1
0二

〇

、

ぐＩ叫

八

一
五
、
七

四
人
几
下

(1↓9)

_j一
二

一 一
八 ｀

几 二

人 ％

う4
3五

九

、

八

ぐう2
9五

四

、

二

ぐう5
0七

气

三

ぐ

㈲
　

生

産

設

備

（

イ
）
　
原
料
製
造
設
備
（
Ａ

）

業
界
中
、
原
料
製
造

か
ら
成
型
、
焼
成

員
至
乙

工
程
を
白
家
で
一
貫
施
行
し
て
い

る
も
の
は
な
く
、
左
表

の
示
ナ

設
備
を
有
す
る
に
過

ぎ
な
い
。

圸
　
区
　
別
　
内
　
訳

佃

頸

フ
　

レ
　

ッ
　
ト

ト
　
ロ
　
ン

メ

ル

フ
イ
ル
レ
プ

レ
ス

泥

漿

貶

袢

欣

七
　
　

の
　
　

他

計

総

Λ
目

三
一
〇一

一
〇八

三
二

五
条
流
水

四　二　〇　〇　一　一

日
吉二九　五　 ﾌぐ゚　○　六

言

）
　
成

型

設

備
（

Ａ
及
Ｂ
）
　（
　

）
内
は
Ｂ

気

涌
岸九　 一　 四　 一一　三　 〇



総訳内

五
　
蚤
　
佶

介水
引.j

囗

1‐
 
1

扨
　
　

ぶ
田
　
　

匕
吁

蹴
り
ろ
く
ろ

三
八八

二
〇

一
〇

手
ろ
く
ろ

匸
八
四

九
九

一
五

七
〇

電
詣
ろ
く
ろ
　
　
（

ン
ド
ル
ろ
く
ろ

八

一
一

／ ‾へ八

W - ･ 　 に . - J

心

－ ♂占 －

一一
三 一一 五一一 〇 一 九三

三 三 三 四 五 〇 一一八

゛ ニ ーブL ゛ 四 ゛ 五

つ　 つ　 ⌒　　 こ

ｰ､4　 一一　 ’I‾‘　　 ノ丶
七 一 四 一一 五　 六 二

し ○ し ー。し ﾌく゚　し｡ 匕

二　　六　 ，.
……　 三 升
七　　四

一
九
五

二
二
二

ス

）
　
焼

成

設

備
（
Ａ

及
Ｂ
）
　（
　

）
内
は
Ｂ

巾
内
及
近
郊
所
在
の
陶
磁
器
工
業
川
本
烹
（
砠
膃
工
業
及

び
村
川
製
作

所
所
有

の
本

窯
を
除
く
）

圸

区

小 泉 日 五

条

涌
清

計　寺　吉　水

九
　
条
　
洛

乙山

科

そ

の

（
日

圉訓他計

ト
ン
ネ
ル
窯

○○○○　○　一　〇一

登
　

窯

一

八

（

一

五

）

一

九

つ
一
五

）

一

六
　

つ
八
）

五

三

（

四

八

）

三二Ｉ

五

九

五囗

傾

平

地

窯

㈲
　

（

六

）

三

二

乙

二

（

一

口

九

二
一
八

）

五　　　　 二
一　八　九　四

類

‐
‐‐
－

－

・‐
‐‐
　

‐
‐‐

計

二

二

（

二

乙

二

二

（

三

六

）

一

八

（

一

九

）

六

二

（

七

六

）

二

八

一

一九

一

一

〇

右
表

に
よ
る
本
窯
を
巾
ふ

と
し
た
窯
の
所

有
区
分

は
次
表
の
通
り
で
あ
り
（
　

）
内

は
Ｂ

要

地

区

条
　

清
　

水古

持

窯

業

者

Ａ

一
四

二

六

）

一
七

（
二

四

）

立

焼

茶

折

Ｂ

五

八

⊇
一
七

）

三

一

二

〇

）

稼
動
中
介
計
　
五
〇

六

計
　

Ｃ

七

二
　
　
（
五

三

）

四

八
　

（
三

四

）

乙/ろ/
”

一

七
四

一

五

六

一
七

六

電
気
窯
（
水
焼
、
後
川
）

二
四
（
二
四
）

匸
一

二
一
七
）

六
（
二

九
）

四
二
（

八
〇
）

特
竹
谷

-

一
四

（

二

三

）

六
　

（

六
）

八
〇

、
六
万

六
四

、
六

一

九

二
Ｃ

一 一Ｄ

一
九
、
四
万

匸

二

五

泉

涌

寺

計

匸

一

二

四

）

四

四

（

五

四

）

五

七

つ
一
三

）

一
四

六

（
七

〇

）

七

〇
　

（

三

七

）

一

九
〇

（

匸

一
四

）

二
四

（

一

七
）

四

四

（
四

六
）

八
〇
、
二
万

七
六
、
八

三
四
、
三
％

ニ

ー
、
一

以
上

の
諸
表
に
よ
り
京
焼
の
特
徴
と
し
て

、
依

然
今
次
依
存
度
が
高
く

、
比
較
的
進
歩
的
と
思
わ
れ
る
日
古
地
区
は
登
窄

、
電
気
宰

が
共
に
増
加
し
、
泉
涌
寺
地
区

は
、
杢
塞
減
少
ク

電
気

窯
増
加

の
跡
が
見
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
製
‥
心
と
、
設
備

近
代
化

を
併
せ
て
考
察
す
る
と
、
注
目
す

べ
き
現
象

と
い
え

る
。

電
気

窯

に
よ

る
還

元

焼

成

の

完

成

昭
和

三
十

五

年

初
言

の
市

工

芸

指

導

所

の

京

都

陶

磁

器

研

究

会

役
且

会

の

席

上

、

叶

、

高

島
雨

委
員

よ
り

、

か

つ

て
叶

委
０

が
低

火

度

電

気

炉

に

よ

る

還
元

焼

成

作

品

に

成

功

（

帝

屐

入

選

）
　
し

た

こ

と

を

ヒ

ン
ト

と

し

て

「
電

気

窯

に

よ

る

還
元

焼

成
法

」

を

課

題

と

し

て

提

出

、

こ

の

会

を

巾

心

と

し

て

研

究

実

験

加

重

ね

ら

れ

た

が

、

同

年

七

月

以

降

、

小

坂

進

、

川

尻
七

平

は

こ

れ

が
完

成

を

目

指

し

て

精

進

、

前

記

、

叶

謙

一
委

且

の
助

言

に

基

古
研

鑚

告
示

ね

、
同

三
十

六

年

三

月

、

松

薪

焔

助

成

に

よ

る
四

十

八

Ｋ

Ｗ

電

気

窯

の

還

元

焔

焼

成

に
成

功

し

た
。

目
下

特

許
出

願

中

で

は

あ

る

が

早

く

も

業

界

は

こ

の

安

定

し

た
焼

成

法

に
よ

る

生

気

窯

を

築

造

し

て

更

に
研

究

実

験

を

重

ね

て

い

る

も

の
も

あ

る
。

と

も

か

く

、

京

都

と

し

て

は
、

い
ま

だ
他

産

地

で

成

功

を

に
人
て

い

な

い

電

気

炉

辺

兀
焼

成

法

を

考

案

完

成

し

た

こ
と

は
大

き

な

力

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

以

上

の
如

く

業

界

も

、

遂

年

、

饑

械

設

備

、

成

型

、

焼
成

等

の

施

設

が

進

歩
し

て

き

た

が

、

こ

れ

は

、

昭

和

二

十

四

年

、

京

都

府

が

産
業

復

興

五
ヶ

年

付

則

を

樹

立

し

、

従
来

の

手
工

業

的

方

向

に
依

存

し

て

き

た
業

界

に
対

し

、
輸

出

及

び
国

内

的

に
も

更

に

発
展

を

期

す

る

た

め

、

前

記

の

詰

施

設

の

改

善

の

た

め
、

二

、

五

〇

〇
万

円

を

助

成

し

た

の

が
大

き

な

力

と

な
っ

て

い

る

。

２
　

原
　
　
　

料

昭

和
二

十

九
年

京
都

市

商

工

局

よ
０

出

さ

れ

た

統

計

表

に
よ
０

明

ら

か

な

ご
と

く

、

現

在

に
お

い
て

も

工

場

自

休

で

⊇

貝
し

か

原
料

製

造

設

備

を

有

す

る

も

の

な

く

、

専

ら

原
料

製

造
業

者

九

に

よ

り

供

給

さ

れ

て

い

て

、

こ

れ
ら

の
業

者

は

次

の
よ

う

に

原
石

粘

土

を

傍

入

し

て

、

こ

れ

を

精

製

し

て
坏

上

、

釉

薬

等

を
製

出

し

て

い

る

。

原
石

、
粘

土

品

名

産

地

川

傍

入

量

（

昭
和

二

十

八

千

調

査

）

（

イ
）
　
原

生
　

産
　
圸

熊
　
　

本
　
　

県

石

品
　
　
　
名

太

草

二

等

石

数
　

量

（

屯
）

一

一

九
屯

生

産

圸

熊

本

県

品
　
　
　
翕

大

仁

二

等

粉

教
　

量
（
屯
）

匸

一
四
屯

一
匹

二



奈　石　岩　滋　奈　詰　岡　岐　京　Zy　Z/ 兵

副詞
　
　

山
詞
　
　
　

幺
７塚　桐

良　 川　手　賀　良　根　山　阜　 鄒

ﾘﾄﾞ 川 卜 囗 冂 卜 卜 匸 丱

野　谷

石　石　石

あ
　

ま
　

べ
　
石

単

山

一

級

石

丸
　
　

山
　
　

石

益
　

田
　
長
　
石

三 河

雲　出

韭　 球　往

長

石

長

石　 石　 石　 石

愛
　
　

知
　
　

県
　
　
　

円
　
　

長

大
　
　

阪
　
　

府
　
　
　

石

石灰

三

六
〇

屯

匸
一
九

三
〇

四
五

二
一
三

一
〇

九
七
三

二
〇
〇

五
四
四

コ
ニ

九
九九

二
〇

三
二

屯

岡

山

以

計

へ
已

怙

島岐

生

産

地

三 愛

根

県

阜

県

知

県

爪

県

合　三　Ｘ･ 滋　岐　･夕

恆 阜

卵 県

重

計 県

上

三

石

ク

レ

囗

口 口

力

才

信　Z/　木　 力･ 〃　水

名

リ
　

ン

‰
　
　

土節楽

篠

原

白

土

蛙

目

原

土

一
九
四

二
〇

二
、
〇

五
九
屯

数
　

量
（
屯
）

六
〇

八
八

一

九
二

四

二
三
二

二
九

四
一

二
〇

八
五

五
九
〇

屯

以
上
の
よ
う
に
し

て
蒐
集
さ
れ
た
原
石

、
粘
土
を
精
製
し
て
製
造

さ
れ
た
坏
土
、
釉
薬
の

使
用
数
量

は
地
区
別

に
見

る
と
つ
ぎ
の
と
お
い

で
あ
０

、

こ

の
使
用
区

分
に
よ

り
、
各
地
区

の
製
造
品
種

が
推
定
で
き

る
。

八

（
）
仟
古
泛
万

万
雰

且

且
驚
繊

赤　 信　 粟　半　陶
種

頸

坏

上

磁

器田楽上

総
合
使
川
量

二
二
四
、
六
八
八
貫

四
三
、
二
三
五

三
四

、
八
〇
〇

匸

一
二

二

六
二

二
二

、
三
三
〇

二て
十い
八る
年の
度で
そ
の
W

五

条

活

水

五

六
、
一
一
〇

九
二
〇

八
『

○
三
五

一
三
、
五
〇
〇

九
五
、
七
七
八

苙
、
四
〇
〇

四
、
三
〇
〇

三
四
、
〇
八
二

『

六
六
〇

星
　

涌
　

寺

七
二
、
八
〇
〇

三

六
、

九
一
五

三
〇
、
五
〇
〇

一
六
、
一
四

七

七
、
一
七
〇

カ
　
オ
　
リ
　
ン
　
　
　
　
　
　『

六
八
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　四
Ｏ
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　

七
八
〇
　
　
　
　
　
　
　

五
〇
〇

娃
　
　
　
　

目
　
　
　
　
　
二
、
三
三
ニ
　
　
　
　
　
　
　

ー
、
五

二
一
　
　
　
　
　
　
　
八
二
〇

木
　
　
　
　
　
節
　
　
　
　
一
六
、
〇
八
二
　
　
　
　
　
　
　

八
、
七
二
五
　
　
　
　
　
六
、
九
六
〇
　
　
　
　
　
　
　

三
九
七

そ
　
　
の
　
　
他
　
　
　
　
一
五
、
九
〇
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
二
〇
〇
　
　
　
　

匸
一
、
七
〇
〇

合
　
　
　
　
　
計
　
　
　
五
〇
二
、
三
〇
九
　
　
　
　
　

匸
（

二
、
二
〇
二
　
　
　
一
五
一
、
九
八
〇
　
　
　
一
七
八
、

回
一
七

⊇

）
　
釉
　
　
　

薬
　
　

昭

和
二
十
八
年

度

種
　
　

類
　
　
　
　

総
合
使
川
量
　
　
　
　
　
五
条
清
水
　
　
　
　
　
囗
　
　
吉
　
　
　
　

泉

涌

寺

石
　
　
灰
　
　
釉
　
　
　
　
四
四
、
五
七
〇
　
　
　
一
〇
、
一
七
〇
　
　
　
一
五
、
八
九
六
　
　
　
一
八
、
五
〇
四

土
　
　
灰
　
　
釉
　
　
　
　

回
二

九
六
七
　
　
　
　
七
、
一
六
七
　
　
　
　
一
、
四
八
〇
　
　
　
　
四
、
三
二
〇

そ
　
　
の
　
　
他
　
　
　
　
　
四
、
三
四
七
　
　
　
　

二

五
一
一
　
　
　
　
一
、
三
〇
六
　
　
　
　

二

五
三
七

合
　
　
　
　
　
計
　
　
　
　
六
一
、
八
八
四
　
　
　
一
八
、
八
四
八
　
　
　
一
八
、
六
八
二
　
　
　
二
四
、
三
五
四

以
上
の
原
料
供
給
は
土
と
し
て
、
日
本
陶
料
株
式
会
社

に
よ
０

供
給
さ
れ
て

き
た
が
、

昭
和
年
代

に
お
い
て
、

は
じ
め
て
出
同

組
合

の
共
同

乍
某

と
し

て

⊇

貝
作
業
の
洋

土
工
場
と
、
電
磁
器
原
料
共
同
製
造
工
場

が
施
設

さ
れ
た
こ
と

は
特
筆
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
。

即
ち
、
一
は
三
組
合
の
辿
合

に
よ

る
京

都
陶
磁
百

協
同

組
合
辿
合
会
（
理
事

長
、
福
田
松
平

）
で
、
昭
和
二
十
五
年
、
京
都
府
市

の
援
助

に
よ
り

南
日

吉
町
に
、

洋
土
精
製
工
場

を
完

成
し

て
、

傘
下
組
合
八
及

一
部
ア
ウ
ト

サ
イ
ダ
ー
に
こ
糺
ら
の
原

料
の
供
給
、
洋
上

の
再

製
を
行
っ
て
き
た
。

理
在
は
、
京
都

陶
磁
器
製
販
協
同

組
合

（
理
事
長
、
高
島
隆
川
）
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
て
い
る
。

他
は
、
京
都
電
磁
器
工
業
協
同
組
合
（

理
事

長
、
西
村
与
三

吉
）
で
、

昭
和
二
十
七
年

、
府
、
市
の
援
助
に
よ
り
、

百
子
試
験
設
備

の
設

雌
に
っ
い
で
昭
和
二

十
七
半
、

国
庫
及
び
府
の
柿
助
金
を
得
て
、

原
料
生
工

の
粉
末

加
工

設
備
を
伏
見
区

深
草
平

剛
町
五
の
一
に
完
成
、

優
良
原
料
、

釉
薬
、

削
屑

等
原
料

の
再

生
捉
供
を
行
い
、

乂
匣

鉢
、
焼
収
用
道
具
土
等
の
製
造
に
よ
り
、
組
合
貝
は
勿
論

一
般

ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
に
も
こ
れ
を
供
給
し

て
業
界

の
た
め
に
益
す

る
と

こ
ろ

が
人

き
く
、

現
在
も
依
然
活
溌
な

供
給
を
続
け
て
い
る
。

こ
れ
ら
業
者
と
組
合
施
設
に
よ
る
原
料
供
給
量
は
、

京
焼
業

者
の
必
要
原
料
の
八
〇
％

以
上
と
い
わ
れ
、

業
者

は
、

京
焼
各
界
の
業
者
数
に
比
し

極

め
て

少

数
で
あ
る

が
、
そ
の
規
校
は
大
吉
い
。
京
都
で
は
原
石
、
粘
土

等
の
殆
ん
ど
を
産
出

せ
ず
、
且

つ
複
雑
な
原
料
配

合
の
求
め
に
応

ず
る
た
め
の
研

究
と
、

設
備
の
改
作

に
常
に
力
を
つ

一
九
五



一
九
六

く
し
て
い
る
原
料
製
造
業
者
は
業
界
の
功
労

者
と

い
う

べ
き
で
あ
る
。
な
お
、

京
焼
に
お
け

る
原
価
俳
成

の
中

に
宀

め
る
原
料

の
比
は
十
六
名
未
満
と
い

わ
れ

る
。
（
以
上

昭

和
三
十
六
年
京
都
市
商
工
局
緇
さ
ん
京
都
商
工

情
報
、
京
焼
業
界
の
実
態
に
よ

る
）

こ
の
他
右
京
区
梅
津
に
、
新
日
本
金
属
化
学
株
式
会
什
（
昭
和
十
八
年
創
立
）

か
お
り
、

こ
こ
か
ら
は
業
界

へ
主
と
し
て
、

ジ
ル
コ

ニ
ウ
ム

製

品
－
‐

陶
迸
器
用
乳
濁

剤

（
テ
ト
ラ

。
ク
ス
）
－

及
び
メ
タ
錙
酸
（
酸
化
錙
）
、
酸
化
第
二
錫
、
陶
試

紅
、

バ
ナ
ジ
ウ

ム
黄

一
一
〇

、

マ
ン
ダ
リ
ン
エ
コ
ー
、
ト
ル
コ
青
、

ス
カ
イ
ブ
ル
等
の
顔
料
、
電

磁
器
用

と
し
て
、
酸
化
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
酸
化

バ
ナ
ジ

ウ
ム
、
酸
化

ビ
ス
マ
ス
等
が
製

造
、

提
供
さ
れ
て
い
る
。

３
　

問
　
　
　

屋

戦
前
の
問
屋

は
五
条
地
区

を
中
心
に
約
五
〇
叫

あ
り

産
地
問
屋

と
し

て
人

き
い
役
割
を
は
た
し

て
い
た
。
こ
れ
は
製
造
業
者
の
零
細
性
、

製
品

の
多
様
性
、

生
産
工

程
の

分
業
化
等
の
事
情

が
、
必
然
的
に

問
屋

の
介

在
を
不
可

欠
と
し

た
も
の
で
あ
り
、
乂
事
実
、
生
産
業
者
と
問
屋
と
の
結

び
付
き

は
強

力
で

あ
り

、

問
屋
資
本
も
強
く
、
全
国

市
場

と
の
辿

繋
も
確
保
さ
れ
、
生
産
業
者
に
対
し

て
は

資
金
援
助

の
機

能
を
果
た
し

て
き
た
。
し

か
し
川
面
、
問
屋
は
豊
守
な
資

金
力
に

よ
っ

て
歩
引
、

恍
窯
の
制
を
と
っ

て
生
産
者
を
支
配

す
る
傾
向
も
一
部
に
見
ら
れ
た
。

昭
和
十

五
年
、

京
都
市
社
会
部
羂
査
に
よ

る
製

産
業
者
の
販
元
方
法

は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

田
　

問
半
収
引
の
み
を
な
す
も

の
　
　
　
　
　
　
　
　

七
〇
％

㈲
　

一
部
問
屋
と
収
引
、
直
接
小
売
を
兼

ね
る
も
の
　
一
〇
％

㈲
　

問
屋
と
関
係
な
い
も

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
％

な
お
、
剛
及
び
㈲
の
問
屋
と
の
取
引
の
基
準
は

そ
の
八
〇
％

が
問
屋

注
火

に
よ
り

生
産
し

、
二

〇
％

が
見
込
生
産
品
で

あ
っ

た
と

い
い
、

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
問
屋
依

存
度
は
大
で

あ
っ

た
こ
と

が
わ
か
る
。

し

か
し
、
今

次
大
戦
中
問
屋
筋
に
も
企
業
整
備
、
強
制
疏
問
と

い
っ

た
忠
条
件

に
、
問
屋
機
能
を
停
止
し
、
転
廃
業
も

多
く
を
数
え
た
。

戦
後
は
一
般
に
問
屋
資
本
は
弱
体
化
し
、
乂
生

産
指

岸
面
で
も
戦
前
の
よ
う
に
生
産
者
の
面
倒
を
み
る
ゆ
と
り
を
失
っ

た
。

こ
れ
ら
の
膕
情
に
よ
いツ
戦

後
一
時
生

産
業

者

が
問
屋
を
介
せ

ず
直
接

販
売
に
の
り
出

寸
向
も
増
加
し
、
特
異
の
現
象

が
見
ら
れ

た
。

但
し

そ
の

後
、
次

第
に
問
屋
機

能
の

復
活

壱
見

る

弔
つ
に
な
り

、
現
在
で
は
常
道
に
復
し
つ
つ
あ
る
状
況
で

あ
る
。
こ

の
た
め
、

戦
後
一
部
生
産
業
者
と
の
問

に
み

ら
れ

た

確

執

も

次

第

に
少

く

な
り

、

昭

和

三

十

一
年

に

は

商

工

の

結

び

つ

き

を

強
固

に

す

る

た

め

日

吉

地
区

に

京

都

㈲

磁
石

商

工

協

同

組

合

（

理
事

長

、

福
田

松

平

）
　
が
設

立

さ

れ

て

い

る

。

乂
、

業

界

振

興

の

た

め

、

毎

年

陶

磁

⑤
見

本

市

を

開

催

し

て

い

る

が

、

こ

れ

は

京
都

陶

磁

器

卸

協

同

組

合

主

催

、

府

市

後

援

で

全

円

小

売

具

者

を
対

象

に

、

問

屋

加

結

集

し

て
見

本

市

を

㈲

催

し

て

い

る

も

の

で

業

界

の

基
礎

が

次

第

に
円

ま

り

つ

つ

あ

る

証

左

と

み

ら

れ

る

。

問
屋

は

五

条

地

区

壱

巾

心

と

し

て

、

約

四

十

軒

（
小

売
兼

業

を

含

か

）

で

あ

る

。

現

在

主

な

る

問

屋

は
万

珠

堂

、

た
ら

吉

等

を
け

じ

め
と

し

て

約

三
十

軒

で

あ

る

が
、

そ

の
資

本

金

は

、

た

ち

吉

の

殼

高

七

八

〇

万

円

（

昭

和
三

十

六

年
）

で

他

は

何

れ
も

そ

れ
以

下

で

あ

る

。

な

お

、

問

屋

の

主

な
る

販

売

先

は

、
東

京
方

面

四

五

彩

、

阪

神

地

区

二

〇

％

、

京

都

地

区

匸
八
万

、

九

州
方

面

六

名

、

東

海

地
区

五

名

、

北

海

辺

三
％

、

其

の

他

三
％

と

推

定

せ

ら

れ
、

そ

の
取

扱

商

品

は
家

庭
用

品

五

○
％

、

割

烹

食

器

二

五

彩
、

茶

華

道

用

品

一
五

彩

、

装

篩

用

品

一
〇

％

と

な

っ

て

い

る

。

註
、
戦
前
牛

沱
業
者
の
問
屋

と
の
取
引
状
況

は
、
そ

の
八
〇
％

が
、
問

屋
の
註
文
品
、
二
〇
％

が
見
込
生
産
で

あ
っ
た
が
、
問
屋
の
機
能
回
復

と
、

乍

誼
業
者

の
圸
位
向
土
か
み
ら
れ
て

か
ら
、

こ
の
比
率

は
逆
に
見
込
生
産
が
約
六
〇
％
に
増
加
し
、
註
文
生
産

が
四
〇
％

に
な

。
て

い
る
と
い
う
。

（

京

焼

問

屋

の

他

産

地

か

ら

の
仕

入

の

問
題

）

戦

後
、

京

都

の

問
屋

の

巾
で

、

他

産

地

品

の

み

を

扱

う

茶

者

を

除

告

、

主

と

し

て

京

焼

を

仕

入

、

眼

売

す

る

問
屋

三
十

七

軒

に

つ

い

て

、

昭

和

二

十

八

乍

の

京
都

市

商

工

局

の
調

査
し

た
と

こ
ろ

に

よ

る

と

、

総

仕

人

金

額

の

約

口
（

％

を

他

産

地

か

ら

仕

入

れ

て

い
る

。

こ

の
仕

入

に

つ

い

て

問

題

と

さ

れ

る

の

は

次

の

二

点

て

あ

る

。

（

こ

の

他

産
地

か
ら

の

仕

人
品

は

、

同

二

十

八

年

以

降

右

漸

増

の

傾

向

に

あ

る
）

剛
　

他

産

地
か

ら

の
自

生

地

の

仕

入

れ

（
こ

れ

は

他

産

地

か

ら

の

総

仕

入

額

の

約

五

四

％

）

㈲
　

有
1
2
1
1

か

ら

の

仕

入

れ

こ

れ
ら

の
点

に

つ

き
、

京
都

市

は

次

の

よ

う

な

意

証

を

述

べ
て

い

る

が
、

そ
の

後

、

こ

の

種

、

自

生

地
及

び

完

成

品

の

仕

入

れ

が
逐

時

増

加

し

て

い

る

の

を

証

て

も
汪

目

せ

ら

れ

る

意

見
で

あ

り

、

問

屋

は

勿

論

、

製

造

者

も

深

く

反

竹

す

る
と

と

も

に

、
対

策

を

必
要

と

す

る

。

（

他

産

地
か

ら

の

生
地

の

仕

入

れ
）

こ

の
仕

入

金

額

は

総

仕

入

金

額

の

九

名

に

過

ぎ

な

い

が
、

こ

の

仕
入

金
額

こ

そ

問

題

か

お

る

。

即

ち

生

地

の

仕

入

金

額

の

う
ち

韵

八

五

名

は
瀬

戸

、

多

治

見

方
面

よ
い
ツ

一

九
七



-

一
九
八

の
仕
入
で

あ
り
、

同

地
方

の
販
売
価
格
は
京
焼
の
約

耳
分
の

一
で

あ
り
、

こ
の
数

量
を
換
算
す

牡
は
莫
大
な
も
の
か
お
る
。

こ
れ

は
、

京
焼
問
屋
の

上
絵
加
丁

に
よ
り

「

京
焼
」
と
い
う
古
い
の
れ
ん
の
下
に
売
出
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

京
焼
問
屋

が
な

ぜ
上
絵
物
を
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
。
京
焼

が
そ
の
高
価
性
を
売

物
に
し

て
世
人
が
納

得
し

た
時
代
な
ら
い
ざ
知
ら

ず
、

著
し

く
低
下
し

た
戦
後
の
消
費
水
凖
の
も
と
で

は
、
京

焼
は
そ
の
売
手
市
場
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き

な
く

な
っ

て
し

ま
っ

た
。
問
屋
白

身
も
資
力
に
乏
し
く
、

高
価

な
商
品

を
か
か
え

で
涼
し
い
顔
壱
し

な
が
ら

時
勢

を
待

っ
て
い
る
こ
と
は
不
可
能
な
時
代
に
な
っ
た
。
こ
の
悄
勢
下
に
問
屋
の
生

地
加
工

が
は
し
ま
っ
た
。

京
都
に
は
主
と
し
て

問
屋

に
専

圉
す
る
と
思
わ
れ
る
約
十

の
上

絵
業

者
か
お
る
。
安
価
な
生
地
を
購
入
し
、
こ
れ
に
上
絵
を
旋
し

て
販
売
す

る
以

も
安
易

な
加
工

業
が
、

既
に
問
屋
に
よ
っ

て
問
始

さ
れ

た
と
見
ら
れ

る
の
で

あ
る
。

次
に
、
地
元
の
製
造
業
者
は
、

な
ぜ
問
屋
に

生
地
を
提
供
し

な
い
の
か
と
い
う
と
、
価
格

が
引
合
わ

な
い

こ
と

と
、

工
芸
的
製
品
の
製
造
を
特
徴
と
し
て
い

る
と

こ
ろ

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
規
格
品
的
生

地
を
製

造
す

る
余

力
を
持
た
な
か
っ
た
と
い
う
二
点
と
思
う
。

（
有
田

か
ら
の
仕
入

れ
）

有
田

の
製
品

は
、

そ
の
品
質
品

目
等
が
極
め
て
京

焼
に
近
似
し

、
産
地
の
実

情
は
、

原
石

の
良
品
を
安
価
に
入
手
で
き
る
有
川
の
利
点
を
除
い

て
は
京
都
と

酷
似
し

て

い
る
。
近
年

の
有
川

の
活
躍
は
目
覚
し
く
、
京
焼
に
近
い
意
匠
と
安
価
性
に

お
い
て
、

い
た
る
所
京
焼
市
場
に
進
出
し
て
き

た
。

有

出
物

が
京

焼
ま

が
い
の
低
価
品

で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
京
焼
の
競
争
者
で

あ
る
と

い
う
二
点

か
ら
も
、

京
焼

問
屋

の
有
川
製
品

の
収
扱

に
は
慎
重
大
要
す
る
と
と
も

に
、

製
造
者
は
こ
れ
ら
の
対

抗
手
段
に
つ
い
て
も
一
段
と
努
力
壱
茴
す
る
と
思

う
。

（
問
屋
の
実
態
）

昭
和
三
十
四
年
京
都
巾
商
工

局
調
査
に
よ
る
問
屋
の
う
ち
、
卸
を
主
と
す
る
業
者
、
三
十
三

軒
の
実

態
は
次
の
各
表
の
と
お
０

で
あ
る
。

剛

組

織

別

佃
　

人
　
　
　
　
　
口
（

法
　

人
　
　
　
　
　
一
七
　

（
内
、

株
式

二
三

有
限
四
）

剛

創

業

年

代

明
治
以
前
　

一
、
　
　

明
治
　
六
、
　
　

大
正
　

八
、

㈲
　

資
本
金
額
（
法
人
の
み
）

三
〇
万
円
以

ド
　
ニ
、
　
　

三
一
万
－

一
〇
〇
万
円
　

輿

三
〇

一
万
Ｉ

五
〇
〇
万
円
　
　

三
、
五
〇

一
万
円
以
上
　

一

㈲

従

業

貝

昭

和
戦

前
　

八

昭

和
戦

後
　

一
〇

一
〇

一
万
－

二
○
○
万
円
　

三
、
　
　

二
〇
一
万
－

三
〇
〇
万
円
　

三
、

一
－

五
人
　

口
（

、
　
　

六
丿

一
〇

人
　

一
〇
、
　
　

一
一
－

一
五
人
　
二
、
　
　

一
六
ｉ

二
〇

人
　

二

㈲
　
取
扱
商
品

○
名

家
　

庭
　

川
　
品
　
　
　

七

割
　

烹
　

川
　

品
　
　

一
一

茶

績

逆

川

品
　
　

一

七

装

飾

工

芸

品
　
　

一
四

二
〇
％

言
下

一　 一

〇　 二　 四

一

五

仕
入
商
品
及
地
区
別
仕
入
表
（
単
位
干
円

）

家
　

庭
　
川
　

品

則
　

烹
　
川
　

品

茶

似

道

川

品

装

飾

工

芸

品

モ　生

圸

％ 計 の

他

ニ

ー
？
五
〇
％

○　 七　 九
一

一

五
一
？
八
〇
％

九一一一

八
一
？
一
〇
〇
％

五　 二　 四
一

ニ

ー

三
〇
人
　

一

計
三
三

三
三

三
三

三
三

三
一
人
以
上
　

二

五
条
活
水
　
　
　
　

日
　
　

吉
　
　
　
　

泉

涌

寺
　
　

市
内
三
地
区
外
　

㈲

尸
多

治
見
　
　
　

佐
仁
長
崎
　
　
　

そ

の

他
　
　
　
　
　

計
　
　
　
　
　

％

六
五
、
九
〇
一
　
　

七
〇
、
五
六
四
　
　

六
七
、
三
五
三
　

四
、
三
四
四
　
　

七
五
、
二

六
六
　
　

五
、
一
四

九
　
　

三

、
九
二
二
　

二
九
二
、
四

九
九
　
　

四
○

二
六
、
一
四
三
　
　

二

九
、
四

八
五
　
　

二
四
、
二
七
一
　
　
　

三

九
五
　
　

四

三
、
七
二

七
　
　

七
、
一
九
二
　
　
　
　

三
〇
〇
　

匸

二

、
五
一
三
　
　

一
八

二
六
、
七
九
〇
　
　

一

九
、
四
○
五
　
　

二

九
、
二
六
五
　
一

、
五
〇
二
　
　

一
八
、
六
〇

八
　
　
　
　
　

七
五
　
　

三

、
七
六
九
　
　

九
九
、
四

一
四
　
　

一
四

四
一
、
八
六
四
　
　

二
三

、
七

匸
一
　
　
二
二

、
六
六
六
　
　
　

三
〇
一
　
　

五
〇
、
二
七
六
　
　
　
　

一
五
〇
　
　

九
、
四

六
六
　
一
四
八
、
四

三
五
　
　

二
〇

九
〇
〇
　
　
　

二
、
四

五
五
　
　
　

四

、
四
四
二
　
　
　
　
　

〇
　
　
　
　
　

二
八
三
　
　
　
　
　
　

〇
　
　
　
　
　
　

〇
　
　
　

六
、
〇
八
〇
　
　
　

一

一
八
、
四
六
三
　
　
　

二

六
七
八
　
　
　

二

八
五
〇
　

二
、
五
四
一
　
　

ニ

ー
、
四
二
八
　
　

三
、
七
五
〇
　
　
　
　

八
三
八
　
　

五
〇

、
五
四

八
　
　
　

七

一
八
〇
、
〇
六
一
　
　一
四

七
、
二

九
九
　
一
四

九
、
八
四
七
　

九
、
〇

八
三
　

二
〇

九
、
五
ハ
ハ
　

コ
（

、
三
一

六
　

丁（

、
二
九
五
　

七
三
〇
、
四

八
九
　

一
〇
〇

二
五
　
　
　
　
　
　

二
〇
　
　
　
　
　
　

ニ

ー
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
ニ

ー
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　

ニ
　
　
　
　
　
　

ー
○
○

一
九
九
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商

品

販

売

地
区

別
表京

　
　
郡

家
　

庭
　
川
　

品
　
一
一
五
、
四

六
二

割
　

烹
　
川
　

品
　
　

七
〇
、
二
七
七

茶

草

渋

川

品
　

三
五
、
八
二
九

装

飾

工

芸

品

そ　 生

名　 計　 の

他　 地

九
七
、
〇
三
五

一
匸

一
匸
一

五
、
三
〇
七

阪
　
　

神
　
　
　
　

東
　
　

京

八
二
、
八
八
八
　

一
七
九
、
九
〇
〇

二
五
、
九
〇
〇
　
　

八
八
、
五
六
三

二
三

、
八
二
四
　
　

四
一
、
六
一
七

三
六
、
六
二
四
　
　

五
二
、
三
四
五

〇
　
　
　
　
　
　
　

〇

七
、
九
四
三
　
　
　

七
、
三
〇
〇

三
二

五
、

匸
一
三
　

一
七
七
、
一

七
九
　
三
六
九
、
七
二
五

子
（

、
七

一

五

、

六

三
二
、
七

輸
　

出
　
　
　

そ

の

他

二
六
、
三
五
三
　
　

三

七
、
四
七
七

『

二

六
八
　
　

一
五
、
三
一
三

气

○
九
〇
　
　

四
三

、
七
四
一

三
四
、
七
二
六
　
　

一
八
、
九
五
五

〇
　
　
　

七
、
八
五
五

一
四
、
六
九
六
　
　

五
八
、
六
七
四

計

二
〇
〇％

四
四
二
、
〇
八
〇
　

三
九
、
〇

二
〇
一
、
三
ニ

ー
　
　一
七
、
八

一
四
六
、
一
〇
一
　
　
匸

二

九

二
三
九
、
六
八
五
　

ニ

ー
、
一

九
、
〇

六
八
　
　

〇

、
八

八
三

、
九
二
〇
　
　

八
、
三

七
八
、
一
三
三
　

匸
八
二
、
〇
一
五
　

一
、
一
三
二

、
一
七
五

六
、
九

一

六

、

一

一
〇

〇

％

一
〇

〇

％

４
　

輸
　
　
　

出

最
近
の
京
都
陶
磁
器
の

販
路
は
国
内
向
を
主
と
し
、

桧
出
は
碍
子
を
除
い
て
僅
少
で
あ

る
。

し

か
し
退
去

の
楠
出
実

績
を
加
え
０

見
る
と

草

々
し

い

歴
史
を
有
し

て
い

る
。
即
ち
栗
田
陶

⑤
の
進
出
華
や
か
な
頃
（
明

治
十
年

か
ら
四
〇

年
頃

）
で
は
、

そ
の
生
産
額

の
六
〇
～

八
〇
％

が
輸
出
さ
れ
　
（
当

時
全
国

陶
磁
器
袖
出

で
は
、
せ
い

ぜ
い

生
産
額
の
三
五
－

五
〇
％

ど
ま
り
で
あ
っ
た

。）

て
い
た
。

大
正
末
年

仁
至
り
、
粟
田
焼
の
衰
退
と

と
も
に
輸
出

は
急
低
下
し

、

昭
和

に
入

っ
て
、

今

次
大
戦
で
は
生
産
額

の
約
一
〇
％

内
外
に
と

ど
ま
り
、
戦
時
中
は

全
く
杜
絶
し

た
。

註
、
こ
の
開
進
駐
車
に
よ
り
土
産
品
、
進
物
品
と
し
て
陶
磁
芥
か
珍
重
さ
れ
、
昭
和
二
十
二
年
八
月
か
ら
十
二
月
に
至
る
問
で
も
一
五
〇
万
円
以
上
の
需
要
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

昭
和
三
十
五
年
ま
で
の
一
般
陶
磁
器
輸
出
額
は
別
表

第
二
表
の
示
す

と
お
り
で
、

概
略
二
十
八
年
五
、
〇
〇
〇
万
円
、
二
十
九
年
、
二
、
七
〇
〇
万
円

、
三
十
年
、
三
、

〇
〇
〇
万
円
、
三
十
一
年
、
三
、
二
〇
〇
万
円
で
、
こ
れ
は
美
術
工
芸
品
を
主
と
し

て
い
る
。
乂

碍
子
類

は
大
休

盛
況

を
持
続
し
、

特

に
三
十
年
は
二
億

三
、

〇
〇

〇
万
円

に
及
び
、
濠
洲
向
一
億
一
、
八
〇
〇
万
円
、
印
度
向
、
六
、
七
〇
〇
万
円
余
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
ら
、
三
十
一
年
、
一
億
九
、
〇
〇
〇
万
円
、

三
十

二
年
、
一
億
五
、

〇
〇

〇
万
円

、
三
十
三
年
、
一
億
四
、
〇
〇
〇
万
円
で
、
そ
の
袖
山
依

存
率
は
相
当
高

い
と

い
え

よ
う
。

昭
和
二
十
一
年
日
本
陶
磁
石
交
易

株
式
会
社

が
、
陶
磁
器
袖
山

振
興

株
式
会
社

に
変
災

さ
れ
、
更

に
昭
和
二
十
四
年
の
秋
、
貿
易
再
開
に
よ
り
、

現

在
の
日
本
陶
磁
器
輸

出
組
合
に
組
織
替
え
さ
れ
て
我
国
の
陶
磁
器
愉
出
も
遂
次
増
加
す

る
と
と
も

に
、

一
方

特
需

に
よ
る
需
要

も
伸
長
し
て
き
た
。

京

都

輸
出

品

生

産
加

工

実

績

調

査

報

告

占

（
京

都

市

の
委

嘱

に
よ

り

京

都

貿

易

協

会

調

玉

）

に

よ

れ

ば
同

三
十

三

年

中

の

輸

出

総

額

は

一
億

五
、

三
〇

〇

万

円

で

、

こ

の

う

ち

碍
子

は

一
億

三

、

九

〇

〇

万

円

、

一
般

陶

磁

然

二

四

〇

〇

万

円

で

あ
り

、

仕

向

地
で

は

、

陶

磁

⑤

は

、

直

接

北

米

向

七

〇

〇

万

円

、

国

内

渡

五

〇

〇

万

円

、

そ

の

他

と

な

匸

廴
い

る

。

碍

子

で

は

東

南

ア

ジ

ア

向

一
億

一
、

八

〇

〇

万

円

加

主
で

あ

る
。

同

三
十

四

年

の

報

告

書

で

は

、

袖

出

向

生

産
加

工

実

績

と

し

て

陶

磁

器

、

九

五

二
万

円

余

、

碍

子

、

六

、

七

七

二
万

円

余

、

計

、

七

、
七
二

五
万

余

と

な

り

、

そ

の

仕

向

地

は

、

陶

磁

器

、

直

接

北

米

向

四

〇

〇

万

円

、
碍

子

は
東

川

ア

ジ

ア

、
二

、
二

〇

〇

万

円

、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ヤ

、

三

、

一

〇

〇
万

円

等

が
多

い

。

註
、
１
　

三
十
四

年
の
洲
炎

に
は
仕
向
地
が
漠
然
と
し
て

卜
る
も
の
及
、
Ｊ

・
Ｃ
岡
内
波
の
も
の
が
除
か
れ
、
乂
一
般
陶
磁
言
、
碍
子

と
も
国
内
市
況
の
活

饑
に
よ
り
、
川
内
需
要
に
む
け
ら
れ

る
も
の
が
多
く
、
他
面
碍
千
で
は
、
松
風
工
業

が
、
再

鯉
途

上
の
た
め
、
生
産
が
未
だ
充
分
で

な
か
っ
た
等
に
留
意
す

べ
き
で

あ
る
。

な
お
、
こ

の
他

に
、
三
十
四

年
中
に
、
京
都

の
貿
易
業
者
扱
い
の
他
産
地
陶
磁
器
輸
出

額
が
三

、
四
〇
〇
万
円
あ
る
こ
と
、か
あ
げ
ら

れ
る
。

２
　

昭
和
三
十
一
年
財
団
法
人
日
本
陶
言
器

検
査
圉
介
か
設
立
さ
れ
、
京
都

か
ら
の
輸
出
品
は
一
切
こ
の
協
会

の
京
都
出
張
所

を
辿

じ
て
検
査
さ
れ
て

い
る
。

乂

京
都

貿
易

協
会

調

に

よ

る

昭

和

三

十

五

年

巾

京

都

に
お

け

る

全

産

業

の

輸

出

品

生

産
加

工

額

は
二

四

四

億
円

で

前

年

比

六
〇

億
円

の

増

加

を

み

て

い

る

が
、

こ

の

中

市

内

生

産

に

か

か

る

陶

磁

器

愉
出

額

（

碍

子

等

壱

含

ま

ず

）

は

総

額

一
、

兀

兀

○

万

円

で

あ

る

が
、

そ

の

仕
向

地
先

は
北

米

四

六

二
万

円

を

始

め

、

欧

州

九

五
万

円

、

才
Ｉ

ス

ト

ラ

リ

ヤ
四

一
万

円

、
Ｊ

・

Ｃ

国

内

四

〇

六

万

円

、

そ

の

他

四

六

万

円

、

仕

向

地

不

明

五
○

○
万

円

と

な

っ

て

い

る

。

５
　

陶
　

芸
　

界

京
都

は

芙
術

工

芸

の
中

心
で

あ
０

、

乂

陶

磁

工

芸

の

古

い

伝

統

の

上

に
立

っ

て

い

た

だ
け

に
、

陶
芸

作
家

が
最

も

多

く

集

立

っ

て

い

て

、

き

わ
め

て

高

い

水

準

を

祈

祷

し

て

い

る

。

こ

れ
ら

の

陶

芸

家

を
人

川

す

れ

ば

、

囗
展

系

（

旧

官

屐

）

と

、

在

野

系

に
分

れ

、

そ

の
他

に

京

都

の

員

も

古

い

伝

統

と

家

系

を

つ

ぐ

、

伝

統

陶

器

を

作

っ

て

い

る

人

々

か

お

る

。
今

こ

れ
个

分
類

す

る
と

次
表

の

と

お
０

で

あ

る

。

二

〇

一



作

家

グ

ル

ー

プ

一

覧

二
〇

二

囗　　　　屐　　　　 系　　　 賺げ饑 系）

無　所　属
光風合工芸部

(京 都支部)
槫　埴　会 計　　陶　　 会 京祁陶芸家クラブ

会

流

名

㈲45 ） 昭26 昭27. 6

楠　崕　弥　弌

昭23. 12 創
立

活 水 六 兵 術

主

宰

者

沢 伊

田　東
京 翠
山 壺丶　丶

新
内

并 田
顯 邦

也 夫丶　丶

河 勝
合　尼

卯　吉
之　竜
助　洞
丶　丶

八　寺
木　池
一 陶
艸 訴

渮
水
洋

道

1本
侫
止

堀
岡

道
汕

松　　　　　　 浅

註　風　　　　　　　見
栄　　　　　　　陛

光 一　　　 三

風　 ｀　　　　　　　｀
会　久　　　　　　　伊
は　保　　　　　　　東

I囗　駒　　　　　| 徇
官　太　　　　　　　

山

展　郎　　　　　　　｀
系　他　　　　　　　叶
洋　敵　　　　　　　光

則　．名　　　　　　 夫
家　 丶　　　　　　　丶

を　
毎　　　　　　 河

主　年　　　　　　 合体　呑　　　　　　 喜

と　期　　　　　　 燕

し　に　　　　　　　 ｀
て　公　　　　　　 仙
い　 募　　　　　　 部
る　肢　　　　　　　弥

を　　　　　　 弌
開　　　　　　　 ｀

く　　　　　 滝
一

夫

宮
下
ル
遐

等　松　熊　会

若　本　本　貝
丁　為　喜
陶　倥　一　伊

芸　祝　 ｀　東
家　 ｀　阪　螢

を　
米　囗　 ｀

士． 沢　労　市
と　ｸ 、　｀　川
す　　　 隅　迦

る　　　 一　三
郎　 ｀
｀　市

寺　川
池　広

静
三

唯　 ｀

｀　今
堀　井

岡　政
美　之

林　岡平　本

八　和
郎　郎

長　杜
谷　寛

川　　`
齒　加
弘　藤
｀　巌
長　 ｀,ﾐ　川
合　 －且

｀　北
八　紂

[目　蝪
節 男

こ 巾 沌 細 面 安 会
の 谷 并 川 谷 川 員
ク 小 与 否 定 友
ラ 太 志 年 一 彦 森
ブ 郎 司　｀　` 　` 野
の　｀　` 武 片 新 座
巾 長 力囗 圃rlい 消 光

に 谷 藤ｨ 言 ぼ 脱　｀
回|囗ド 夫jχL　り 可

陶 重 造　｀助 河 合
玄 一　｀富　ヽ合 栄

会　` 小 永 冂ヽ 仔 之　 梢
ヽ万 川 脩 伴 徳 助
白 代 武 川j ｀ ｀
泥 正 雄 丹 輩 竹 新
扣ニニ　 ≒伺 气 内 開

｀ 凵| 囗 予．、爪 寛
砧 訛 尻 二 令 三 山
土 原 一 白 ］郎 ｀
会 修 寛 浮 浪　ヽ井
等 丸 つ上白1い い上

の　
≒回 武　 佰 洽

研 森 川 司 桶 昭 男

完 里 三　｀谷
⊇　｀

会 良 石 阪 咎 ヅ 佰

が 三 位 野 ５
水 平

ぁ　　　` 晁　ぃﾘｼ 仲
る　 小 洋 た 气　｀

Ｊ　　峠　｀白 大 谷

秀 西
享 丸「］　 成

夫 村 六 谷 良

冂町仁､z 辰 三
ﾘﾄﾞﾐ 聚 气 小

白
白 健
諏 川

匸 回 付

り已　　 丶　丶
言 介 前 膃 山
川
兄 川 加 沢
告 示 正 百 義
斉 拔M範 陽 輔

京祁地方屐 ﾂﾞﾌJs一発表公 ｽｽ゙ 崇゙一研究発表会 京祁一新作発表会 催

在　　　　　　　　 野　　　　　　　　 系

日 本 工 竺 会 無 厭 会
国　　 画　　公

四　排　公　　　　　　　　　　　　 走　　 泥　　 社
工　　 芸　　 部

新　I圧　詣

昭30 昭22. 2 昭23. 10　　　　 昭３．４ 昭2廴　９ 昭22

近畿支部長

遐 川 芳 次 郎 宇 野 三 吾 八 木 一 夫
顯開

宗 本 志 古

ド
仁勹

リ
票
万と

宇 る 宇　　　　 こ 柳
野　　 野　　　　 の 宗
三　 三　　　 会 悦
吾　　 荅　　　　　 の　 ｀

｀　　　を　　　　　　 客　
河

宇　　　中　　　　　　 員　并

同　前
人　衛

に　
的

｀　な
河　作
烏 家

近　昭
藤　和

悠　
二

三　十
丶　＝一
鈴 年

昭
和
二

十
二
年
新
匠
工
芸
会
と
し
て

発
足
、
同
二
十
六
年
新
に
会

と
改
称

近
藤
悠
三

、
鈴
木
清
、
徳
力
孫
三
郎

、
徳
力
牧
之
助
、
福
川
力
三
郎

、
山

出
席
等

公

友
に
女

川
茂
郎
等

前
衛
的

な
作
家

を
中
心
と
し
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
工
芸

の
総
合
的
研
究
を
行
な
う
。

同
人
に
、
河
烏
浩
三
、
叶
　
敏
、
能
介
順
古
、
森
里
忠
男

、
鈴
本
流
、
藤
本
能
道
、
山
出
光
、
八
木
一
刀

等

柳
宗
悦
、
河
井
・
筧
次
郎
、
浜

田
庄
司
、
官
本
憲
古

等
の
民
芸
運
動

を
玉

休
と
し
て

結
成
せ

ら
れ
た
会

こ
の
会

の
・
客
員
に
河
井
寛
次
郎
、
会
且
に
河
井
武
一

、
上

川
悦
次
等
か
お
る

宇
野
三
石

を
中
心

と
し
て
結

成
さ
れ
、
美
術
工
公

家
の
企
川
的
問
休
で
あ
る
が
、
陶
芸

家
を
主
軸

と
し
て
い

る宇
野
三
吾
、
宇
野
瑞
子

、
林
康
夫
、
三
浦
省
吾
、
上
本
爪
証
等

旧

言

ぽ
系

特

選

級

作

家
及

び
|
|
.
.
.
.
.
.
1

技

術

保

存

作

家
で

細

織

さ

れ

る
（

山

崎

光
洋

等

）

無
形
文
化
財
に
選

定
さ
れ
た
在
洛
工
芸
家
を
中
心
に
全
円
的
糾
織
の
団
体
で

あ
る
。

]K 席一公募屐示禁一研究発表会一一畆♂II〃ZVφ言 卜 心 ご大 会京郷
研究会

－
。－－
－
－

・

。

－
－

－
‐

匸
－
－
　
　

－

。

陶

芸

部

門

价

石

黒

宗

磨
　

、

宇
野
三
吾
、
宇
野
宗
甕
、
近
藤
悠
三
、
清
水
夘
『

鈴
木
佶
、
辻
皿
川
六
、
宣
牛
窓
占
等

二
〇

三



二
〇
四

其　　　 他

萸 工 窓|溷　京祁伝統陶芸家協会

昭33. 4　　　　　 昭35

活水六兵術 永 楽 言，五 郎

市

韭
犬
術
工
芸

絵
皿

専門

美
術
大
学

の
各
校

の
卒
業
者
で

陶
芸

に
従

I抃

して

い
る
人

々
の
集
団

京都で年
１

回|展観

て　永　京

卜　 楽　郎
る　善　の

゛ 五 伝
郎　統
｀　陶

鳥　’公

橋　発
道　肢
八　の
｀　た
三　め

浦　旧
竹　技
叫　師

｀　保
叶
存

松　作
谷　家

｀　に沢　よ

村　り
陶　結

哉　成
｀　さ
中　れ
紂 だ
東　も

洸　の｀　で

山　現
綺　会

光 員
汀l　二
等　十

が 七
巡　翕
営’　゜

に
当

東京祁等で年 工回以
上展陂

６
　

絵
　
　
　

付

京
焼
の
絵
付
の
変
遷
、
経
過
に
つ
い
て
は
吝
鎬
毎

に
各
々
そ
の
一
部
を
記
述
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
今
こ
こ

に
そ
の
現
況
と
上

絵
付
に
つ
い
て
概
説
す

る
。

京
焼
の
絵
付
け
明
治
中
期
ま
で
は
巾
国
陶
器
、
特

に
明
浩

時
代

の
絵
付
け
の
模
倣
と
、
仁
浩
、
乾
山
等
の
流
れ
を
引

い
た
も
の
と
、

囗
本
川

の
所
謂
、
ツ
ケ
タ
テ
物
、

圉

川
風

の
も
の
が
あ
っ
て
、
下

絵
具
で
は
呉
須
絵
と
鉄
絵

に
隕

ら
れ
、
上

絵
で
は
和
絵
具
を
主
と
し

て
特
に
西

洋
絵
具
を

使
用
し
乂
、
下

絵
、

上
絵
を
併
用
し
か
も
の
も
あ
っ

た
。即

ち
、
こ
の
時
代
の
画
工

に
は
、
磁
器
に
は
呉
須
画
の
祥

瑞
膃
の
も
の
を
彩
圉
し
、

陶
器
に
は
日
本
川
風
の
も
の
で
幸
野
楳

徴
の

流
机
壱
引
い
た
日
企
出
家
の
指
導
を
受

け
た
も
の
が
多
く
、
乂
そ
の
画
工

に
弟
了
入
り
し

て
修
業
し

た
も
の
が
多
か
っ
た
。

明
治
二
十
九
年
、
京
都
聯
立
陶
磁
器
試
験
場
の
設
立

後
は
、
京

都
高
等
工
芸

学
校
の
中
沢
岩
太
竹
長
の
関
係
か
ら
同
校
の
浅
井
忠
、
武

山
吾

一
、

神
阪
雪
住

等
が
指
導
を

け
じ
め
、
史
に
試
験
場
の
職
員
の
菊
地
左
馬
太
郎
、
小
川
干
支
、

福
川

直

】
の
指
導
、
考
案

に
よ
る
エ
ジ
プ
ト
、

ギ
リ

シ
ヤ
等
の
古
代
胴
案
、
或

は
独
逸
、

米
国

等
の
新
刊

図
書
の

紹
介
と
指
導

に
よ

る
「
「

イ
カ
ラ
」

模
様
が
流
行
し

、
川

瓜
が

コ
変
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
京
都
高
等
工
芸
の
図
案
科
、
京

都
絵
専
、
東
京
美
術
其
他
の
工
芸
、

美
術

関
係
の
出
身

者
の

協
力
七
大

杏
仁
力
壱

な
し

て
い
る
。

明
治
四
十
三
年
、
陶
磁
外
試
験
場
の
技
術
者
養
服
の

た
め
の
伝

習
機

関
に
新
た
に
普
通
科

を
併
置
し

、
ロ
ク

ロ
、
陶
川
の
二
科
を
尚
吾
、

丁
人
を
養
成
し
て
か
ら
は
京
都

の

陶
画
は
こ

こ
の
出

身
者
が
主
導

的
地
倥
に
立
っ

て
い
た
。

冫

大
正

八

年

、
試

験
場

が
国

立

に

移

竹

さ

れ

て

か

ら

は

、

福

川

廐

一
、

水

町
和

三
郎

が
指

導

に

当
り

、

製

作

見

本

を

展

殃

し

て

業

界

に
刺

激

を
与

え

、

一
方

、

業

界

に

も

、

京

都
高

等
工

芸

、

絵
画

専

門

、

等

の

出

身

者

が
巾

心

と

な
っ

て

、

陶

内

に

新
し

い

作
品

を

提

供

し

て

い

る

。

な
お

、

前

記

「
「

イ

カ
ラ

蟆

様

」

の

流

行

に

よ

り

、

そ

れ

に
使

川

す

亜

卜
絵

具

類

は

前

述

の
他

、

緑
、

茶

、

赤

、
言

、

黒

等

の

久
に
色

か

試

験

場

を

け

じ

め

と

し

、

業

界

か

ら

も
研

究

、

新

製

さ

れ

、

専

門

業

者

を

通

じ

て

捉

供

さ

れ

る

こ

と
と

な

っ

た

の
で

あ

る

。

上

絵

付

は

前

述

し

た

陶
画

の

変

遷

と

と

も

に

、

そ

の

内

法

や

絵

具

に
も

新

し

い

も

の

が
注

入

さ

れ

て

き

た
。

近

年

、

陶

磁

⑤

試

験

所

、

市

丁

夾

研

究

所

、

㈲
工

芸

指

導

所

等

に
よ

り

研

究

さ

れ

た
低

火

度
上

絵

具

の

新

製

等

に

よ

り

、

新

し

い

町

代

に
応

じ

た

華

や

か

な

上

絵
付

加

見

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

上

絵

は

⊇

貝
作

業

設

備

を

有

す

る

業

者

の

他

に
、

小

規

蟆

業

者

の

多

い

京
焼

の

た

め

に

欠

く

こ

と

の

で

き

な

い

上

絵

茶

者

（

昭

和

三
十

六

年

末

、

個

人

一
七

、

法

人

三

）

に
よ

り

彩

管

を

ふ

る
ま

わ

れ

て

い

る

の

で

あ

る

が
、

こ
こ

で

は

上

絵

付

専

門

業

者

の

こ

と

を

若
干

、

記

述

す

る

。

明

治

四

十

年

頃

、
上

絵
工

場

の

一
部

が
名

古

朧

に
移

転

し

た

が
、

柴

川

地

ぼ

に

は
錦

光

山

、

安

川

、

楠

部

等

の

工

場

か

お

り

、

鏥

光

山

は

十

余

の
絵

場

を

待

ち

、

二

心
場

に
は

十

名

か

ら
十

数

翕

の
川

工

が
い

た

と

い

わ

れ

、

安

川

、

柚

部

其

他

を

合

し

て

百

名

以

上

の
画

工

が

あ

っ

た

。

其

後

、

輸

出

の

衰

微

に
よ

り

明

治
木

川

頃

に

は

、
友

禅

の

絵

か

き

に
転

向

す

る

も

の

、

内

地

物

（
地

物

）

の

絵

付

に
入

る
も

の

、

自

家

に
鏥

窯

を

築

き

、

上

絵

付

を

専

業

と

し

て

行

う
も

の

等

が
で

き
て

き

た

。

こ

れ

が
京

焼

に

お

け

る

上

絵

付

業

の

分

業

化

し

た

は

じ

ま
０

と

い

わ

れ

る

。

そ

の

け

じ

め

の

太

は
中

山

萬

僊

で

あ

り

、

こ

の

太

は

日

本

出

家

、

久

保

川
米

僊

の

弟

了

で

、

巾

川

に
も

達

し

、

最

初

、

抽

出

物

を
描

い

て

い

た

が

後

、

地

物

に
変

り

、

海

老

、

か

に
、

達
磨

等

が

得
意

で

あ

っ

た

。

こ

の

頃

に

は

、

上

絵

業

界

に
、

前

記

、

巾

山

を

け

じ

め

、

中

谷

三

椏

、

藤

并

次

郎

三

郎

、

北

村

光

山

、

吉
村

、
員

井

、

伊

吹

新

次

郎

、

覚

幸

仁

三

郎

、

野

日

利

三
郎

、

等

か
お

り
、

破

水

坂

の

上

産

品

と

し

て

素

地

絵

付

け

の

門

井

、

森

、
関

田

等

の

人

々

が

あ

っ

た

。

こ
の

頃

の

上

絵

に
は

大

別

し

て

、

貿
易

風

と

地

物

胤

の

二

つ

の

流

れ

か

お

り

、

貿

易

絵

は

主

と

し

て

、

四

条

派

の

絵

を

そ

の

ま

ま
写

し

た

も

の

が
多

く

、

幸

野

楳

圉

等

の

絵

手

本

か

ら

採

っ

た

も

の

が
多

い

。

註

、
明
治
仞
、
中
期

の
絵
付

に
は
花
鳥
・
山
水
・
人
物
（
婬
人
風
俗
用
匸

が
多
く
、
密
川
で
付
言

の
上

に
彩
笆
さ
牡
、
そ

の
上

に
消
金
て

金
古

し
か
も

の
か
お
り
、
そ
の
技
術
で

は
厶
’
囗
で
も
眞

似
の
で

き
な
い
立
派

な
も
の
が
多
い
。

乂
当
時

の
画
工
の
中
に
は
隴
に
一
流

の
大
家

と
な
っ
た
大
も
あ
り
、

苑
地
素
月
も
そ

の
一
人
で
あ
る
。

そ
の
他

に
も

西
川
蓼
糺
、

三
本

星
光
等
か
く
れ
た

名

人

と
い
わ
れ
る
大
も

卜

た
。

二
〇
五



二
〇

六

明
治
中
期

に
は
一
つ
の
技
法

と
し
て

、
イ

。
チ

ン
で
盛
上
げ
た
上

か
ら

金
を
塗
っ
た
「

め
ち
ゃ
絵
」

と
卜
う
も
の
が
で
き
て

、
武
者
川
が
か
か
れ
、
乂
黄
盛
が
流
行

し
観
音
、
羅
渓
等

仏

㈲
が
書
か
れ
た
。

大

正

に
入

っ

て

貿
易

の

絵
付

の

衰

微

と

は

反

対

に
地

物

の

絵

付

加

上
昇

し

て

き

た

。

こ

の

頃

の

絵

に

は

単

純

な
題

筆

物

加
多

く
前

述

の

、

ゑ

び
、

か

に

、

達

磨

等

に
、

菊

閇

、

梅

、

竹

、
四

谷
不

等

が
描

か

れ

た

。

生

地

に

は
仁

消

素

地

の

土

瓶

、

躰

等

が

主

で

磁

器

で

は

染

付

の

色

井

し

が
見

ら

れ

る

科
度

で

あ
っ

た
。

乂

一

部

で

は

楽

田

茶

器

に

貿

易

風

の

俗

に

金
筆

と

い

わ

れ

る
絵

付

壱

し

て
土

産

物

と
し

て

売

ら

れ

る

も

の

も

あ

っ

た

。

人
正

期

の

手

法

の

変

化

と
し

て
汪

目

す

べ
き

は

、

同

十

年

頃

、

覚

幸

仁

三
郎

に
よ

っ

て

ゴ

ム
印

が

は

じ

め

ら

れ

乂

、

薪

窯

か

ら
電

気
窯

に
改

良

せ

ら

れ

た

こ

と
で

あ
０

、

昭
和

初

年

に

至

る

三

、

五

年

間

に

上

絵

は

殆

ん

ど

電

気

窯

焼

付

に

な

っ

て

い

る
。

な

お

、
模

様

は
大

正

末

期

よ

り

復

古

調

が

兄

ら

れ

、

仁

清

、

乾

山

、

本

米

等

の

写

し

も

の

が
目

に

つ

き

、

能

内

包

よ

く

描

か

れ

た
も

の
で

あ
っ

た
。

業

者

は

こ

の
期

間

に

稲

垣

宣

之

、

末

浪

末

次

郎

、

桂

与

市

、

中

川

楓

山

等

の

創

業

が
見

ら

れ

る
。

昭
和

に

な
り

御

大

典

の

土

産
品

の
要

求

と

、

国

内

需
要

の

仲

長

が
見

ら

れ

、

割

烹

食

器

で

は

白

無

地

に
上

絵

を
し

た

も

の

が
求

め

ら

れ

る

よ

う

に

な
り

、

昭

和

七

、

八

年

頃

よ

り

は

、

湯

呑
、

飯

茶

碗

等

に
も

、
白

地

に

上

絵

付

す

る

も

の

が
あ

ら

わ

れ
、

又

う

る
し

巻
の

技

法

も

は

じ

め

ら

れ

、

業

者

も

遂

次

増

加

し

て

、

相

互

の
親

睦
研

究

を
目

的

と

し

て

任

意

組

合

を

結

成

す

る

に
至

っ

た
。

（

昭

和
十

年

頃

の

業

者

は

四

十

三

）

し

か

し

第

二

次

人

戦

の

影

響

と

企

業

貔

備

に

よ
０

、

転

廃

業

が
行

な

わ
れ

、

十

六

名

の

残

存

業

者

に

よ

り

京

都

陶

磁
器

鏥

窯

有

限

会

社

（
代

表
取

締

役

、

三

田

寅

吉

）

が

創

立

さ

れ

た

。

昭

和

二

十

年

終

戦

に

よ

り

再

び
旧

態

制

に
復

し

、

京
都

上

絵

付

組

合

（

組

合

長

、

巾

村

正

二

、

任

意

組

合

）

を

組

織

し

、

上

絵

デ

ザ
イ

ン

の
研

究

、

講

習

会

、

展

示

会

等

を
行

事

と

し

て

開

催

し

業

界

の

発

展

に

寄

与

し

て

い

る
。

現

在

会

員

十

七

名
。

こ

れ

ら

上

絵

付

業

者

の

実

態

を

昭

和

三

十

六

年
十

一
月

の

水
面

工

局

調

査

よ

り

抜

萃

す

る

と

、註
、
こ

の
デ
ー
タ
ー
は
、
上
絵
業
者
の
う
ち
、
法

人
二

、
其
他

六
を
上
休

と
し
て
猖

め
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

規
杖
別

事
某
所
数
　
　

一
～

四
人
　

四

生
　
　

産
　
　

額

受

注

先

別

比
　
　

地

元

メ

ー

カ

五
～
九
人
　

四

｝
、
四
五
六
万
円

一
七
彩

地
　

元
　

問
　

屋
　
　
　
　
　

八
〇
％

他
産
地

メ
ー
カ
ー
及

問
屋
　

二
、
八
万

そ
　
　

の
　
　

他
　
　
　
　

〇
、
二
万

受
注
製
品

産
地
別
比
　

京
　
　
　
　
　

焼
　
　
　

九
二
、

三
名

他
　

産
　

地
　

品
　
　
　
　

七
、
七
名

品

目

別

加

工
額
比
　

家
　

庭
　

用
　

品
　
　
　

四
六
、

五
彩

割
　

烹
　
用
　

品
　
　
　

二
五
、

一
名

茶

華

道

用

品
　
　

匸

二
、
二
名

装
　
　

飾
　
　

品
　
　
　
　

四
、
五
名

そ
　
　

の
　
　

他
　
　
　
　

〇
、

七
名

昭
和
三
十
四

年
末
に
は
、

佶
水
焼
製
販
協
同
組
合
の
発
足
に
よ
０

、
京
都
で

は
古
く
明
治
代
の
京
都
陶
器
会
社
解

散
後
久
し

ぶ
０

の
映
写

に
よ
る
絵
付
加
行
わ
れ
こ
の
方

面

に
も
新
機
軸
を
案

出
し

た
。

戦

後
に

お
け

る
上

絵
は
、

金
銀
を
使
用

し
た
も
の
又
は
高
度
の
技
術
を
要
す
る
も
の
等
高
級
品

が
多
く

な
り
、
戦
前

の
比

格
的
簡
徂
な
も
の
に
比
し

て
、

華

麗
な
も
の
が

多
く
、
又
観
念
的
に
は
上
絵
よ
０
表
面

装
飾
又
は
表
面

デ
ザ
イ
ン
と
い
か
れ
、
創
作

が
尊
重

さ
れ

る
こ
と
と

な
り
、
上

絵
業

者
は

デ
ザ
イ
ナ

ー
と
し
て
研
究
、

精
進
す

べ
き

時
代
と

な
っ

た
。

７
　

業
者
団
体
及
び
組
合

業
者
の
組
合
、
団

体
は
（
昭
和
三
十
六
年
）
、

財
団
法
人
一
、
協
同
組
合
及
企
業
組
合
二
〇
、
迎
合
会

一
か
お
り
、

協
同
組
合
は
、

ほ
と

ん
ど
が
昭
和
二

十
五
年
、

巾
小

企
某
等
協
同
組
合
法
施
行
を
饑
と
し
て
、
設
立

さ
れ

た
も

の
で

あ
る
が
、

目
下
活
溌

な
事
業

を
屐

問
し

て
い
る
も
の
は
数
組
合
に
す

ぎ
な
い
。

対

近
業
界
内

部
よ
り

こ
れ
ら

組
合

を
整
理
統
合
し
て
、
大
同
団
結
の
必
要
性

が
認
識
さ
れ
っ
つ
あ
る
。

二
〇
七



中

小

企

業

等

協

同

組

合
　

昭
和
三
七
年
二
月

組
　
　

合
　
　

名

京
　

都
　

竃
　

業
　
（
協
）

京
　

都
　

陶
　

業
　
（
協
）

京

都

電

磁

饑

工

業
（
協
）

京

祁

府

陶

磁

器
（
協
）

陶
　
　
　
　

栄
　
　
　
（
協
）

日

本

セ

ラ

ミ

。

ク
（
協
）

五

条

陶

磁

器

事

業
（
協
）

京

都

輸

山

陶

磁

器

京
　

祁
　

陶
　

立
　
（
協
）

共
　

立
　

京
　

業
　
（
協
）

京

都

泉

涌

寺

陶

業
（
協
）

京

都

陶

磁

器

商

工
（
協
）

日

吉

陶

磁

器

事

業
（
協
）

日

本

電

磁

器

工

業
（
協
）

東
　

山
　

工
　

匠
　
（
協
）

京

都

チ

タ

ン

磁

器

工

業

泉

涌

寺

陶

磁

器

事

業

清

水

焼

製

販

（
協
）

京

都

陶

磁

器

卸

（
協
）

京

祁

清

水

焼

（
協
）

京

焼

団

地

造

成
（
協
）

呆
涌
寺
同
業
会
（
任
意
団
体
）

業
　
　
　
種

陶
磁

器

朧

渋
茶

電

気
・
工

業
・
紡
績

理
化

学

川

陶

磁

器

陶

磁

器

製

渋
業

がががががががが陶

磁

器

製

辺
業

陶
　
　

賍
　
　

器

が電
・
気
工
業
・
紡
績

川
チ

タ
ン
磁
器

陶

磁

界

製

造

新
し
い
上
産
品
製
造

商
標
法
に
基
く

濟
水

焼
団

体
面

標
の
獲
行

圸
　
　

区

京
都
府
乙
訓

祁

京
都
府

京
祁
市

Xy　ff　Z/　 〃　 〃　 力y　Z/　 〃京
都
府

京
郎
市

京
祁
府

京
都
市

京

焼

団

地

造
成
　
　

″

作
家
、
生
産
業
晉
　
　

″

成

立

年

月
日

二

四
・
　
七
・
二

七

二

四

こ

○

二

九

二

五
・
　
三
・
二

五

二

六
・
　

九
こ

五

二

六
二

二
・
二

四

二

八

こ

二
・
一

六

二

九
・
　

六
・
　
二

二

九

二

万

一

八

三

〇
・
　
三

こ

二

三

〇
・
　
五
・
　
九

三
〇
・
　
五
・
二

六

三

∵
　

三
・
二

六

二

五
・
　
二
・
　
七

二

五
・
　
四
・
　
七

三

五
・
　
四
・
　
八

二

五
・
　
三

三

二

三

四
・

匸

丁

一

七

二
四
・
　

九
・
二

七

三

五
・
　
二
・
　
一

三

七
・
　
二

三

六

こ

○

二
〇
八

山
　

資
　

額
　
　
　
　
　
　

主
た

る
事
務
所

の
所
在
地

八
五
〇

千
円
　

東
山
に
五
条
橘
東
四

丿
目
四
三
二

五
〇
　
　
　

下

京
区
東
七
条
川
端
町
六

五
、
六
〇
〇

二

四
五
七

九
四
〇

一
、
五
〇
〇

一
四
〇

四

五
〇

六
四
〇

二
〇
〇

六
七
五

二
、
二
〇
〇

五
〇
〇

四
四
〇六

四
〇
〇

二
五
〇

二
、

匸
一
〇

九
五五

伏
見
区
深
草
平

川
町
五

の
一

東
山
区
五
条
通
東
大
路
東
入
白
糸
町
五
七
〇

″
　
　
泉
涌
寺
東
林
町

七

伏

見
区
深
草
正
覚
町
一
四

東
山
区
五
条
橘
東
四
丁

目
四
五
〇

X/””Z/”X/が
Z/”//が”Z/X/”

今
熊
野
枷
ノ
森
町
三

七

分
涌
寺
東
林
町
三
二

（

’
熊
野
宝
成
町
七
〇

分
涌
か
東

体
町
二

九
の
二

介
熊
野
日
吉
町
二
五

今
熊
野
圉
日
吉
町
二
五

五
条
陷
六
丁

目
五

七
〇
の
三

東
大
路
新
林
上
仏
下

町
四
三
八

五
条
辿
車
大
路
車
入
白
糸
町
五
七
〇

の
三

皇
涌
与
東
林
町
三
二

東
大
路
五
条
上
ル
與

林
町
五
七
六

五
条
大
仏
東
五
丁

目
五
六
一

五
条
東
大
呉
市
　

京
祁
陶
磁
米
会
館
内

以

涌
古
東

林
町

代

表

者

名

谷

口

恆

三

郎

玉
　
川
　
直
　
道

西

村

与

三

古

沢

村

藤

四

郎

富

田

栄

治

郎

若
　
林
　
巫
　
蔵

浅

見

五

郎

助

前
　
田
　
政
　
一

加

古

徳

次

郎

松
　

本
　
　

華

加
　
藤
　
弘
　
倥

福
　
田
　
松
　
平

福
　
田
　
松
　
平

谷

囗

恆

三

郎

菊
　
開
　
儷
　
椎

浅
　
并
　
国
　
造

北
　
木
　
忠
　
膃

若
　
林
　
重
　
造

前

川

清

太

郎

若
　
抃
　
重
　
造

若
　
林
　
重
　
遺

加

古

拮

次

郎

財団法人　京祁翳磁器協会

(卜 京=祁陶磁器工業細.合の建築で昭和ｎ年竣工)

財
団

法
人
、
京

都
陶
磁
器
協
会

昭
和
二
十
八
乍
三
月

二
十
七
日
、
業
界

全
般
の

た
め
に
公

益
京
業
巻
行
う
た
め
、

旧
統
制
組
合
の
資

産
右

げ
休

と
し

て
、

財
団
法
人
京
都
陶

磁
器

脇
会

が

設

立

さ
れ

た
。
（
理
斜
長
、
若
林
右
近
）

設
立
と
同
時
に
、

さ
き
に
工
業

組
合
所
属
陳
列
所
と
し
て
設
備

さ
れ

た
場
所
に
、

業
界

の
啓
蒙
、
啓
介
、
宣
に広
、
教
育
土
共
に
、
京

焼
の
陳
列

販
元

巻
実
施
し
、
京
都

陶
磁
器
会
館
及

び
版

売
部
と
し

て
経
営
し

て
い

る
。

京
都

陶
磁
器
協
会

が
、

前

砲
〇
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

そ
の

主

軸
と
な
り
又

は
、
官
界
、
業
界
と
は
か
いソ
、

そ
の
外
郭
的
卜
叉

と
し
て
爪
立

て
て
き

た
京
業
は

つ

ぎ
の
と

お
り

で
あ
る
。

イ
　

京
都
陶

磁
器
京
匠

保
店
協
会

昭
和
三
十
三
年
四
月

、
京

都
陶
磁
器
出
会
土
、
京
都
府
、
心
の

協
力

に
よ
り
設

立
さ
れ
た
。
従
来

、
や
や
も
す
る
と
、
「
京
焼
は

デ
ザ
イ
ン
の
提

供
地
」

で
あ
る
と
袮
せ

ら
れ
、
柚
産
地
は
勿
論
、
業
都
自
体
に

お
い

て
も
、
新
し

い
意
匠

、

デ
ザ
イ
ン
の
盗
川

、
類
似
品
の
生
産
右
し
て
き

た
ら
Ｏ

で
あ
っ
て
、
折
角
片

心
、

創
倥
し

た
作
品

が
漸

く
市
俎
に
出
石

や
、
月

を
経
ず
し

て
類
似
品

が
人
足
生

産
、
崕
価
品
で
巾
服

さ
れ

る
現
状

で
、
全
く
京

焼
哭

界
と
し
て
は
、
縁

言
卜
Ｏ
力
持
ち
的
状

態
で
あ
っ
た
。

こ
れ
右

駸
低
限
度
に
保
駿
し

、
考
案
者
、
創
汗

者
の

意
欲
右
助

長
し

て
、

史
に
意
匠
技
術

の
改
訃
向
上
を
は
か

る
た
め

仁
設
久
さ
札

た
も
○
が
こ
の
協
会

て
あ

る
。

そ
の
目
的
を
達

成
す

る
た
め
、
毎
月
審
査
委
付
合

巻
問
催
し
、
保
令

登
録
を
行
い
、
足
者
に
対
し
て
は
、
毎
年

一
回
、

佶
水
焼

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク

ー
ル
を
問
催
し

て
、

新
し

い
京

焼

デ
ザ
イ

ン
の
改
善
向
上
に
努
力
し

て
い

る
。

ス
ニ
長
、
若
林
玉
造
）

口
　
佶
水
焼

デ
ザ
イ
ン
研

究
会

会
長
、
辻
晉
六
、
京
都
陶
磁
右
出
会
と
京
都
巾
の
斡
旋

に
よ
り
、

業
界
青
年
層
の
新
し
い
京
焼

デ
ザ
イ
ン
を
生

半
研

究
の
た
め
昭
和
三
十
元
年
十
一
月
創
立
さ
れ
た
。
毎

月
、
陶
磁
器
会
館
で
、
業
界

、
学
界

の
専
門
家
を
講
師
に
袖

曹
、
研

究
、

講
習
会
を
開
催
し

て
い
る
。

二
〇
九



ニ

ー
○

（
　

放

水
焼
製

販
協
同

組
合

三
十
四
年
十
二
月
設
立
さ
れ
た
。
こ
の

組
合

の
目
的
は
レ

ー
ル
物
（
他
地
方
よ
り
の
購
入
）

追
放

を
上

限
と
し

て
発
足
し

た
も
の
で
あ

る
が
、

転
写
技
術

の
不
充
分
、

デ

ザ
イ
ン
が
地
方

物
と
余
０

変
０

が
な
か
っ

た
等
の
為
、
受

注
高
が
少

な
く
組
合

の
機

能
を
発
揮
で
き

ず
、
三
十
六
年
二
月

に
は
、
根
本

的
に
体
制
壱
立
直
し
て
、

当
初
の
目

的
達
成
の

た
め
辿
進
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
（

理
事

長
、
若

林
承
造
）

８
　

伏
見
人
形
と
京
陶
人
形

伏
見
人
形
は
土
師
部

が
変
遷
し

て
伏
に
九
人
形

に
な
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
、
鵤
幸
右
衛
門
の
創
始

と
し

え
ら
れ
、
徳
川
初
期
よ
０

造

ら
れ

た
が
、

元

禄
前
後
の
文
献
に
も
伏

見
人
形
の
記
録

が
見
ら
れ

る
。
文

化
、
文
政

の
頃

は
盛
業
を
き
わ
め

た
ら
し
く
、
十
返
舎

一
九
の
東

海
辺

膝
栗

毛
に
も
記
さ
れ
て
い

る
。

ま
た
全
国

八
十
有
余
の
産

地
の
土

偶
は
、

直
接
間

接
に
伏
見
人
形
の
系
統
を
引
い
て
い

る
と

い
わ
れ
る
。

こ
の
伏
見

人
形

も
明
治
の
始
め
か
ら
、

セ
ル
ロ
イ
ド
人
形

や
、
類

似
作
品

に
お
さ
れ
て
漸
減
し
、
同
四
十
年
頃
に

は
懐

滅
の
一
歩
前
と
な
っ

た
が
、
現
在
、

木
町
二
十
二

丁

目
の
丹
嘉
、
太
西

新
太
郎

等
が
之
を
復
興
し
て
漸
く
伏
見
人
形

の
名

声
を
維
持
し

て
い
る
。

京

陶
人
形

は
伏

見
人
形

に
比
し

て
そ
の
歴
史
は
新
ら
し
く
「
京

陶
人
形
」

と
い
う
名
称
も

昭
和
三
十
三
年

一
月
京
都
市

長
高
山
義
三

白
命
名
に
よ
り
は
じ
め
て
統
一
さ
れ

た
名
で
あ
０

、

そ
れ
ま
で
は
、
京

賻
多
、
土
人
形

、
放
水
人
形
等
と
雑

多
な
呼
称

が
用

い
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
人
形

の
歴
史
は
、
京
焼
と
共
に
置
物
と
し

て
陶
器
の
人
形

や
ひ
ね
り

人
形

が
製
作
さ
れ
て
い

た
の

が
は
じ

ま
０

で
あ
０

、

柚

水
附

近
の
窯
跡

よ
０

の
出
土
品

に
よ
っ

て
も
あ
古
ら
か
で

あ
る
。

明

洽
の
は

じ
め
頃

に
は
、
竹
水
三
丁
目
に
、
ひ

ね
り

の
羅
漢

や
辺
釈
の
段
物
を
製
作
し
て
い
た
村
川
水

翁
、
置

物
人
形

の
河

本
、
千
生
面

の
島
川
川
太
郎
、

和

が
け
磁
石

人
形
の
吉
沢
仙
八
、
安
福
平
七

等
が
あ
０
、
同

中
期
に
は
、
活
水
二
丁
目
で
河
原
林
平
太
郎

が
、

原
色
の
砲
、
蛙
、
蟹
、
犬
、
頏

笊
、

金
太
郎
等
の
土
俗
人
形
、
并
上
某

部

豆
人
形
壱
製
作
し

て
売
り
出
し

た
。

こ
の
間
柴
山
で
は
桂
次
郎
古

が
洋
館

等
の
楔
形

壱
、
同

三
十
年
頃
に
は
伏
見
で
石
川
菊
次
郎

が
稲
荷
の
土

産
品

を
作
〇

、
三
十
五
年
頃
に

は
藤

林
承
郎
、

巾
ご四

郎
、

矢

五

郎
兄
弟

が
／
焼
人
形

の
百

彩
を
考
案
し
、
同
四
十

年
頃

に
は
鈴
本
鷹
四
郎
が
洋
風
人
形
等
の
製
作

を
け

じ
め
業
界

に
貢
献
し

た
。

こ
の
頃

、
柴
田
の
貿
易
人
形
の
進
出
に
よ
り
、

こ
の
原

型
と
、

陶
石

業
者
の
毆
物
の
原
型
需
要
の
増
加
に
よ
０

、
囲

多
の
太
山
朝
貞
、
竹
野
仁
雄
、
竹
野
隅
太
郎
、

月
谷

は
っ
等
の
傑
れ
た
彫
刻
師
が
相
つ
い
で
入
洛
、
こ
れ
ら
の
人
々
に
よ
０

新
感
覚
の
人
形
、
置
物
原
型
を
提

供
す

る
と

と
も
に
、

陶
土
人
形

の
自
作
販
売
を
は
し

め
た
。

こ
の

時
代
に
妹
尼
嘉
平

が
「
合
せ
顔
料
」

を
考
案
し

て
人
形

の
色
彩
に
一
新
期
を
画
し
て
い

る
。

大
正
時
代
に
入
っ
て
、
初
年
に
、
藤

林
矢

五
郎

が
桧
出
向
の
盆
景
人
形
、
博
多
で
活
躍
し

た
川
島
元
太
郎

が
入
洛
し

て
大
正
即

位
人
典
の

人
形
、
布
袋
、

達
磨
、

御
所
、

木
目
込
人
形

、
前
野
寅
吉
が
御
所
豆
人
形
を
製
作
し

て
い
る
。
乂
、
鏥
光
山
面
会

、
ミ
カ

ド
商
会
、
村
上
面

会
、
洛
永
社
、

敷
島
面
会

等
の
桧
出
人
形

は
、

安
福
平
七
、

森

敬
三
、
柴
田

初
次
郎
等

が
製
作
に
当
っ

た
。

大
正
中
期

に
は
博
多
か
ら
佐
野
吉
太
郎
、
讃
岐

か
ら
宮
下
米

一
等
が
入
洛
し

て
夫

々
そ
の
特
色
を
発
祥
し
か
。

同
十
年
に

は
京

都
犬

丸
で
吉
川
赧
方
考
証
の
時
代
風
俗
人
形
の
蝠
布
会
の
開
催

か
お
り
、

そ
の
制
作
の
た
め
井
他
狂
阿

個
（
東
京
）
有
岡
米

次
郎
（
四

多
出
身
）
を
招
い

て
い
る
。

註
、
有
岡
米
次
郎
は
元
博
多
人
形
同
業
細
令
川
鰮
合
長
で
其
門
下
生
と
し
て
は
日
震
の
鹿
児
島
方
城
（
紙
塑
人
形
無
形
文
化
財
）
、
川
昌
英
夫
等
か
お
る
。

大
正

末
期
に
は
石

川
の

後
藤
久

太
郎

が
、

京
都
で
博
多
の
森
清
次
郎
（
後
フ
ラ
ン

ス
人
形
に
転
向
）
を
招

い
て
時
代

物
、

情
緒
人
形
等
の
上

産
品

の
製

作
に
乗
０

出
し

て

い

る
。

昭
和
初
年
に
は
博
多
の
原
松
風
（
由

良
之

助
、

福
助

人
形

告
得
恋
と
す
る
）
　一
木
八
右
衛
門
（
佐
野
重
太
郎
、

岩
本

務
等
と
共
に
三
栄
原

会
告
造

る
）
を
け
じ
め
、

抃
岩

吉
、
堀
江
直
記
、
川

良
藏
、
巾
田

金
次
郎
、

飯
田

久
夫

、
宮
崎
琢
歴

、
一
木
要
次
郎
、
牧
文
六
、
牧
山
光
夫
、
岡
田
菊

次
郎
、

巾
村
佶
、
藤
井
二
郎
、

原
目
練

告
等
が
稍
つ

い
で
入
洛
し

て
、

博
多
の
技
術
に
京
都
の
緑
画

彫
刻
の
技
法

を
と
０
入

れ
、
こ
れ
ら
の
人
々
を
中
心
と
し
て
京
陶
人
形
と
し

て
の

地
歩
を
築
い
た
。

昭
和
九
年
、
人
形

に
有
害
色
素

使
用
の

問
題
が
起
り
、
法

廷
に
持
出

さ
れ
た
が
、
「

人
形

は
荒
物
」
な
り
と
の
主
張

が
認

め
ら
れ
不

起
訴
と
な
っ
た
。

こ
の
饑
に
結
成

さ

れ

た
の

が
、

桂
正

次
を
組
合
長
と
す

る
京
人
形
製

造
組
合
で

あ
る
。
（
会
員
六
十

三
名

）

同
年
の
京
都

陶
磁
⑤
工

業
組
合
の
結
成
に
は
人
形
部
会
（

部
長
、
大

山
朝
真
）

と
し

て
参
加
し

、
同

十
六
年
に
は
大
戦
の

た
め
、
企
業

賠
偸
を
行
い
、

次
の
二
会
社
に

統

合
す

ら
れ
た
。

京
都
玩
具

人
形

有
限
会
社
（

有
岡
米
次
郎
）

五
十
八

翕

京
都
窯
業
株
式
会
社
（
吉
沢
菊
太
郎
）
三
十

五
名

二
一
一



二

二
一

終
戦
後
再

び
組
合
が
再

組
織
さ
れ
（
現

理
事
長
原
四
郎
匸

乂
、
昭
和
二

十
九
年
に
は
、
原
松
風
、

竹
下

米

二

打

出
陶
苑
、
高
福
敍
抒
、

大
山

保
秀
等
の
発
起
に
よ
り
、

芙
人

教
授

、
辻
晉
堂
の
指
導
に
よ

る
人
形

叫
究
会
を
細

織
し
、

毎
月

、
モ

デ
ル
の
使
用
に
よ

る
基
礎
技
術

の
研

究
等
を
問
始
し

、

子
弟
の
啓
発
に
努
め

る
と
共

に
、
三
十
三

年
四
月
、
京
都
市
後
援
に
よ
る

二
只
陶
人
形
屐
」

を
問
催

、
爾
後
毎
単
、
秋
季

に
丸

物
町

廊
で

続
開
、
好

評
を
得
て
い

る
。

以
上
の
と
か
０

京
陶
人
形
七
遂
年
発
屐
の

道
を
辿
り
戦
前

の
哀

愁
調
の
叙
情
人
形

、
歌
舞
伎
人
形
、

ス
ポ
ー
ツ
人
形
（

森
、
柴
川

、
桂
、
吉
沢
、
能
勢
、
矢

部
、

福
村
、

森
下
、
帽
野
、
後
藤
、
大
川
、
安

藤
等
の
製
作
）
の
需
要
は
奈
国
に
拡
人
さ
れ
、
更

に
藤

林
の
壁
掛
や
御
所
人
形
の
丸
山
、
烏
田
、

嗇
、

藤
原
、

岩
鯔
、
大
井
、
和
田
、
小

物
の
岡
島
、
矢
橋
、
山
根
、
加
納
、
吉
川
等
相
つ

ぎ
、
村
川

の
東
山
人
形

、
北
村

の
能
人
形
、
原
の
頏

山
等
に
よ
り

、
近
年
稀

に
見

る
盛
哭
を
見

る
に
至
０

、

東
の
京
都
、

西
の
博
多
と
し

て
、
我
が
国

の
代
表
的

産
地
の

瑣
歩
仁

川

め
る

仁
至
っ
た
。
（
こ
の
稿
、
京
陶
人
形
製
作

組
合

及
び
川

島
、
桂
正
次
、

古
沢
の
各
氏
よ
り
の
資
料

に
よ
る
）

第

二

項
　

電
　
　

磁
　
　

器

京
都

の
電

磁
⑤
は
治
水
焼
の
開
運
産
業
と
し
て
、
明

治
二

十
年
前
後
に
、

初
代
高
山
耕
山
、
京
都
陶
石
会
社

の
碍
子

製
造
に
は
じ
ま
り
、
（

そ
れ
ま
で
は
、

瓶
栓

な
ど
を

主
と
し
て
製
作
し
て
き
た
）
明
治
巾
期
頃
に
は
、
石
川
源
次
郎
丁
場
で
も

ロ
ー
ゼ
ッ
ト
（
内
線
器
具
）
ソ

ケ
ッ
ト
等
を
製
産
し

、

明
治
末
年
に
は
、

水
力
電
気
問
始

事
業

の

活
溌
化
に
伴

い
、

五
、
六
の
工
場
で
、
低
圧
碍
卜
、

ロ
ー
ゼ
ッ
ト
の
生
産
を
開
始
し
た

が
生

産
額

に
は
未

だ
見

る

べ
き
も
の

が
な
か
っ

た
。

つ
い
で
明
治
三
十
九
年

に
は
松
風
球

定
に
よ
り
、
紀
伊

鄒
深
仁
（
伏
見

ぽ
深
草

）
の
松
風

陶
石
《
目
資
会
社

が
（

後
、
松
風
工
業

株
式
会
社
と
改
称
）
設
立
さ
れ
、

京
都

陶

磁
器
試
験
場
長
、
藤
江
永
孝
、
京
都
大
学
教
授
工

学
紡
士

、
小

木
虎
次
郎
等
の
援
助
に
よ
り
碍
子

の
研

究
を
け
じ
め
、
普
通
高
圧
碍
了
の
研
究

に
成
功
、

つ
い
で
特
別
高
圧

碍
子

の
製
造
を
貽
め
た
。
こ
れ

に
よ
り
京
都
の

電
磁
石

は
一
躍
名
声
を
回
し
、
長
足
の
進
歩
を
と
げ

る
と
と

も
に
、
海
外
袖
出
の
途
も
ひ
ら
け

る
に
至

っ
た
。

こ
の
松
風
陶
器
の
成
功

に
刺
戟

さ
れ
、

一
般
陶
磁
聯
製
造
か
ら
転
叉

あ
る
い

は
兼
業
す

る
者
が
増
え
た
。

し
か
し
こ

れ
ら
の
業

者
の
製
品

は
内
線
用

の
も
の
で
一
局
度
の
特

殊
技
術
、
電
気
試
験
設
備
等
多
額
の
設
備
資
木

を
要

す
る
特
高
碍
ダ
等
は
生
産
さ
れ
て
い
な
い

が
、

そ
の
製
品

は
一
般
出
叩
戀
器
と
同

じ
く
、
ろ
く
ろ
成
型
加
主
で
、

低
圧

碍

子
、

金
型
物
と
も
、
品
質

は
優

秀
で
あ
０

、
瀬
戸
等
他
産
地
品
を

凌
川
し

て
い

る
。

明
治
来
年
の
電
磁
石
製

造
、

販
売
業
者
は
次
の
よ
う
で

あ
る
。

松
　

風
　

陶
　
石

、
　

石

川

岸

沿

郎
、
　

伊

佐

金

次

郎
、
　

木
　
　
　
　

村
、
　

砲

剛

劼

三

郎
、
　

竹
　
　
　
　

内
、

平
　
　
　
　
　

塚
、
　
　

徳

田

守

吉

郎
、
　
　

加
　

藤
　

由
　

吉
、
　
　

浅
　
井
　

国
　

造
、
　
　

言
　
　
　
　
　

田
、
　
　

今
　
　
　
　
　

堀
、

吉
　
　
　
　
　

見
、
　
　

松
　
　
　
　
　

本
、
　
　

玉
　
　
　
　
　

井

更

に
大
正
三
年
、

第
一
次
世
界
大
戦

の
勃

発
に
よ
０
、

内
需
用

の
、
内
線
器
具

、
ロ
ー

ゼ

。
卜
等
の
需
茴
は

紅
盛
と

な
０

、

こ
れ
に
伴
な
い
生
産
技
術
七

遂
次
近
代
化
の

傾
向
を
見
せ
、
金
型
成
型
、
石
膏

型
等
の
高
度
技

術
を
全
図

に
先
が
け
導
入
し
、
小

規
柚
な
が
ら
量
産
化
も
す
す
み
、

同
四
年

に
は

陶
磁
芥
生
産
額

の
約
二
十

三
名
を
占

め

て
い
る
。

但
し
、
こ
の
頃
よ
０

生
産
設
備
の
梳
極
的
改
善
を
図
０

、

登
窯
よ
り
倒
焔
式
石
炭
窯

に
転

換
し

て
き
た
⑤

尸
方

面
の
、
量
産
形

態

に
比
し

て
、

松

瓜
工

業
を
除
け

ば
、

相

変
ら

ず
家
内
工
業
的
段

階
を

抜
け

古
礼
な
か
っ
た
。

現
在
府
下

電
磁
石

工
業
企
業
数
は
約
三
〇

事
業
場
で
、
大
規
校
の
も
の
と
し
て
は
前
記
松
風
工
業

か
お
り
、

そ
の
他

に
は
、
京
都
電
磁
器
工
業
出
同
組
合

が
あ
〇
、

十

三

事
業
場

が
こ
れ
に
加
入
し
、
乂
任

意
団

体
と
し

て
陶
華
会

か
お
る
。
　
　
　
　
　
　
　

／

電
磁
器
企
業

を
地
区
別
に
見

る
と
、

一
般

陶
磁
器
の
関
連
産
業
と
し
て
発
達
し
て
き

た
関
係
か
ら
二
十
八

事
業
場

が
東
山

地
区

に
集
中
し
、
他
は
東
九
梟
、

乙
訓

郡
長
岡

町
等
に
及
ん
で
居
る
。
乂
企
業
の
創
星
は
概
し
て
1
7口く
、
昭
和
二
十
年
頃
ま
で
の
創
業

が
圧
倒
的

に
多

い
。

企
泉
の
分
布
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

佶
水
五
条
　
十

一
　
　
　

日

吉

町
　

四
　
　

泉

涌

寺
　

十
二
　
　
　

乙

訓

郡
　

一
　
　
　

そ

の

他
　

二
　
　
　

計
　

三
〇

（

経
　

営
　

規
　

貘

）

企
業
規
校
で
は
松
風
工

業
の
資
本
金
一
億
円
、
従
業
貝
約
三
〇
〇
（
ト
ン
ネ
ル
窯
二
法
、
単
独
窯
六
法
等
）
を
除
く

と
、
巾
小

企
業

が
多
く
、

松
風
を
除
い

た
二
十
九
企

業
で

は
資
本

金
で

は
四
〇
〇
万
円

を
最
高
と
し
（
企
業
平
均
一
一
〇
万
円

）
、
従
業
員
で
は
平
均
二
十

余
名

と
な
っ
て
い
る
。

松
風
工
業
は
終
戦

後
経
営
不

振
と
な
り

、
不
況
を
続
け
、
昭
和
三
十
五
年
二
月
、

松
風

陶
業
株
式
会
社
（
資
本
金
二
、
〇
〇
〇
万
円
）

が
、

第
二
会

社
と
し

て
創
立
さ
れ

松
風
工
業

の
設
備
を
利
川
し

て
生
産
を
始
め
て
い
る
。

定
磁
器
の
焼
成
は
、
松
風

を
除
い
て
は
主
と
し
て

号
哭一
、
石

炭
窯
を
使
用
し
、
大
き
い
企
業
で
五
法
、
牛
企
業
で
は
且
窯
を
利
用
し

て
い
る
。

但
し

最
近
で
は
遂
次
、

登

窯
よ
０

倒
焔
式
角
窯
（
石

炭
窯
）
に
移
行
し
て
お
り
、
爪
油
窯
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二

百
一



１

１

ニ

ー
四

原
料
は
、
協
同
組
合
よ
り
の
共
同
附

入
と
、
日
本

陶
料

株
式
会

社
、

長
谷
川

陶
料

店
等
よ
り

仕
入
れ
、
中
に
は
他
地
方
よ
り
買
入
す
る
も
の
も

あ
る
が
、

結
極
は
瀬
戸
方

面

に
比
し
て
割
高
で
あ
０

、
原
料

費
は
原
価

の
約
二
二
万

に
も
上

る
と
い
わ
れ
、

業
界

の
大
き
な
悩
み
の
一
つ
で
あ

る
。

乂
石
炭
、
薪

等
は
近
畿
地
区
の
問
屋

仕
入

で
あ
る
。

（

生

産

と

販

路

）

電
磁
石

は
近
年
の
込
力
六
要
の
増
大
、
発
電
、
配
電
工
事
の
加

長
に
伴

い
、
活
況

を
示
し

、
昭
和
三
十
二
年
、
府
統
耐
課
調
査
の
生
産
動
態
統
計
調
査

に
よ

れ
ば
、

そ
の

生
産
額
（
工
業
用
品
を
會
む
）
は
、
四
億
六
、
二
二
八
万
四
千
円

と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
内
訳
は

電
　
気
　

川
　

品
　
　
　

三
億
七
、
九

｝
四
万
三
千
円

丁
　

業
　
川
　

品
　
　
　
　
　

四
、
八
八
四
万

二
千
円

現

化

学

川

品
　
　
　
　
　

三
、
四
二
九
万

九
千
円

と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
販
路
は
、

生
気
川
品

で
は
、
京
阪
神
、
東
京
の
電
力
会
社
、
電
機
用
品

メ
ー
カ
ー
向

か
ま

で
そ
の
内
訳
は

阪
　
　

神
　
　

五
四
、

一
名
　
　
　
　

京
　
　

都
　
　

二
九
％
　
　
　
　

東
京
地
区
　
　

匸
一
、
七

彩

輸
出
（
土

と
し

て
阪
神
方
面

の
貿
易
肉

社
経
由
）
は
台
湾
、
東
南
ア

ジ
ア
、
印
度
で

あ
る
。
乂

理
化

学
用
品

は
、
京
阪
神
の
製
薬
会
社
、
舸
院
向
け
と

な
っ
て
い

る
。

込
磁
言
、
丁
業
、

理
化
学
用
品

は
前
述
の
と
お
り
、
原
料
高
三

災
に
労
務
費
の
高
騰
の

た
め
、

瀬
戸
方
面

の
製
品

よ
り

割
高
と
な
り
、

生

産
コ

ス
ト
の
低
減
と
販
売
価

格

の
維
持
、
販
売
ル
ー
ト
の
催
憚
が
望
ま
れ
て
い
る
。

な
お
、

こ
の
他

に
、

特
殊

磁
器

製
造
を
始

め
て
昭
和
二

十
五
年
頃
よ
り
急
速
に
発
展
し
た
株
式
会
社
村
川
製
作

所
か
お
り

、
東
山
区

山
科
を
中
心
と
し
て
、

長
岡

町
、

福

井

県
に
近
代
丁
場

を
有
し
、
‰

電
、

通
信
機
部
品

製
造
の
花
形
と
し
て

登
場
し
て
き

た
の
は
注
目
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
。

同

じ
く
特
殊
磁
谷
製
作
方

山
に
最
近
京
都

セ
ラ

ミ

。
ク
株
式
会

社
が
設
立
さ
れ
中
京
区
西

ノ
京
原
町

に
工
場
を
設
け

て
活

允
に
新
興
工
業

に
寄
与
し
て
・居
る
。

第

三

項
　

そ
　
　

の
　
　

他

１
　

労
　

働
　

事
　

情

人
正
以
来
活
溌

な
迎
勁
を
展
㈲
し
て
き
た
京
都
陶
磁
器
労
働
組
合
は
、
（
’
次
戦
争
の

た
め
昭

和

二
（

年

（
一
九
四

二

解
散
を
命

ぜ
ら
れ
、
産
業
報
国
会

に
き
り

か
え

ら

れ

た
が
、
終
戦
と
と
も
に
、

い
ち
早
く
組
合

が
結
成
さ
れ
、

同
二
十
年
十
一
月
、
再

び
京

都
陶
磁
石

労
働

組
合

の
発
足
を
見
元

。
更

に
、
二
八
年
、
三
二
年
十
月
、
日
吉

地

区
壱
中

心
と
す
る
賃
土
斗
争
壱
機
と
し
て
、
化
学
産
業
労
働
細
令
同

流
に
加
入
し
、
団
結
を
固

め
て
い
る
。

以
上
の
縦
介
活
動
口
絹
果
、
賃
金
形
態
も
、
微
前
の
出
来

鳥
給

が
、

漸
次
、

日
給
的
生
活
給
に
な
っ
て
き
た
が
、
成
型
工
（

ロ
ク
ロ
エ
）

に
は
尚
出
来

高
制

が
多
く
採

用

さ
れ
、
絵
付
工
に
は
日
給
と
出
水

高
給
の
混
合
型

が
多

い
。
乂
哀
師
（
裏
場
工
）
　（

窯
焚
、

釉
薬

か
け
、

吝
工
程
間

の
持
運
び
の
雜
役
等
を
行
う
も
の
）
　
に
は
主
と
し
て

囗

給
に
よ
０

支
払
わ
れ
て
い

る
。

２
　

京

焼

団

地

造

成

新
し
い
時
代

ご
対
処
す

る
た
め
京

焼
の
伝

統
の
味
を
生
か
し
近
代
的
セ
ン
ス
を
盛
っ
た
よ
り
よ
い
品
物
を
、
で
き

る
だ
け
安
く
提
供
し

て
、

多
く
の
愛
好
者
を
得
る
こ
と

が
京
都
楽
界
の
人
き
な
踝
題
で

あ
る
が
、

こ
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
企
業
の
合
理
化
、
設
備
の
近
代
化

が
必
要
で
あ
り
、

こ
れ
が
た
め
に
は
先

づ
適
切
な
規
役
を

採
川
せ
ね

ば
な
ら

な
い
。

現
況
を
見

る
と
、
既
設
丁
場

の
立
地
条
件

は
、

人
川
の
増
加
に
伴
い
密
度
の
高
い
住
宅
、
㈲
業
地
域
に
あ
っ
て
狭
隘
座
右
わ
め
、

俥
び
る
余

地
は
全
く
失
わ
れ
で
い
る
状

況
で

あ
り
、

こ
の

ま
ま
で
は
、

京
焼
け
陶
業
界
か
ら
耿
残
さ
れ
る
憂
い
も
生
じ
て
き
た
の
で
あ

る
。

八
寸

北
寸
气

昭

和
三
十
九

年
完
成
を
卜
定
さ
れ
る
五
条
通
の
山
科
の
名
神
高
速
道
路
に
通
ず

る
新
国
道
建
設
と
、
団
地

造
成
法
の

成
立
を
饑
と
し

て
、

業
界
の
有
志
五
十

三
名
が
結
集
し

て
、
佶
水
山
Ｏ
東
側
、
山
科
土
花
山
地
区

に
京
焼
団
地
造
成
同
志
会
を
結
成
、
同
三
十
七
年
二
月
、

更

に
発
展
し
て
京
焼
団
地
造
成
協
同
組
合

が
設
立
さ
れ

谷
々
実
現
に
向
っ
て
い
る
。

同
地
は
脂
安
川

①
頃
○
窯
跡
と
袮
せ
ら
れ

る
辿
跡
の

あ
る
上

地
で
、

竄
地
条
件
も
東
南

に
而
し

か
高
合
、
約

一
万

五
平
坪

の
奸
辿
地
を
設
定
さ
れ
、

京
都
最
初
の
団

地
造

成
と
し
て
川
待
さ
れ
て
い

る
。

〔
余
　

録
　
1
6
〕

天
　

皇
　

家
　

と
　

京
　

焼

ニ

ー
五
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明
治
四
十
三
年
十
月
三
日
、
時
の
皇
太
子
（
人

止
大
京
）

に
は
伏
見
街

道
ニ

ノ
橋
の

松
風

陶
器
株
式
会
社
（
の
ち
松
風
工
業

株
式
会
社

）
工
場

へ
臨
幸
あ
り

、
大
森
知

事
、
松
風
嘉
定
社
長
の
御
案
内
で
工
場
内
を
詳
細
御
視
察
乂
別
童

に
陳
列
し
て
あ
っ

た
京
都
古

陶
名

器
を
も
御
比

に
な
っ
て
御
帰
り
に
な
っ

た
。

大
正
六
年
十

一
月

皇
后
陛
下
京

都
御

滞
在
中
、
岡

崎
公
開
回
覧
会
場
の
テ
ン
ト
内
で

陶
工
の

ロ
ク
ロ
作
業

を
大

誅
知
事
の
案
内
で
御
覧
に
な
０

、

徳
利
の
成
形
を
色

々

と
坦
示

成
形

さ
せ

ら
れ

た
。

大
正
七
年
四
月
、
皇
太
卜
殿
下
（
現

在
の
入

皇
）
　岡
崎
勧
哭
泣
内
の
回

覧
会
に
臨
ま
れ
、

会
場

に
据

付
け
の
ロ
ク
ロ
に
て

陶
工

が
坏
土
成
形
を

為

す
の
を

御
覧
に
な

０
、
巧
妙

な
技
工

に
感

嘆
さ
れ
た
と
い
う
。

昭
和
二
年
御
大
典
の

際
京

都
御
所
御
滞
在
中
の
天

皇
、
皇
斤
よ
円
陛
下

回
は
御
宿
泊
の
一
時
を
御
慰
み
の

陶
器
作
０

に
過

ご
さ
れ
た
こ
と
か
お
り

、

先
代
清
水
六
兵
衛

が

水
焼
製
品
な

ど
を

持
っ

て
伺
候
し

、
絵
付
け
の
技
を
試
み
ら
れ
、
六
兵
衛
こ
れ
を
焼
い

て
参
上
、
御
嘉
納

に
な
っ
た
と
い
う
。

昭
和
廿
六
年
十

一
月

陛
下
同
廿

八
年
二
月
皇
太

‐
｡
1
股
下

京
都
陶
工
補
導
所
へ
御
臨
行

に
な
り
、

製
作
作

築
を
御
覧
に
な
り
乂
陶
磁
器
会
館
で
京
焼
を
御

覧
に
な
っ

て
色

々
の
御
下

問
が
あ
っ
た
。
以
上
四
ケ
所
の

ロ
ク
ロ
作
業
は
皆

ロ
ク
ロ
丁
、
目

釜
が
御
覧

に
入
れ
、
目

釜
は
度

々
の
光
栄

に
今

も
語
り

草
と
し
て
い
る
。

昭
和
六
年
七
月
松
風
工

業
株
式
会
社
え
東
久
遐
宮
殿
下

が
臨
行
、
碍
子
製
作
業
作
を
、
乂

陶
川

製
造
工
程

を
松
圧

陶
歯
製
造
会
社
で
御
覧
に
な
っ
た
。

乂
皇
族
の
数
々
の
方

が
河
井

寛
次
郎
工

実
へ
お
い
で
に
な
っ
た
こ
と
も
度
々
あ
り
、
市
立
陶
磁

⑤
試
験
場
え

皇
室
か

ら
侍
従

を
御
っ
か
か
し

に
な
っ
た
こ
と
、

国
立

陶

磁
器
試
験
所
え
皇
族
の
数

々
が
御

見
え
に
な
っ
た
こ
と
等
、
天

皇
家
が
京
焼
に
関
心
を
持
た
れ
る
こ
と
の

づ
い
の
を
思

わ
せ

る
も
の
か
お
る
。
京
焼
関
係
者
は

天

皇
家
の

こ
の
川

い
御
思
召

に
対
し

て
も
、
銜
起
し
て
答
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。

第

四

章
　
　
京
焼
振
興
の
た
め
の
観
察
と
希
望

１
　

設
　

備
　

意
　

匠

剛
　

原
料
場
設
備
　

京
焼
に
お
け

る
原
料
場
の
製
杯
止
、
製
釉
薬

事
泉
は

一
応
の
形
を
し
て

い
る
と
は

い
え
、

近
代
の
科
学
的
叫
究
は
休
土
、

釉
薬
等
に
就
い

て
包

丁
日

も
等
閉
口
附
す
る
こ
と
の
で
古
な
い
問
題
で

あ
り
、

粉
砕

度
、
粘

力
度
、
収
縮

度
等
に
つ
き
色
々
の
研
究

が
発
表

さ
れ
て
お
り

る
今

目
で
あ
０

近
代

設
備
を
證

る
大
工
場

ニ

ー
七



二
一
八

で
は
既

に
原
料
製

造
法

も
片
日
と

全
く
誣
告
異
に
し
た
新
ら
し
い
設
計
に
よ
る
方
法
で
好
成
績
を

あ
げ

て
い

る
。

京
都

の
原
料
工
場
も
こ
の
点
に
留
意
し

学
界
、
研

究
所
等
と
辿
携
を
と
り

、
理
論
と
取
組
ん
で
新
し
い
設
備
を
採
用
し
、
よ
０

年

艮
な
坏
土
釉
薬
を
業
界
に
供
給
す

る

こ
と
を
志

ざ
す

べ
き
だ
と
思
う
。

㈲
　
成
形
。
伝
統
的
技
術
を
證

る
京
焼

の
中
小
介

泉
者

に
は
何
処
ま
で
も
其

の
伝

統
技
術
を
生
か
す

べ
吉
は
勿
論
で
あ

る
が
、

時
代

の
推
移
は
刻

々
と
し

て
と
ど
ま
る
な

く
、
機
械
化
、

才
ｊ
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
化

さ
れ

て
行
く
他

産
地
の
進
歩
に
も
眼
を
開

い
て
観
察
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

我
国
新
進
工
場
で
は
既

に
自
働

成
形
機

は
勿
論

装
形
工
場
に
は
人
工

を
必
要

と
し

な
い
自
働
化
製
作
装
置

が
完
備

さ
れ
て
い

る
の
で
あ

る
。

こ
れ
等
の
最
近
設
備
は
直
ち
に
も
っ
て
京
焼
工
場
に
応
用
す

る
こ
と
は
望
む

べ
く
も
な
い
が
、
少

な
く

と
も
か
か
る
進
歩
の
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
其
壮
観
を
棍
察
し
て
、

其

一
郡

分
で
も
伝
統
作
法
に
応
用
消
化
す
る
の
稘
量

が
ほ
し
い
と
思
う
。

機
械

ロ
ク
ロ
、
鋳
込
技
術
、
或
は

金
型
圧

搾
成
形

等
の
問
題
は
一
昔
前
の
談
り

単
と
な
っ
て
い
る
今
日
で

あ
る
。

伝
統
技
術
の
巾
に
新
し
い
科
学
的
研

究
を

糾
り
込

ん
で
こ
そ
、

新
し

い
京

焼
が
斯
界

を
風

靡
す
る
事

が
で
き
る
の
で
は

な
か
ろ

う
か
。

㈹
　

焼
成
設
備
。

登
窯
、
倒
焔
式
巾
窯
（
石
炭

窯
）
、
重

油
窯
、
電
気
窯
等
の
現
在
設
備
も
遅
々
な

が
ら
改
良
進
歩
の
方
向
を

た
ど
っ

て
お
り
、

電
気
窯
に
て
の
還
元

焼
成

の
研

究
な
ど
も
あ
っ
て
、
焼
物
で
は
一
番
犬

切
な

焼
成

に
は
業
者

も
寸
時

の
関
心
を
怠
ら
な
い
も
の
が
あ
る
と
は
い
え
、

こ
れ

も
亦
、
他

地
方

の
後
楽
を
な
め
る
と
い
う

有
様
で
あ
る
。
京
焼
で
は
ト
ン
ネ
ル
窯
の
建
設
を
企
て
る
の
は
無

理
だ
と
思
う

が
、

碍
子
工
場

の
或
も
の
や
、
量
産
を
望
打
業
者
は
小
型

の
ト

ン
ネ

ル
式
を
採
用
す

る
こ

と
も
で
き
よ
う
し
、
工
芸

作
家

は
重
油
窯
、
電
気
窯
、
瓦
斯
窯
（
近
頃
市
販
の
プ

ロ
パ
ン
瓦
斯
を

使
用
す

る
も

の
も
現

れ
た
）
等
の

便
利
な
も
の
を
思
う
ま
ま

に
駆

使
し

て
成
果
を
揚
げ
る

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

㈲
　
佐
川
、

陶
彫
。
京

焼
は
成
形

の
美
を
は
し

い
ま
ま
に
す
る
一
方
、

彩
川

に
よ
っ

て
更

に
一
層

の
光
彩
を

放
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
何
人
も
否
定
で
き
な
い
と
思
う
。

古
く
は
相
等
の
川
家

が
陶
器
に
彩
筆
を
振
っ

て
お
っ

た
こ
こ
ら
元
録

に
あ
る
よ
う
だ
か
ら
、
今

後
は
一
萌
卜
絵
、

上
絵
を

問
は
ず
、
絵
画

の
応
用

を
考
え
て
京
焼
伝
統
に

一
層
の
光
を
添
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
、
尚
石
版
、
網
版

等
の
転
写
古
用
も

考
う
べ
き
で
あ
る
。

陶
彫
応
川
も
乂
然
り
で
あ

る
。
日
本

一
の
陶
彫
家
沼

山
一
ｍ

の
残
し

た
嬋
し

い
陶
彫
の
技
術

を
無
駄
に
せ
ず
、
研

究
応
用
す
る
事
を
望
ん
で

や
ま

な
い
。

京
焼
発
展
の

一
路
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以

上
を
綜
合

し
て
意
匠
家
、
図
案
家
に
よ
る
新
し
い

デ
ザ
イ
ン
が
生
き

て
く

る
の
で
あ
る
。

２
　

販
　
　
　

売

戦
前
、
卸
内
社
は
東
山
五
条
を
巾
心
に
約
五
〇
价
余
も
あ
っ

た
が
、
現
在
は
三
〇
数

軒
と

な
っ

て
い
る
。

販
売
先
は
、
地
区
別
に
見
て
、
関
東
地
区
三
〇
％

、

阪
砂

地
区
二
〇
％
、

地
元

一
〇
％
、

九
州
地
区

七
名
、
東
海
地
区
六
名
、
北
府
逆
地
区
四
名

そ
の
他
五
彩
、

輸
出

一

〇
％

と
な
っ
て
い
る
。
閇
東
地
区

が
圧

倒
的
で
あ

る
が
、
今

後
は
巾
都
市
に

進
出
す

る
必
要

か
お
り
、

機
会

あ
る
毎
に
啓
蒙
宣
伝
を
行
う
と
と

も
に
、

問
屋
の
京
焼
製
品
の

活
溌
な
取
扱
を
要

望
さ
れ
る
。

３
　

輸
　
　
　

出

近
年

の
袖
出
実
績
に

つ
い
て
は
既
述
の
と
お
り

で
あ
る
が
、
な
お
Λ
’
後
の
袖
出
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
事
情
に
留

意
す

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

１
　

米
川
市
場
は
各
国

の
躾
争
加
は
げ
し
く
、
技
術
の
高
度
化
と
機
械
化
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
を
必
要
と
す

る
が
、
京

都
で

は
、

他
産
地
の
大
規
模
製
陶

所
と

の
競

争
は

困
難
で
あ
り
、
米
川
巾

場
等
の
、
流
行
、
市
況
調
査
七

水
分
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
た
だ
、
高
級
品

に
つ
い

て
は
、

貢
］に
伝
統
を
生
か
し

た
も

の
は

殼
近
欧
米

の
識

者

も
Ａ

分
わ
が
っ

て
き
た
の
で
偕
望
が
も
て
る
し
、
且
つ
府
、
市
の
消
極
的
宣
伝
に
よ
り
、
若
干

の
延
び
を
示
し

て
い
る
が
、

そ
の
仲
長
け
か
か
っ

て
貿
易
業

者
と
、

製
造
業

者
と
の
長
期
に
わ

た
る
努
力

と
犠
牲
を
必
要
と
し
、
欧
米
具
眼
者
に
日
本
工
芸

の
よ
さ
を
教
え
る
こ
と
で
あ
る
と
お
も
う
。

２
　

東
南
ア
ジ
ア
向
け
大
衆
品
で

あ
り
、
技
術
よ
り
も
低
価

格
が
要
件
で
あ
り
、
京

都
の
業
界

で
は
不

向
で
あ
る
。

３
　

碍
卜
は
、
松
風
工
業
を
け
じ

め
と
し

て
、
有

力
工
場
と
、
既

往
の
実
績

に
よ
り
、

東
南
ア
ジ
ヤ
、

印
度
二

丈
に
、
濠

州
方
面

に
希
綴
が
も
て
る
の
で
は
な
い
か
。

４
　

労
　

働
　

力

昭
和
三
十
四
、
五
年
以
降

の
景

気
の
上
昇

は
、

大
企
業
の
設
術
拡
人
と
な
り

、

電
気

産
業
、

新
興
産
業
方
面

で
は
急
激
な
需
要
増
大
、

利

益
金
の

上
昇
を
辿
っ
て
い
る

が
、

こ
れ
ら
の
恩
恵
を
蒙
石

こ
と
の
互
い
㈲
磁
器
産
業
で
は
、

逆
に
袖
出
不

振
と
な
り
、

輸
出
製
品
の
占
め
る
比
率

の
高

い
岐

阜
、

愛
知
方

面
の
陶
磁
器
業
者
は
輸
出
品
を

内
地
向
に
転
換
し
、
大

量
生
産
の
強
味
を
発
揮
し
て
低
コ

ス
ト
品
を
隴
し
始
め
、
又
、
生
活
様
式
の
洋
式
化
け
洋

食
器
の
需
要

を
増
大
し

て
古
た
。

京
焼
で
は
こ
れ
ら
に
対

抗
し
、
洋
食
尽

壱
生
産
す
る
設
術
も

な
く
、
好
景

気
の
影
糾
ど
こ
ろ

か
、

逆
に
前
述

の
拡

大
産
業
方

剔
の
、
高
賃
金
、
身
分
保
証
、

良
好

な
厚
生

施
設

等
に
労
働

力
を
吸
収

せ
ら
れ
青
年
圈

の
獲
得

が
困
難

と
な
っ

て
き
た
。

零
紬
業

者
と
、
小
企
業

の
多
い
京

焼
業
界
で

は
、

家
族
労
働

者
と
、
工
芸
作
家

希
望
者
以
外

に
は
労
働

力
の
獲
得
は
難
し
く
、
さ
０

と
て
、

賃

金
の
高
額
支

給
や
、
厚
生

二
一
九



二

言

施
設

の
設

置
は
非
常

な
負
袒
を
企
業
に
及

ぼ
し

、
府
の
施
設
で
あ
る
公
共
陶
工
職
業
訓
練
所

の
入
所
希
望

者
で

さ
え
、

こ
こ
、
二

、
三
年
は
激
減
し
て
い

る
状
況
で
あ

る
。

こ
の
労
働

力
の
不
足
は
、
賃
金
上
昇
問
題
と
共
に
、
京
焼
の
消
長
に
及

ぼ
す
影
物
の
大
き
い
こ
と
を
考
え
、

早
急
に
、
対

策
を
考
え
る

べ
き
重
要
課
題
で
あ

る
と
思
う
。

５
　

健

康

管

理

京
焼
が
、
東
山
山
朧
座
製
産
の
巾
心
と
し
て

吉
た
の
は
、

長
０

窯
の
た
め
で
あ
り
、
乂
比

較
的
人
目
倫
度
の
低
い
地
域
を
選
ん
で
、

そ
の
窯
煙

の
被
告

を
成
る

べ
く
少
く

し
て
き
た
た
め
で

あ
ろ

う
。

日
本
で
も
有
数
の
湿
度
の
高
い
京
都
で
、
し
か
も
、
山
朧
を
そ

の
上

産
地
と
し
て
き

た
こ
と
は
、

一
削
湿

気
の
多
い

ぼ
域
を
選
択
し
た
こ
と
と
な
り
、

古
く
か
ら
、

有
名

㈹
工
、
将
来
有
望

な
陶
工
、
指
導

者
が
比
岐

的
知

命
で
そ
の
生
涯

を
終
り
、

京
焼
発
展
の
一
障
害
、
損
失
と

な
っ

た
こ

と
は
い
な
め
な
い
。

明

治
以

降
巾
街

地
の
発
震
と
、
人
目
の
増
加
、
陶
縊
首
需
要
増
加
に
伴
う
生
産
施
設
の
拡
充
は
、

益
々
そ
の
工
場
施
設
を
狭
隘
且
つ
不
健
康
な
状

態
（
日
射
、
湿

度
を
主

体
と
し

た
）
に
迫
い

や
０

、
前

述
の
韭
劇

は
繰
返
え
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

業
界
の
疾
病
の
上
な
る
も
の
は
、
呼
吸
器
疾
患
、
消
化
器
疾
患
で

あ
り
、
他

産
業

に
比

佼
的
多
い
循
巡
石
疾
患
は
割
合
少
な
い
。

近
年
他
産
業
で
は
低
減
の
傾
向
を
示
し

て
い

る
呼
吸
器

疾
患

の
減
少
を
見

な
い
の
は
、

一
は
そ
の
瑕
境
に
あ
り
、
二
は
、
近
年
急
に
問
題
と
し
て
採
０

上

げ
ら
れ

た
珪
肺
の
発
生
に
あ
る
。

燧
石
の
付

票
を
吸
入
す

る
結
果
発
生
す
る
珪
肺
は
、
古
く
よ
り
存
在
し

た
の
で
あ

る
が
「
よ

ろ
け
」
　「

後
家

づ
く
り
」

等
と
袮
し

て
結
核
の
併
発
に
よ

る

「
肺

病
」

と
し

て
比

較
的
等
閑
に
附

さ
れ

て
い
た
の
で
あ

る
が
、
昭
和
二
十
六
年
労
働

基
準
局

の
調

査
で
は
京

焼
業
界

の
発
生
率
一
四
、
八
名
（
従
業
八
三
十
人
以
上

の
事
業
場
対
照
）
、

同

三
十
五
年
に
は

三
三
％

と
検
診
さ
れ
て
い
る
状
況
を
見
て
も
、

あ
ら

た
め
で

そ
の
彼
方

の
大

き
い

の
に

驚
か

ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
も
近
代
の

医

学
を
し

て
も
未
だ

そ
の

治
療
法

は

発
見

せ
ら
れ

ず
、
進
行
壱
防
止
し
、
結
核

の
併

発
を

阻
止
す

る
こ
と
が
漸
や
く
と
い
う
状
況

で
あ
る
の
で
、
一
度
催
患
廿
ん
か
、

悲
惨
な
瑕

境
に
お
ち
い
る
と
い
う
誠
に
厄
介
な
職
業
病

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

将
来
、
京

焼
業
界
も
、
近
代
設

備
へ

の
移

行
、
工
場

施
設
地
の
転
換
、
経
営
の
合
理
化
は
必
然
の
こ
と
と
推
察

さ
れ

る
が
、

従
来

、
忘

れ
ら
れ
て
い
た
こ
れ
ら
の
衛
生
、

雄

縦
管

理
に
も
抜
本
的
対
策
と
、
新
ら
し
い

病
当
予
防

法
を
併
せ
行
う
こ
と
は
（

珪
肺
の
治
療
法
の
一
日
も
早
い
発
見
と
共

に
）
業
界

の
進
歩
、

発
展
に
欠
く

こ
と

の
で

き

な
い
事
項
と
思
う
。
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